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令和３年９月６日（月曜日）午前９時００分開会 
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第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 諸般の報告 

第４ 一般質問 

第５ 議案第４１号 与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

第６ 議案第４２号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正

する条例 

第７ 議案第４３号 令和３年度与論町一般会計補正予算（第５号） 

第８ 議案第４４号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

第９ 議案第４５号 令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

第10 議案第４６号 令和３年度与論町と畜場特別会計補正予算（第２号） 

第11 議案第４７号 令和２年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

第12 認定第 １号 令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

第13 認定第 ２号 令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算認定について 

第14 認定第 ３号 令和２年度と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

第15 認定第 ４号 令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

第16 認定第 ５号 令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

第17 認定第 ６号 令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

第18 認定第 ７号 令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

第19 特別委員会設置及び委員の選任について 

第20 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（元井

勝彦） 

第21 諮問第 ２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（松山

陽右） 
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町民福祉課長 田 畑 文 成 君  環 境 課 長 朝 岡 芳 正 君 
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開会 午前９時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） ただいまから、令和３年第３回与論町議会定例会を開会いたし

ます。 

これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、３番林敏治君、７番大田英勝君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月１４日までの９日間にしたいと

思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から９月１４日までの９日間に決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（髙田豊繁君） 日程第３、諸般の報告をいたします。 

報告事項につきましては配付してありますが、その概要につきましては、事務局

長に朗読させます。 

なお、本会議に提出されました請願・陳情につきましては、請願・陳情文書表の

とおり、関係常任委員会で審査をお願いします。 

事務局長。 

○議会事務局長（町 健司郎君） 諸般の報告をいたします。 

町長から令和２年度与論町健全化判断比率の報告、令和２年度与論町公営企業資

金不足比率の報告、与論空港株式会社の事業計画及び決算に関する書類の提出があ

り、町監査委員から令和３年８月分の例月現金出納検査結果報告書が提出されてい

ますが、その写し（出納検査結果報告書については一部の写し）を配付してありま

すので、御一読ください。 

下表を御覧ください。７月１３日、正副議長研修会について、鹿児島市で行われ、

議長、副議長、事務局長で出席しました。旅費の負担は町です。 
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また、議会だよりについては、６月の定例会の内容を特集した「よろんちょう議

会だより第１４０号」を全世帯及び関係機関等に配布してありますが、編集作業に

当たった広報委員をはじめ、御協力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げま

す。 

以上で報告を終わります。 

○議長（髙田豊繁君） これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 一般質問 

○議長（髙田豊繁君） 日程第４、一般質問を行います。 

順番に発言を許します。 

１番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） おはようございます。今年９月をもちましてようやく議員にな

らせていただきまして１年が経ちました。これからも与論島また町民の方、自分の

レベルアップのためにまた頑張りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、質問をさせていただきます。 

１ コロナ禍における教育振興について 

(1) コロナ禍になりＧＩＧＡスクール構想が推進され勉強方法が変わりつつ

あるが、今後どのような教育方針を考えているのか伺いたい。 

(2) ＩＣＴ化が進むと家計への負担が増え勉強や進学、奨学金制度に影響が

出ると思うがどのように考えるか。 

２ 新型コロナワクチン接種について 

(1) 与論町における新型コロナワクチン接種の状況とコロナハラスメントや

ワクチンハラスメントが起きていないか伺いたい。 

(2) 今後の与論町の新型コロナワクチン接種は、どのように進めていくのか。

希望者のワクチン接種が済めば終了となるのか伺いたい。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、コロナ禍における教育振興についてお答えいたし

ます。 

国が進めているＧＩＧＡスクール構想は、１人１台端末と高速大容量の通信ネッ

トワークを学校に一体的に整備することで、子供たちの資質・能力を一層確実に育

成するためのＩＣＴ環境を実現するものであり、これまでの我が国の教育実践と最

先端のＩＣＴを融合させることによって、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す

ものです。 
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本町においても、この２学期から、小・中学校における１人１台端末の本格的な

活用が始まります。教育委員会としましては、これからの教育に大切な「主体的・

対話的で深い学び」の授業改善が一層進むような効果的な学習方法の充実に努めて

まいります。特に、調べ学習と協働学習の充実を図ります。 

調べ学習では、「個別最適な学び」という視点で、子供自身が疑問に思うことを

調べる学習や自らの学びの状況に応じて学習を進めるという学習の推進です。また

「協働的な学び」の視点では、共通の課題等に役割分担で学習する方法や、同じ課

題に対して多様な意見に触れたり、意見を交わしたりする学習です。オンラインに

よる学びも含みます。変化の激しい社会に対応できる児童生徒の育成のために、教

職員の研修の充実も図ってまいりたいと考えます。 

２問目です。 

国の施策の一環である教育のＩＣＴ化を本町でも実施し、児童生徒の学びの幅を

広げようと事業を実施しているところです。 

ＩＣＴ化への進展に伴う家計への負担については、さまざまな視点から見ていく

必要があると思います。携帯電話等情報通信機器が１人１台所有となりつつある現

在、情報機器の普及状況や通信環境の整備状況は、御家庭によって差があるため、

ＩＣＴ化によって家計の負担が増加するとは、一概には申し上げられません。 

今後、さまざまな学習方法を身につけ、学習の機会をつくっていくことで児童生

徒の学びの幅が広がり、勉強や進学への意欲が向上し、奨学金制度を利用しながら

進学して学ぶ生徒も増えていくと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、本町におけるコロナワクチン接種の状況とハラスメ

ントについてお答え申し上げます。 

新型コロナワクチンの接種状況は、８月３０日時点で、６５歳以上が１回目終了

８５.３％、２回目終了８３.４％であり、１２歳以上６４歳以下が１回目終了７７.

５％、２回目終了５８.７％です。全体で１回目終了８０.９％、２回目終了６９.

３％となっています。 

集団接種予約者が全員終了した場合（集団接種終了後９月中旬以降の病院での個

別接種含みません)で、６５歳以上が１回目終了８５.４％、２回目終了８５.３％、

１２歳以上６４歳以下が１回目終了７７.７％、２回目終了７７.２％、全体で１回

目終了８１.１％、２回目終了８０.８％の見込みとなっています。 

昨年の新型コロナウイルス感染症が出始めた頃は、未知の病気に対する不安や警

戒心から、確かに役場への電話問い合わせ等も多少ありましたが、ある程度感染症

の実態がわかってきた最近においては、問い合わせ等も少なくなり、特に不当な差



 

（10） 

別や誹謗中傷等はないものと理解しています。 

また、ワクチン接種はあくまでも、本人の意思で希望する方に対して接種を行っ

ており、ワクチンの接種・未接種による差別はあってはならないものであり、実際

ワクチンハラスメントの報告は受けておりません。 

なお、そのようなコロナに関するハラスメントが起きないよう、随時防災無線に

よる放送や週報等チラシを活用して、感染された方や医療従事者等に対する不当な

差別や偏見は決して許されないことを周知啓発しています。 

次に、今後のコロナワクチン接種についてです。 

これまで、医療従事者を皮切りに高齢者・基礎疾患のある方、そして１２歳以上

の一般の接種希望者に対し、ワクチン集団接種を行ってまいりました。町としては、

ひとまず９月１８日で集団接種を終了する予定ですが、集団接種終了後は、与論徳

洲会病院にて個別接種を継続していく予定です。 

国の計画では、令和４年２月２８日までとなっていますが、全国的な感染拡大へ

の対策として８月１７日の菅総理の記者会見では、１０月から１１月のできるだけ

早い時期に、希望する全ての方への２回のワクチン接種の完了を目指すと言われて

います。 

なお、新型コロナワクチンは、強制ではありません。接種を希望される方が、予

防接種による効果と副反応のリスクを理解した上で、自らの意思で接種を受けるも

のです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） それでは、順を追って質問させていただきます。 

まず、現在まだコロナの関係で、町も本当に僕からすれば良いタイミングで、Ｉ

ＣＴ化を進めたのではないかなということは思っています。この学校における教科

書導入について、デジタル化というのはやはりコロナ対策としては良いのかもしれ

ませんが、実際子供たちの勉強をする環境、友達とのコミュニケーションをする環

境については、ちょっとどうなのかなというのは本当に思っています。 

なぜかと言うと、最近は本当に携帯で会話をするのも当たり前ですし、連絡する

のも携帯です。そうなりますと、今ある紙の教科書と多分ｉＰａｄを入れて、教科

書代わりにして授業を進めていくと思うのですが、今後、この紙の教科書というの

は本当に全部無くしてしまって、全教科ＩＣＴ化にしてしまうのか。それとも残す

のは残す、教科別に使って、例えば主要の国・数あとまた英語とかはｉＰａｄにし

て、あまりと言うのは変ですが、そんなに必要のない保健体育とか家庭科とか、そ

ういったものは結局紙のままで残すのか。そういったことに対して、紙とｉＰａｄ、

電子機器に対してのバランスをどのようにしていくのか、お聞かせください。 



 

（11） 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。今、デジタル教科書というようなこ

とも今後導入していきますが、現在も導入はしています。危惧される面も当然あり

ますし、国も２０２２年までに、デジタル教科書へ移行しようという大きな計画は

あるようです。全面的に全て紙を無くしてということについては、考えておりませ

ん。その紙と書くものも同じですが、教科書がまずありて、授業の中で同じ教科書

を教材提示装置で映し出して勉強する。そして、個人個人のものにダウンロードし

て使う。その辺の効果的な活用については、今後の活用状況を踏まえながら、デジ

タル教科書移行は、予算との関係もあり、職員の研修状況、子供たちへの効果を見

ながらまいりたいと思います。基本的に今、教科書を全部無くするという方向では

考えていません。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） はい、わかりました。それでは、ちょっと中身の方についても

お聞きしたいのですが、現在、携帯の普及で、何でも調べるということに対して、

よくみんなググると、グーグルではすぐできます。携帯でのネット検索ですぐです。

ですが、僕たちが小学校の時代は、辞書を持ってきて１個ずつ調べて、言葉の意味

を書いて覚えるというのが当たり前でした。ですけど、こうやってＩＣＴ化が進む

と、まず調べるということをしないと思うのですよね。すぐにググると、検索すれ

ば一発でヒットして出ると。その中から見て書くだけと。授業というよりただ単に

書いて写している、そういう捉え方ができるのではないかと思います。 

それと、よくあるのですが、漢字の変換では、ある言葉をどういう漢字だったか

と、大体では書けますが、正確に長さとか点を打つ場所、そういうのは書けません。

今では会話とかも全部携帯と言ったのは、全部携帯の文書変換してそれを送ると。

自分の口で会話をするのではなくて携帯で会話をすると。そうすれば漢字もちゃん

と出る。昔は筆に墨汁を付けて紙に書いて、一言ずつ気持ちを込めて送ったという

のがありますが、そうなると、本当に子供たちとのコミュニケーションというのが

取れるのか、そのように思います。対話ができるのかということですね。対話する

のも携帯でやるだろうし、本当に必要事項のことだけ話すのではないかという、こ

ういうことにならないのかということを本当に私的には心配しているのですが、そ

れについてはどうお考えですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 今後に向けて対話とか、調べる学習がどうあるかというのは、

貴重な提言だと思っています。学校の研修の中でもそういったものを十分考えなが

ら、例えば、漢字については、今、辞書が機械の中に全部入っていますので、当然
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その中から丁寧に漢字の辞書を使っているという感覚で、子供たちは調べていると

いう時代に入っていると思います。だから、調べることは同じです。辞書を引くか

ＩＣＴの中の辞書を引くか、問題はそれを自分のものに写しあげていくのが、タブ

レットで記録を取る場合と、それからノートにメモを取る場合、いろいろあります

ので、そのあたりはやはり、自分のものになるように調べるといったようなことが

大事になります。 

次、心配している対話、このこともＩＣＴを通じて、例えば、携帯で遠くにいる

人と語るのを顔を見ながらできるようなＺｏｏｍ会議みたいな形で、子供たちも多

様な会話を、それぞれの地域や国や立場を越えて会話をできるという形にこれから

なりますので、より幅の広がった対話活動をしていく経験に入っていく時代になっ

ているというように思います。その上で、南議員が心配している、人と人の心を、

それから痛みを感じながら会話するということは、次のまた人と人との触れ合いと

いう体験活動を大事にしていかないと育たない大事な部分なので、ここを学校社会

の中では、いわゆる集団で一緒に学ぶ、一緒に体験するという活動を大事にしない

と、今後の未来に人としての心を失う部分が出てくるだろうと、そういうのは十分

検討しながら、ＩＣＴへの取り組みを多く活用し、デメリットはなるべく避けてい

くという研修が必要であるというように考えています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 私もデジタルが全て悪いということではないと思います。実際

は、本当に使い方次第だと思っています。今言ったようにコミュニケーション、対

話ができない、携帯でやるようになるのではないかと言いましたが、実際、先ほど

教育長が言われたとおり、痛みという部分で、例えばデジタルを使って直接言いづ

らいことを学校の先生に言う、これは一つのいじめ対策にはなるのではないかなと

思っています。直接は言えないが、そういうツールを使って、今では意見箱といっ

て紙に書いて意見を入れていますが、そうではなくて、学校の中にシステムをつ

くって、１つのツールボックスみたいな場所を作って、そこに投稿すると。そうす

れば先生と生徒が、誰にも知られずにこういった会話がある、誰々さんにこういう

ことを言われたとか、部活動でこういうことがあったとか、そういうことも気軽に

投稿できる、そういうように使えるのではないかと思っています。実際これも、他

県で使われているようで、いじめ対策に使えるということでやっています。 

あとは、日本全国いろいろなところを調べてみたところ、一番ネックになるのが、

宿題とかを出されたときに、全てネットからダウンロードして、コピー＆ペースト

するのではないかということを頭に思って、先生たちもそういうことをされたらど

うしようかなと。夏休みが終わって宿題提出しました。見たところ、１００人が１
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００人同じようなものを持ってくるというようなことがあったらどうしようかとい

うことを懸念しているところもありました。 

おもしろいことに５、６年前から都会では、夏休みの子供の図画工作を商売にし

ているところもあります。小学生がこんなクオリティの高いものをつくれるのかと。

ですけど、本人がつくったと言えば先生としてはそれを信じるしかないので、とこ

ろが、その４０人クラスの中の半分ぐらいがやはりその会社を使ったそうです、聞

いてみたところですね。これはＩＣＴとは関係ないのですが、こういうようにネッ

トを使って、やはりこういう宿題だとか図画工作をやってくるときに、これが悪い

というか良いという判断はちょっとできないですが、それを結局先生たちはどう捉

えるのか。ダウンロードＯＫなのか。似たようなものが、宿題で同じような答えが

出ても、それでもＯＫなのか。教育長としては、そこら辺はどうお考えになります

か。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） そういう意味で、いろいろなものを使って、例えば、これま

で考えられないようなものを、上手につくるということができるようになってくる

のは、社会の質の向上においては大事だと考えています。 

さて、教師がそれをその子供が本当にできるようになったのかという、応用とか

技能とか技術の獲得に汎用性があるかどうかということを、汎用性というのは応用

が利くかという力が本人についていれば評価するだろうし、単なるコピペだったら、

昔で言えばお父さんやお母さんが宿題を全部教えてくれて、答えは算数の答えは

ばっちり揃っていると、それを高く評価するかというのは、いつまでも続く評価の

部分です。それで、今の新しい学習指導要領もそういった評価の観点を変えていく

という取り組みになってきています。よって私自身は、そういう宿題の質、例えば、

物の質が高まることは大事だが、それが安易にキットを使ってつくる場合と、その

キットから自分で応用してもう一つつくれるのかといったときには、この汎用性が、

いわゆる表現力、本物のものがついているかは、別のもので考えていくというよう

にしないといけないということは出てくると思います。上手にできるものが子供の

段階で与えられて、質の高いものは良い、しかしながら、本当に子供に身について

いくものであるかどうかは、見極めて評価をするということで考えたいと思ってい

ます。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） はい、わかりました。 

最後に、奨学金制度なのですが、現在与論町において、奨学金制度を使用してい

る方とか、返還率とか、回収とかはどのようになっているのかお聞かせください。 
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○議長（髙田豊繁君） 田畑教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（田畑博徳君） お答えいたします。 

令和２年度の奨学金の実績で申し上げますと、短大生が１人、専門学校生１人、

大学生１５人、大学院生１人、計１８人、額にして１１５２万円ほどです。償還に

ついては、手元に資料がございませんので御報告できません。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 家計への負担ですが、デジタル化によって小・中の教科書費用

は国が負担すると思うのですが、家庭においては、小・中・高生がいると思います。

特に高校になりますと、奨学金が大学に行くのには必要だと思います。それに対し

て、今、卒業したら４万円の一時金を支給しています。その分聞いたところでは、

修学旅行の費用が減らされるのではないかという心配をしている方もいらっしゃい

ます。 

県内においては、勉強をしたいという意欲のある若者には、民間企業が独自の奨

学金をつくって奨学金を支給しているところもあります。国公立大は５万１０００

円、私立は６万円としてあります。さらに条件として、教員になれば返金が免除に

なるという、そういう制度もつくっているところもあります。ですから、本当に家

庭の家計もそうなのですが、町としてもある程度その財源を確保して、社会教育と

かこういう奨学金の財源を確保して、もっと充実を図ってほしいと思います。どう

ですか教育長、財源確保は大丈夫でしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 奨学金の見直しを私の時代に３万円から４万円にしたのも皆

さんからのお声があったのと、ある程度の親からどの様な受給方法への希望がある

のかを調査して、状況を見極めながらやっています。コロナ禍があって、やはり困

窮をしていたり、この部分に奨学資金の手を厚くしなければならないという状況判

断をしたときには、そういったものを検討するというようには考えています。結論

として今、次の奨学資金のためにどれだけを確保しているかというのはしておりま

せん。今の奨学資金の返還をもって人数を確認して、そして要望を取って、その要

望を確認した上で、保護者の世帯の収入状況を確認し、検討をして奨学資金の決定

をしていますので、万が一そのときに漏れた場合、次の年にまた申請をすることも

可能なので、今のところはそういう形で検討をしてまいりたいというように思って

います。 

もう一回戻しますが、時期が来て、そういうことに奨学資金の額とか与え方を、

奨学資金のあり方を変更せざるを得ない家族状況やら、与論町の子供たちの進学へ

の道のりがあれば、状況に応じて変更、改善してまいりたいというように考えます。 
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○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） はい、わかりました。 

今あったようにコロナ禍の影響によって、仕事が減って収入が減っているのが現

状だと思いますが、それに対して返還ができないという方もいらっしゃるのではな

いかと思うのですが、そういう方に対しての救済措置とか、そういうのは何か考え

ているんでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 現時点で、この奨学資金の中で、その奨学資金を苦しくて返

還できないということに対する処置の方法としては、特別なものは組んでいません

が、申出によって、規定の中での時期をずらしたり長くしたりというようなことは

やっています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 新型コロナワクチンが日本で発生して、もう１年半、もうすぐ

２年になります。それについて、当初は本当に未知のウイルスということで、みん

な不安や警戒心から本当に何もしない、家に立てこもるという時期が多かったです

が、今では、我々人類もワクチンという力強い武器を手に入れまして状況が変わっ

てきています。 

それで、与論町においても現在７割から８割の方がワクチン接種をしています。

これについて、この数字、本当は１００％というのが一番いいんだとは思うのです

が、７割とか８割、この数字で見て、現在これでもう大丈夫かなと、集団免疫もで

きているから安心かなというように思われるのか、町長、一言お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 先ほど申し上げましたように、第１回、第２回を終了すると８

割程度になるというような予想ですが、あくまでもこれは本人の希望によってする、

また、本人の体調もあるでしょうし、いろいろ副反応の怖さもあったりして希望し

ない方もいるかと思いますが、これは、あくまでも今集団接種の集計でございまし

て、病院等でまたするのは別です。 

したがいまして、私が個人として思いますことは、できるだけたくさんの方々が

していただきたいということは希望することです。できるだけ９割、１０割に近づ

いていければありがたいなと思うところですが、これはあくまでも個人の希望です

ので、私たちがどうこうと言えるものでもないなと。ただ、できるだけ啓発をして

まいりたいというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） ９月の中旬ぐらいで大体集団接種は終わるということで、あと
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は個人接種となると思いますが、その個人接種になった場合、予約とか取るときに

は、個人で病院に予約するのか、それとも１回町を通してから予約するのか、そこ

ら辺はどうなっているのかお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 病院でも毎日できるわけではなくて、ドクターの都合

であったり、あるいはまた、せんだってのようなクラスターが出るとなかなかでき

ない部分もございます。ですので、やはり病院との相談等になってくるというよう

に考えています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） 今、本当にこの１年半、島にいて思ったことは、コロナワクチ

ンが出てから、そのハラスメントという言葉が出てからどうなるのかと、経済とか

本当にどうなっていくのだろうかと心配もしていました。私が感じたところは、出

始めの頃です。島にはまだクラスターが発生する去年７月、その前は何件かのお店

で、島外の人、要するに旅んちゅは入店お断りという店が何件かありました。実際

中にいたときに、店主の方が、「すみません、島民の方だけです。」というように

お断りしているところもありました。 

ところが、どうなのかと思うのですが、島で去年７月、あと１１月にクラスター

が起きた時には、逆に島民の方は入れないという、島民は入れないのと思いました。

旅んちゅ、島外の方は入れるという、この判断は個人のお店の店主によるものだと

は思うのですが、島んちゅを入れないというのもどうなのかなということはものす

ごく感じました。 

ワクチン接種が進んだ関係で、ワクチンを打っているよと言えば多分入れてくれ

ますでしょうし、そうじゃないよと言われれば必ずマスクはすると。あとお店の対

応としてアクリル板、仕切り板は必ず入れるというのは、今では通例になってきて

います。 

今、町内の放送でもあるのが、与論町においては１人と、人数だけの放送になっ

ています。ところが、ほかのネットとか鹿児島県のホームページを見ますと、人数

と年代と、中には性別も出ています。昨日の新聞を見ますと、なぜか公務員だけは、

公務員がかかれば公務員はどこの職場まで発表するという、そういうこともなって

います。ところが、与論町だけは発表しないと、人数だけだと上に書いてありまし

た。私は個人的にはそれでいいと思います。職場までわざわざさらけ出す必要はな

いと思います。ほかの４１市町村がどう判断するのか、多分町民の方、市民の方か

ら、公務員なのだからちゃんと発表しろと言われたのか。公務員として全部情報開

示するのは当たり前だろうと、そういうように言われて公表しているのかわかりま
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せんが、私、その新聞を見たときに、本当に与論町だけ公表しないと見たときには、

別にいいのではないのかと、そこまでやる必要ないだろうと、同じ人間なんだしと

思いました。 

しかし最近僕の耳に入ってくるのは、人数だけではなくて、できれば年代まで出

してほしいんだけどなという声は聞きます。もちろんどこの職場で出たとか、クラ

スターは別ですが、職場とか名前は要らないと思います。人数と年代だけは出して

いただきたいということがありましたが、それについてお伺いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） お答えいたします。 

まず、与論町内で陽性者が発生した場合、そのときは徳之島保健所から人数の報

告がありまして、それについてその日の夕方に情報を発信しています。その情報と

いうのは、まず人数だけ来るのですが、翌日の県の発表の際に、その年代とか性別

の発表があります。先に与論町がわかった時点で町民にお知らせしたいということ

で、年代とか、それから性別も含めて放送できないかということでお願いしてはい

たのですが、県が発表するまでは人数だけでしかできないという内容でありました。

ですので、県が発表した後に、何日前の、それから昨日のとか、そういったことで

の発表は可能であると思いますので、そこはまた検討させていただきたいと思いま

す。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） よろしくお願いいたします。 

それでは、このワクチン接種率についてなのですが、なかなか日本全国、与論町

だけではなくて、大体８割が頭打ちではないかというように今言われています。そ

のうちの２割の方が打たない、その理由というのはどうしてなのかと。よく出てい

る理由が、大体１年足らずでできた薬は信用できないと。普通ワクチンは３年から

４年かけて治験をしてやっと出るものだと。それなのに１年もかけてないワクチン

を打つのかという、そういう方もいらっしゃいます。それと副作用ですね、亡くな

る方もいらっしゃいます。２回打ってブレイクスルー感染と言われて感染する方も

います。ですけど、それは確率から言えば本当に０.０何％です。１００万人のう

ちに何人いるかという具合ですが、テレビとか、やはりＳＮＳの力がすごいのはこ

こら辺でして、１人出るとあたかも１００人、２００人出たかのようにちょっと放

送される、それを見ていて、こんなにすると多分ワクチン打つ人は減るなと。 

僕も先週土曜日に、４日に２回目のワクチンは打ちました。それまでは、ワクチ

ンどうしようかという考えは実際に僕にもありました。なぜかと言いますと、私、
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生まれてこのかたインフルエンザのワクチンというのは１回も打ったことありませ

ん。インフルエンザにもかかったこともありません。ですから、私の周りに３０代、

４０代、あと６０代の知っている方がいるのですが、その方も１回もインフルエン

ザにかかったことがないのに、たまに子供が帰ってきた、孫が帰ってきた、そのと

きインフルエンザが流行ると、孫にうつしてどうするんだ、子供にうつしてどうす

るんだと、周りからのプレッシャーに負けて、インフルエンザのワクチンを打った

ところ、打った年から毎年インフルエンザにかかるようになったそうです。御愁傷

様ですとしか言いようがないです。 

それを聞くと、コロナワクチンを打ったらコロナになるんではないかと、そうい

う、実際１回目打ってなった方もいますが、大体今まで日本で打った中では、その

１人しか大体私は見ていません。ところが、打ちたくない人からすると格好の材料

でして、１人出たから、「ほら見ろ、出ただろう」ということを言われると、いや、

そうではなくて、打たないよりは打ったほうのリスクがまだいいよと、私も説明を

します。やったほうがいいんだよと。ところが、テレビとかで本当にこうなると、

出ると、いやいや、やはりやめとくというのが多いです。それが２割の数字に出て

いるのではないかと思います。 

ですから、与論町においてもワクチン接種会場に行ったら、ワクチン１回打った

らどうだよと、２回目打っても人にうつすのですかという質問事項とか、週報にも

出ていますが、ワクチン打ったほうがいいですよという情報を、もうちょっと細か

く週報とかに、打たなければこれだけ重症化してこうなりますよと、打ったら重症

化はしません。予防にもなります。ですけどかからないことはないです。ただ重症

化しないですよということを、そういった文言を一言入れて週報とかに載せていた

だきたいと思います。 

その週報に載せる際にも、できれば与論町の現状を、与論町で打った方でこうい

う副作用が出たとかいう方がいれば、そういう情報も載せていただきたいと思いま

す。与論町において今まで感染した方で、多分重症化した方はいないのではないか

なと思うのですが、私が聞いていないだけなのかもしれませんが、そういった与論

町の情報も載せてほしいと思います。どうでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 大変貴重な御意見ありがとうございます。一応また私

どもの方でも、そのワクチン接種に対する情報とかを週報とかに載せて啓発はして

いるところではございますが、その考え方でいろいろな考え方をお持ちの方もいっ

ぱいいらっしゃいますので、それはそれなりのいろいろな考え方あるんでしょうが、

でもやはりこれだけの本当に大きな感染になってくると、全体的にみんなで接種率
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を高めていかないと、最近は何か以前は７割あればいい、集団接種、集団抗体がで

きるというような話があったのですが、最近はもうちょっと上げないと駄目なんで

はないかという話も出てきていまして、本当はもうちょっと、できれば希望として

は９割までいってほしいなあという希望があるのですが、今後もできれば理解しや

すいような週報等についても努めてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） わかる範囲でいいので、そういう情報開示もよろしくお願いし

たいと思います。 

それと今後、夏が終わりお盆の時期も人流が激しくなり、そのおかげで徐々に感

染者も増えていって、今はちょっと落ち着いてきていますが、今後旅行とかすると

き、出張もそうですが、その接種２回したワクチン証明書、それとか事前にＰＣＲ

検査しました、抗原検査しましたというそういう証明書を持っていかないと、なか

なか旅行もしづらくなるのではないかなと思っています。 

今、鹿児島県内においても、鹿児島中央駅とか、鹿児島空港で抗原検査、ＰＣＲ

検査をしています。１回２,０００円でやっています。沖縄は那覇空港においても

予約制ですが、鹿児島は予約は要らないそうです。実際現地に行って、県内で離島

に行くとか県外に行くとかという、航空券とかを見せればそれは検査をしてくれま

す。次の日にメールで教えてくれます。 

鹿児島においては、そのメール設定もｉＣｌｏｕｄといってｉＰｈｏｎｅ関係で

しかできません。そこは注意してください。沖縄の場合は、１人１個メールアドレ

スを持っていれば、それを事前に登録して、那覇空港で抗原検査かＰＣＲ検査は自

分で選べます。ＰＣＲ検査は１回５,０００円でしたかね、抗原検査は２,０００円

です。それができます。そういうことを今、観光関係の方もやっています。 

それでは、商工観光課長に聞きたいのですが、今後、与論においてもこういった

証明書類、与論でＰＣＲ検査をするというのは厳しいと思いますので、それは無理

だと思いますが、今後、本当にこういった陰性証明とか、ワクチン接種証明書とい

うのを利用して、観光につなげていこうかどうか考えているのかお伺いしたいと思

います。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

沖縄の方の後で出ますけど、ブルーパワーリストバンドの検討も観光協会といろ

いろ意見を出し合ってやっているところでございまして、それも参考にしていけれ

ばなというように今考えているところです。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 
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○１番（南 有隆君） なかなか本当に旅行も出張もしづらい世の中ですが、なるべく

こういうのも落ち着いて、陰性証明も何も要らないように、今までどおりにできる

のが本当に一番いいと思っています。 

それと、逆にワクチンを打つ人の理由というのも一応述べさせてもらいます。基

本的にワクチンを打つ効果を信じている方は必ず打ちます。感染予防に効果がある

と、そういう方、あとコロナになっても重症化しないと、あと社会的地位にいるか

らという方もあります。あとこの答弁を見てもやはり高齢者、年配の方がやはり受

けるのは大きいです。 

それに、今一番感染が高いのは家庭内感染です。家庭の中で感染するというのが

一番の大きな今の原因になっています。しかもなぜかというと、今ワクチンは１２

歳以下は打たないと言っておりましたが、現在子供たちの感染がすごいです。幼稚

園・保育園児が感染してそれを家に持って帰ると、そうすると親が感染すると、そ

うなると家庭内感染で全員感染してしまうと、そういうことが起きています。 

感染すれば病院に行くなり治療するなりということはできますが、そこで問題な

のは、親が重症化してしまった場合、子供の面倒は誰が見るんだと。与論の人であ

れば、おじいちゃん、おばあちゃんがいれば見てくれると思いますが、そういう方

がいない場合、親が重症化して子供の面倒を見られなくなった場合、与論町ではま

だないとは思うのですが、実際もしそういうことが起きたら、与論町においては何

か今後あると仮定して、そういう対策について副町長、何か考えはありますでしょ

うか。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） 今一番の問題点が、そこにあるんではないかなというように

私は認識をしています。というのは、報道等でいろいろな事例も出ていますが、実

際に与論の場合も核家族が非常に進んでいる中で、お母さんがかかり、小さな要す

るに乳幼児がかかったときの対策を今後どうするかというのが、一番当面の問題だ

ろうと。以前は、ちょうどこの役場の裏の方にも伝染病棟というのがあって、そう

いった皆さん方を保護したり、療養する施設というのがあったわけなのですが、い

かんせん、総合病院という中に伝染病室を含めて対策をしているというのが今現状

ですので、特に医療体制が脆弱な離島、与論は特に離島中の離島ですので、何とか

県、国にも働き掛けて、そういった対策が必要ではないか。 

結局、島内で一部的に発生をしているときには、本土に搬送という手段もこれま

でも何回も取って対応させていただきましたが、いざ本土で多くの患者さんも発生

をし、収容し、あるいは病院で対応ができないという状況が続いている中では、そ

の島々で、その島々の持てる療養体制でしか島民を守っていくことはできませんの
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で、今後何とか働き掛けて、確保に向かって進めていければというようには考えて

いるところです。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） この質問をしたのは、実際僕の知っている二組、島外から来て

与論で商売をされていまして、去年の１１月に島から出たのですが、本当にコロナ

に感染したら、親が感染したら子供は誰が見るんだろうと、そういう心配があって、

近くに知り合いがいないと。お友達はいるのですが、かかった子供、自分たちでか

かってじゃあ子供を見てくれるかというと、ちょっとうーんと考えるところはあっ

たらしいです。そうなると一番頼れるのは身内、親類しか頼れないなということで、

鹿児島に引き上げたという経歴があります。 

やはりそれを見たときに、今はコロナウイルスですが、今後もまた訳のわからな

いウイルスがいつ出るかというのはわからないです。ですから、今、副町長が言わ

れたように、本当に与論は離島の離島です。何かすぐあったときに対処できるかと

いったら、本当にパナウル診療所も無くなりまして与論病院１つです。与論病院で

感染者がもし出たり、与論病院でクラスターがもし起きた場合に、じゃあ与論病院

が閉鎖されました、じゃあどうするのですかと、もうすぐ島外に搬送しかありませ

ん。ですけど、鹿児島県の病床使用率も今８０％程度いっています。沖縄なんかは

もうパンク状態です。そうなるともう自宅療養となってしまいます。そうなると、

やはり助かる命も助からないのではないかなとは思っています。 

本当に今後、これからいろいろな病気が出てくるのではないかと思っています。

個人的に言うと、本当にまさかこんな時代に生きているとは思いませんでした。人

間同士が本当に何かするのではなくて、人間対コロナの本当に闘いだと思っていま

す。ですが下を向くことはないと思います。我々がやれることはやって、それから、

ワクチンに対しても強い気持ちで、まず、自分の健康を維持しながら、何かあれば

病院に行くと、あと薬に頼るということが第一ではないかと思っています。 

それで、最後に町長にお聞きしたいのですが、今後、与論町は本当にゼロコロナ、

コロナが収束、無くなるまでそうするのか、それともｗｉｔｈコロナ、今後コロナ

は続くものだと。今、言われているのが本当に季節性のインフルエンザと同じレベ

ルまで下がれば、特効薬が開発されれば、本当にインフルエンザと一緒で、病院へ

行って、コロナですよ、はい、お薬飲んでください、はい、一週間休んでください

で済むまでやるのか。それもう本当ｗｉｔｈコロナですよね。もうコロナは無くな

らないという考えでいくのか。与論町としての今後の方向性をお聞かせください。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 大変難しい御質問をいただきました。与論がどう考えるかとい
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うのではもうないのではないかなというように思うのですが、本当にこのコロナと

いう問題は全社会的な問題で、これから考えていくのはｗｉｔｈコロナ、ほかの伝

染病に対しても今後あり得るというような考えのもとにやっていかないと、無くな

ることはないんではないかなというように思うところです。できるだけこれに打ち

勝つように耐えていけるように、そういう抵抗力をつけ、その折にでもワクチン接

種とか、そういうような予防対策をしっかりしながら、どういう病気にでも対応し

ていけるような、そういう今までの人間、人類の歴史と同じように、この数々のウ

イルスに対して打ち勝ってきた我々人類ですので、そういうのを信じてやっていく

しかないのではないかなと思います。コロナが怖いので島を封鎖するとか、ロック

ダウンするとかということは、今のところは考えておりません。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） ありがとうございます。本当に今こうやってまさかコロナとい

う病気のせいで、こんなに経済が落ちていくということは私も予想できませんでし

た。しかもこんなに長く続くということも考えておりませんでした。１９６４年の

東京オリンピックのときには、１年前にはスペイン風邪が流行っておりました。そ

のときにも多数の死者が出ています。ですけど１年で落ち着いています。ですから

コロナウイルスも１年で落ち着くものだと思っておりましたが、コロナもなかなか

しぶといもので、手を変え品を変え、形を変えて今でもはびこっています。最近は

ミュー株といいまして、２回目接種して３週間経った方でも感染して亡くなってい

るという死亡例が全世界で出ています。まだまだ日本全国、今、感染者が減ってき

ていますが、それに対して気を抜くことなく、ちょっとでも何か１人出たとかなれ

ば、すぐさま対応して広げないことが大事ではないかと思っています。そのために

もそういう情報を流していただければ、すぐ私たちも協力して、コロナ感染を封鎖

して閉じ込めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君の一般質問を終わります。 

次は、３番、林敏治君の発言を許します。 

３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） それでは、先に通告しました一般質問を行います。 

１ 交流人口拡大の対策について 

(1) 先般、奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島が世界自然遺産に登録

された。本町においては、国立公園に指定されているが、同じ離島でもさ

まざまな点で異なることから、観光立島として取り残されていかないか懸

念されるが、今後、関係機関となお一層の地域連携を強化して、交流人口
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の拡大を図るため誘客促進を積極的に取り組んでいく考えはないか。 

２ 出産、子育て医療体制の充実について 

(1) 近年、人口減少、少子化が進行する中、本町においては医療機関に産婦

人科、小児科医師を常駐させて、安心して子供を産み育てることができる

よう環境整備が必要であると考える。将来、若者たちが「産んで大丈夫」

という社会基盤を構築することが大切であり、安心して島に帰って子育て

をするための産業興しが必要であると痛感するが、今後、医療体制の充実

を図るため関係する医療機関等に強く要請する考えはないか。 

３ 火葬場の運営体制について 

(1) 現在、火葬場の運営体制については、事実上１人での業務運営となって

おり過度な負担がかかっているように思われる。旅行や緊急事態などが生

じた場合、補助員を確保することが喫緊の課題であると考えるが、今後安

定的運営をするためにも、担当課職員での対応を含め、業務体制の充実を

図り、早急に対策を講じる考えはないか。 

以上、お伺いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） まず初めに、交流人口の拡大を図るため、誘客促進をというこ

とです。お答え申し上げます。 

本町では、これまで奄美・沖縄地域の世界自然遺産登録を絶好の誘客機会と捉え、

世界遺産登録を見据えた当該地域からの誘客を図るため、世界自然遺産エリアの国

頭村と連携した観光物産イベント実施や、世界自然遺産エリアである本部港、奄

美・徳之島から本町へ来島される旅行者に対して島内で使える地域商品券を配布し

てまいりました。また、徳之島、沖永良部島とも連携し、南３島の観光物産展を沖

縄本島で開催するなど、世界自然遺産エリアとの広域観光ルートの構築を目的とし

たＰＲを図ってまいりました。新型コロナウイルスの影響もあり、現在のところ観

光プロモーション活動について難しい部分がありますが、今後は「世界自然遺産奄

美トレイル」コースを活用した奄美群島の島伝い観光の推進や、来年の「祖国復帰

５０周年記念事業」これは沖縄ですが、と関連づけた沖縄北部からの誘客にも取り

組んでまいりたいと思っています。 

次に、出産、子育て医療体制の充実についてです。 

本町の出産数は平成２４年の５１件を境に、それ以降５０件を下回る出生数とな

り、近年は３０件前後となっています。 

小児科医師については、島外から特別外来診療に来られる方が１人いらっしゃる

他、幸いにしまして、結婚して移住された方が、与論徳洲会病院に小児科医として
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勤務されており、大変心強い状況となっています。産婦人科診療については、２週

間に１回ずつ、２人の医師が交代で来島され、午後から翌日の午前中まで、妊婦検

診（特別外来診療）を行っています。 

しかしながら、やはり出産等には、非常に早い段階から島外で待機して出産を迎

えるという不便を強いられている状況であり、町としては、島外での妊婦検診に係

る旅費や出産前の長期にわたる待機旅費等の補助を行っています。 

産婦人科医師の常駐につきましては、分娩専用病棟が無いことや分娩を行うとな

ると専門医師の二人体制が必要であり、そもそも産婦人科を目指す医師が少ないこ

とから、医師不足を来しており、ハードルが高い状況です。 

今後も医療機関と連携しながら、妊産婦及び子供たちの医療サービス向上に努め

てまいりたいと考えています。 

続きまして、火葬場の運営体制についてです。 

御指摘のとおり、現在業務を受託されている方は、ほぼお一人で業務をされてお

り、過重な負担がかかっていると推察されます。本人が旅行等をされる場合は、自

ら別の方に火葬業務をお願いされてから旅行に行かれています。 

緊急時等の際は、役場職員が対応することとしていますが、職員の中でも火葬業

務のできる職員は限られており、交代要員がおりません。非常に憂慮されることで

あることから、以前から、何度も補助的な臨時職員を募集いたしましたが、応募が

ございません。 

喫緊の課題として、今後業務委託のあり方も含め対策を講じてまいりたいと考え

ています。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） それでは、世界自然遺産登録に伴う交流人口拡大対策について、

追加質問をしてみたいと思います。 

全国各地で新型コロナウイルスのデルタ株が猛威を振るう中、奄美・沖縄の世界

自然遺産登録はされましたが、奄美・沖縄では７市町村が協力し、自然環境の保護

活動に充てるためにふるさと納税を利用した寄附金を集めています。世界自然遺産

を活かした施策立て直しを強力に進めていくようです。 

また、７月２６日を奄美・沖縄世界自然遺産の日に条例制定を目指すことにして

いるようです。 

こうした中、本町においては、奄美大島・徳之島・沖縄島北部及び西表島の世界

自然遺産登録は、観光振興にとっては最大のチャンスと考えていますが、これまで

にありますが、広域観光イベント等の実施や来島される旅行客を対象にした地域商

品券の配布、観光動画などの配信など効果的に誘客にも取り組んでいると思います。 
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今後さらに沖縄と奄美大島の関係機関及び航空、船会社や旅行会社等の連携をさ

らに強化し、沖縄と奄美の両地域を結ぶ地点として本町の魅力を発信し、広域観光

ルートの形成及び両地域からの誘客促進を強力に推進していかなければならないと

考えていますが、町長、今後どう取り組んでいくかお伺いいたします。 

また、観光客の増客を見越した受入体制を整備することが重要であり、宿泊施設

及び観光施設等の整備にも積極的に取り組んでいただきたいと思いますが、どう考

えているか伺います。 

以上、２点、町長に伺います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 御指摘ありがとうございます。本当に奄美・沖縄北部の自然遺

産が登録をなされたわけですが、残念ながら沖永良部と与論島には、本当にその網

の目から漏れてしまいまして大変残念に思っていますが、しかし、沖永良部には沖

永良部の良さ、与論には与論の良さがあると考えています。ですので、この自然遺

産を目指して来られる方々をそのまま素通りさせるのではなくて、本当に島伝い観

光と言うんでしょうかね、奄美トレイル等もございますので、そういうところを考

えながら、たくさんの誘客をしていかなきゃならないというように思っているとこ

ろです。そのために、いろいろＰＲの方法も今後検討してまいりたいと思いますし、

本当に沖縄北部・国頭村とは、今度復帰５０周年という機会を使いまして、もっと

もっと連携をしてまいりたいというように思っています。 

また、宿泊施設につきましても、今、助成金を使いながらリニューアルを図って

いただいたり、いろいろなことで手を尽くしていますが、できるだけたくさんの

方々が泊まれるような、あるいは、高級、非常に客単価の高いような方々が泊まれ

るような、そういうところもあればいいなあと考えているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） なぜこういう質問をしたかと言いますと、やはり、世界自然遺

産ということで、先ほど町長が言われました与論と沖永良部は取り残されてはいな

いか。また、観光客の増員に関しては、どのような流れで奄美大島から沖縄にすぐ

流れていかないかという心配があります。 

そこでどうしたらこの与論にそういうお客様を誘致できるか。また、積極的に接

客、いろいろな誘客できないかという、そういうことがこれまで以上に私は努力し

ないと、この与論島にはお客様は来ないのではないかという、私は非常に心配して

いるのですよ。確かに世界自然になったら、これは千載一遇の絶好のチャンスです。

だからこそ、そういった流れをどうしたらこの与論にパイプを大きくして、誘客し

て、この観光のこの島、観光立島をどうしたら今後立て直しができるかということ
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を考えたときには、やはりそこを今まで以上に商工観光課長、努力しないといけな

いと私はそう思いますが、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問にお答えいたします｡ 

これまでまた与論町も２年ほど前から、世界遺産を考えて行動してまいりました。

実際また地域商品券の配布しておりましたが、本部から地域商品券を利用したお客

様が、９割ほど本部の方からのお客様が多いということで、逆に沖縄の方からのお

客様がすごく多いみたいで、また窓口でも、２時間半でこんなに沖縄から与論近い

ものだったというのがまた驚いた方もおられて、何回かまた来られている方もおら

れるみたいです。そういう方々をまたもっと取り込んでいければなというように考

えているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 私も沖縄の本部港にはよく行って見ているのですが、向こうは

別に商品券を置かなくても与論には来るのです、近いもんだから。しかしながら、

この与論の経済活性化のためにこれは置いているだけなのですよね。だから、もう

少しね、それだけじゃ駄目なのですよ。何らかの形でもう少し誘客をいかにして、

アイデアを出して、もう少しぐらいは努力していただきたい。またこれまで以上に、

今までのようにやればいいという問題ではありません。週報によりますと約２万人

ぐらいでしょう、まだ、今年になって与論に来島されているお客様は２万人ぐらい

ですよね。だから、そういうことを考えるときに、もう少し危機感を持って、もう

ちょっと何かできないものかというそういう気持ちがないと、私はこれは大変なこ

とになるのではないかと、そう思っています。いかがですか、商工観光課長。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） どうにかしないといけないなというのはごもっともで

す。是非また議員さんの方々からも、こういうようにしたらいいかとまた御指導と

かあれば、実践していければなというように考えているところです。よろしくお願

いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 先日の新聞を見ますと、２０２２年に国土交通省は、奄美群島

振興開発事業関係予算は、公共、非公共あわせて２０７億４０００万円、公共事業

は同４％増の１７８億４０００万円、非公共事業は奄美群島振興交付金が２０％増

の２８億５５００万円となり、調査費をあわせて２８億６４００万円を計上した。

新型コロナウイルス感染症の影響により、減少した観光客の回復を図り、世界自然

遺産登録を契機とした観光復興などを行うための誘客周遊促進事業等などに支援す



 

（27） 

るということです。 

こういうことで、やはり国もこの世界自然遺産に大きく予算を投資しているわけ

です。我々沖永良部、与論、果たしてこの奄振事業の予算がどれだけ来るか、

ちょっと私、心配なのですよ。いかがですかね町長、どう思われますか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。今、その予算の配分については、

ちょっと私、つかんでおりませんが、できるだけみんなと協力しながら、自然遺産

登録をされた島だけの予算ではなくて、各島々に恩恵がめぐるように努めてまいり

たいというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） ちょっと総務企画課長にお聞きしたいのですが、現在、今まで

奄美群島広域事務組合というのがありまして、それに負担金を毎年納めていると。

今年の予算が大体４８７万円ぐらいだと思うのですが、これは本町にとってどうい

うメリットがあって、どういう事業に使われているかお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 広域事務組合への負担金ということは、一言でこれに

ついてというのは、数多くありますので後で資料等での報告になるかと思いますが、

やはり、奄美群島でやる共通する課題解決のための広域でやる事業、特に個別にそ

れぞれの市町村でやる事業ももちろんありますが、この広域の組合でやる、広域が

主体となる事業主体となっている事業への負担と思いますけど、各市町村の１２市

町村の共通課題に対する事業への負担というように考えています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） ですから、こういった負担金のメリットというか、負担金を出

しているわけですから、だから、そういう事業の内容をやはり把握しておかないと、

ただの負担金だけ払えばいいと、ましてや世界自然遺産に遺産関係でほとんど使わ

れはしないかと思ったりしたわけです。 

しかし今後、やはりこの世界自然遺産というのは、近隣の我々にとっても大変あ

りがたい、またお祝いすべきことだと思っていますが、是非、世界自然遺産も大事

ですが、世界自然文化遺産というのも目指す必要がこの与論島にはあるのではない

かというように考えます。だから、この文化遺産というのも、できれば何とか世界

に認めていただいて、お客様をこの与論に誘客できればなというように考えている

わけです。今は与論献奉はできませんが、その与論献奉とか。それから、あそこの

今、発掘調査をやっていますよね、向こうで、琴平神社でですね。いろいろやって

いますから、その自然遺産というのも大事、それからまた文化遺産というのも大事
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だと私は認識しています。町長、いかがですか。これに対して何かお考えはありま

せんか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 本当に良いところに目をつけていただいたと思います。与論の

文化は、本当に奄美の文化と琉球文化の入り交じった非常に貴重な文化が大変ある

のではないかなと。言葉にしろそうだと思いますし、あるいはいろいろなまつりご

と、十五夜のお祭り、それからシニグ祭りとか、いろいろな文化も特徴的なものが

あるのではないかなと思います。 

おまけに、今発掘を始めています与論城址のことも琉球の城の北限ではないかと、

非常に大規模なすばらしい城ではないかというようなことで、教育委員会を中心に

県の文化財に指定できないかというようなことで動いているところですので、こう

いうのを活用していけるような、そういうような我々の取り組みもまた今後してい

かなかければならないのではないかなというように思います。せっかく自然遺産で

来られる方々、本当に自然を愛し、そういうようなネイチャーを大事にするような

方々が見えるわけですから、それを少しでも与論にも呼び込めるように努力してま

いりたいと思っています。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 今までのような観光客の誘客、あるいはいろいろなことを考え

たときに、どうしたらこれから増客を見込めるのか。商工観光課長どうですか、わ

からないではなくて、いろいろな将来にかけていろいろなビジョンはあるでしょう

けど、どういう計画をされているか。商工観光課長よろしく。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問なのですが、今、観光協会でいろい

ろな部門とかを分けて、今いろいろな考え方を持ちよって、やっていこうというよ

うに、考えているところです。それをまた一つずつ形にして実行していければ、お

客様も増えていくのではないかなというように考えています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 今まで観光関連等にものすごく予算を突っ込んでいますよね。

どこよりも緊急対策なんかいろいろやっていますが、是非、費用対効果といいます

か、やはりこれからの観光としてどれだけの発展が目指せるのか、目指すのか、ひ

とつ頑張っていただきたい、そう思います。 

それでは、次にいきます。出産、子育て医療体制の充実についてです。 

これは、私がなぜ質問したかと言いますと、まさにここの答弁の中にありますよ

うに、幸いにしまして、結婚して移住された方が与論徳洲会病院に小児科医として
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勤務されるということなのですね。こういうことを考えてみた場合、せっかく与論

にこういう小児科の医師がいらっしゃいますのでね、できればこれをきっかけにと

いいますか、これを契機に産婦人科というそういったこともできないのかと。沖永

良部、喜界島、あちこちの島々にちょっと確認してみますと、やはり与論だけが産

婦人科がないということなのですね。そういうことで、私はさっき観光のことも触

れましたが、その観光の移住・定住にも関わる問題で、安心して子供が産めるよう

なこの与論の環境でなければならない。できれば若い人たちが帰ってこられる観光、

ただ住めばいいとか、ただ与論に住みたいとかだけではなく、連携して全体的な考

え方として、与論では安心して子供が産めるというような、そういったことも発信

していければ、ものすごくこの与論に移住・定住するのではないかと。また、若者

がＵターンしてくるんではないかと思いながら、これは将来を私は考えて一般質問

をしたわけです。 

今まで何も、もちろんこれはできなかったわけなのですが、前回から要望してい

る事項ですが、どうですか町長、昔は診療所で今までの我々の子供たちは全部出産

しましたね。また皆さんもそうでしょう、みんな与論で生まれたでしょう。ほとん

ど今、島外ですから。「どこで産まれたのですか。」なんてことを言うと、与論島

と言う人はいません、残念ながら。みんな島外で産まれて帰ってきているのです。

ところが、生まれ故郷というのはどこですかと言うと、「与論です。」ということ

ですよね。これは当たり前なのです。産まれて育っているわけだから。 

これは教育長、与論で産まれ与論で育ち、与論から旅立っていくというね、そう

いうことをいつも言われるのですが、どう思いますか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 林議員がおっしゃるとおりで、本当は産まれて死ぬまで、ゆ

りかごから墓場までという社会保障の言葉の中にもありますが、やはり、できれば

島で完結できるのが最も嬉しいことだし、また、産み育てる母親にとっても、島に

結婚してくるときに、島で出産できればなというのは大きな願いだと思います。ま

た、（タビ）から嫁いでくる人にとっては、親元でまた出産するということももち

ろんあるでしょうが、奥さんとして島に帰ってきて、安心して働いている旦那さん

を見ながら島で出産できることは、今後のまた島の将来にとっても大事なことだと、

そこについては私も思いは同じです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） これは大変難しい問題ということばっかりで終わらないで、こ

れから将来若者たちがＵターンしてきて、安心して子供を産めるというその体制づ

くりをしないと、環境づくり。だから、徳洲会病院にもお願いして、あそこの今、
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何かパナウル診療所なんか何をしているか今はわかりませんけど、ああいうところ

でも産婦人科をつくって、本当にすばらしい与論島だと、将来やっていけないかな

ということを私は考えるのですよ。いかがですか副町長、笑っていらっしゃるけど、

副町長どうですか。 

○町長（山 元宗君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） こういうときにいつも振っていただきましてありがとうござ

います。まず、与論の子育ての状況、あるいは介護の状況とかというのを今ずっと

考えておりました。戦後与論が、与論の島で介護の面あるいは子育ての面が充実し

ていたのは何だろうと考えましたら、家内工業が充実していたからです。要するに

紬産業がある程度のそれぞれの家庭を支えていたから、お母さんが、あるいはじい

ちゃん、ばあちゃんが子供たちの面倒を見ながら、うまくローテーションまわって

いたのではないか。それが戦後、やはり昭和の前のオリンピックの年ぐらいまで、

東京オリンピックの年ぐらいまでがそういった時代だった。その後、高度成長に

よって、やはり一極集中の形を取られていく中で、だんだんだんだん離島というの

は過疎化が進んでいったと考えているのですが、やはり、いい時代を再現するとい

うのは非常に難しいところもあります。ただ、婦人科のドクターを与論に常駐され

ること自体が、子育ての優しい島なのかということばかりも言えないと思いますの

で、やはり若者の意見、何が必要なんだというのをなかなか拾い上げて聞く機会も

ありませんでしたので、そういったまた機会を捉えて、いろいろな検討会も進めて

まいりたいなと思います。 

ただ、子育て子育て、仕事が無い、お金が無いというのばかりが究極に今言われ

ていますが、私はそうじゃないと考えています。それだけ生活がきついのであれば、

何でわざわざ世帯分離までして家賃を払って、仕事が無いとは言いながらやってい

くような生活の道を選ぶのかというのも、やはり考えていかなくてはいけない。住

環境というのをもっともっと整備をしていって、２世代、３世代の家族が住めるよ

うな雰囲気をつくっていくことが最も必要ではないかな。ふるさとというのは、

帰ってくる家があって、そこに知り合いがおって、祖先のお墓があって、それがふ

るさとだと私は思っています。その崇拝をする気持ちもだんだんだんだん自分の親

がいるときには、ふるさとというよりも、帰ってきて住もうとか親の面倒をみよう

とかとなりますが、２代目、３代目になると、自分の親父、お袋が生まれた故郷に

行って、こういうふうにやってみようとかという考えはだんだんだんだん薄れてい

くなあと。そういったのをやはり島独特に固有の島、言い方はかっこいいのですが、

やはり与論の良さというのをもう一回見つめ直して、子育てのできる環境、高齢者

は高齢者なりに住める環境、自宅でまたこれまでも看取られて亡くなったという島
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の良さ、そういった一連の流れの中で、本当に考えていく必要があるなと思って、

大きな問題ですので、またそれぞれの担当課を中心に、解決策はなかなか難しいと

は思うのですが、あり方、やり方を検討してみたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） 第５次与論町総合振興計画総括評価報告書の中で、子宝プロ

ジェクト子育て環境の充実の中で、妊娠、健診や出産に係る経済負担の軽減として、

島外出産支援事業及び島外出産支援特別対策安心クワーナシ支援事業や母親学級、

赤ちゃん講座、教室の開催、また、特定不妊治療に係る一部助成については、不妊

治療としていわゆる助成を行っていますが、第６次振興計画に向けましては、医療

機関の助産師等、関係機関等と連携を図り密にし、安心して出産できる体制づくり

に努めるとなっています。 

また、子育て世代包括支援センターを設置し、全ての妊婦、乳幼児等の状況を継

続的、包括的に把握し、相談支援体制の充実を図るという目標に掲げていますが、

こういう第６次振興計画に向けた目標をどう思われますか。担当課長、どう思いま

すか。その第６次総合振興計画について、お伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 子育て事業につきまして、これまでもいろいろと取り

組んできているところではございますが、特にその産婦人科医師の件につきまして

申し上げますと、向こうの病院の方ともお話ししている中で、分娩専用病棟が無い

こともあり、昔でしたら助産師が携わった形でできていた時代もあったと思うので

すが、やはり今の時代はちゃんとした専用的なそういった病棟であり、またドク

ターであり、そうでないと安心して産めないというところもあり、いろいろ最近は

またお産につきましても結構ハードルが高いようなのもございまして、与論病院と

して、今後将来的に新しい病院を建てる計画もスタートし始めていますので、そう

いった中で、分娩専用病棟も考えていったり、また、今のこういったコロナのよう

な感染症に対応するような病院のあり方であったり、そういったことを模索してい

かなければいけないというまた御意見等もございます。 

ですので、長期的なことになりますが、それも含めまして、また、先ほどもおっ

しゃいました第６次の中での子育てにつきましても、ちょっと今、コロナの時代で

なかなか家庭訪問ができなかったりとか、そういったことで子育て世代包括支援セ

ンターもなかなか思うようにできていない部分はあるのですが、本当にできるだけ

このコロナを克服して、そういったいろいろな新しい事業が進めていけるように

なっていければなと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 
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○３番（林 敏治君） それでは、出産から子育てまでは、今後の実践事項として是非

皆さん方に今後検討をしていただいて、与論病院は病院機関等にそういった機材が

やはり必要ですので、その機材等も含めて検討していただけば大変ありがたいと思

いますので、是非今後皆さん方に期待をしています。 

それでは、次に、火葬場の運営体制についてです。火葬場の運営は１人で頑張っ

ていますが、病気や旅行に行くときには、誰かがカバーしなくてはいけないという

ことです。今までにいろいろなこともあったようですが、現在、担当課を含めた補

助員、その補助員というのをやはり担当課から、今現在としては補助員を考えてい

かなきゃいけない。もし万が一のことを考えた場合には、与論町の責任ですからね、

やはり担当課を中心として、町長、副町長、総務企画課長、万が一この火葬場が運

営できなくなった場合には、もう大変なことに陥るということで、町民も心配をし

ているところです。そういうことで、私はこの質問をさせていただきましたが、ど

うですか、その補助員というのを今まで募集をしたりしていると思うのですが、私

はこの募集の仕方がまずいのではないかと思いますね。募集のやり方をもうちょっ

と工夫してやれば、誰かが、あっ、私はこの報酬であれば、これだけもらえるので

あれば、よし、やってみようという、そういう人も出てくるのではないかと思いま

す。また、できれば担当課で職員を育てていくということも大事ではないかと思い

ます。その点について、町長の見解を伺います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 本当にこの問題につきましては、何とかしなければならんとい

うことで、今までもいろいろと当たってきたわけですが、なかなか思うように解決

できないということです。職員の中にも１人できる人をつくったりしたわけですが、

また職場の異動でなかなかできないというようなところに行ったようですので、今

後また本当に職員からもできないのか、あるいは業務委託のあり方も何とか考えな

ければならないのではないかなというように思っているところです。今のところは

本人がずっとしてまいりたいとおっしゃるようですので、その付近とも絡みながら、

今後本当に安心してこの火葬場の運営ができるように、何とかならないかなという

ように思っているところです。部内でもいろいろと話をしていることですが、なか

なか思うように進まなくて、大変皆さん方には御迷惑をかけている、御心配をかけ

ていると思っていますが、また今後検討してまいりたいというように思います。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） その火葬場の火葬業務委託料は、現在約４５６万円ぐらいです

ね。この金額はどうですかね、適当であるのかないのか。あるいは、また補助員を

再度募集していって、その補助員にも報酬を上げていくという考え方、そういった
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募集の仕方、あるいはまた業務委託料をさらに上げていくという、そういう考え方

はないでしょうか、町長、今のままでいいのですかね。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） その委託料の件ですが、勤務時間等々も考えながらいろいろ決

めてきたわけですが、今後どうしてもこれを上げることによって、あるいはまた補

助員を募集することによって、金額の問題で集まるということになればまた話は別

でございまして、今後その件については、いろいろなところと検討してまいりたい

と思います。いろいろなところの資料をもらって、ほかの自治体の火葬業務に対す

る報酬等も参考にしているわけですが、決して与論町が特段安いということでもな

いと思っていますが、それでも１人では不安ですので、何とかしなければならない

と思うわけです。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） それから担当課長にお聞きします。施設の管理、火葬場の周辺

の環境整備というその業務があると思うのですが、その管理体制はどうなっていま

すか。それと、なんか聞くところによりますと、火葬場の炉は２基ありますよね、

これは円滑に運用されているのかどうか。そしてまた、いろいろな備品、洗濯機が

壊れてなかなか直してもらえない。それからまた集骨の場所のクーラーが壊れてい

る。エアコンが効かないとか聞くのですよ。それはどうなっていますかね、そう

いった整備関係は。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） この管理につきましては、現在受託されている方が、

大変真剣にまじめに頑張っていただいておりまして、いろいろな草刈りであったり

ほかにもいろいろやっていただいています。大変ありがたいと思っています。ただ、

確かにその施設自体がいろいろなところの老朽化が進んできておりまして、あちこ

ち壊れてくるところがあるのですが、そういった設備につきましては、壊れた時点

で予算化していくものですから、どうしてもそこでタイムラグができてしまって、

すぐすぐできるというところがなくて、予算が通った後にということになってくる

ものですから、若干遅れがちになってしまうところは確かにあると思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） できれば早めにもちろん予算化もですが、その対応をもう少し

スピーディーにやっていただきたい。委託業務をされている人も困っているのです

よね。ですから、少しはそこまで気を配りながら、やはり管理運営、その担当課の

職員、誰が担当か知りませんが、少しはそこまで目が届くようにしていかないと、

これは大変なことになりますので、是非これを早急にということなのですが、早め
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に対策を考えていただいて、やはり、なかなか町民に対して執行部の態度といいま

すか、そういったことが非常に今後いろいろな業務において見定めていくのではな

いかとそう思っていますので、是非対応の仕方をもう少しスピーディーにやってい

ただきたい。これは何に関してもですが、是非、できれば補助員を、やはり補助員

というのを何とか考えていただかなきゃいけないと思いますので、これは今までど

おり募集しても補助員がなかなか集まらないということになれば、これは大変なこ

とになります。どうしたらその補助員を獲得できるかということをやはり考えてい

かないと。 

総務企画課長が一番心配していることだと私は考えていますが、どうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） そうですね、私も２日前ちょっと火葬場に行きました

が、クーラーが効いてないなというところで、また相談しないといけないなという

のを感じています。先ほどからのこの問題につきましては、課長からいろいろ相談

を受けていますが、今されているのが、島内に向けての募集だったのかなというよ

うに考えたりするのですけど、例えば、島外に限らずに全国から募集する。また、

今、住宅の問題とかいろいろありますが、その辺まで確保した上で、そういったこ

とも考えないといけないのかなというように思います。皆さん、みんながお世話に

なるところですので、ひとつこれはまた真剣に考えて、また体制を図っていく必要

があると考えていますので、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） ３番、林敏治君。 

○３番（林 敏治君） やはり人間は産まれてから死ぬまで、やはり一番重要なこの出

産から土に還るまで、やはりこういった一連の流れを考えながら今日は一般質問を

いたしました。 

以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ちょっと注文ですが、もっと行政の方も明解に議員の質問に答

えられるように配慮をお願いしたいと思います。 

それでは、ここで３番、林敏治君の一般質問を終わりたいと思います。 

ここで１０分間の休憩をはさみたいと思いますので、よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

９番、沖野一雄君の発言を許します。 
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９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 一般質問の前に、世界最大のスポーツ、平和の祭典、東京オ

リ・パラについて少しお話をさせてください。厳しい環境の中で開催されました東

京オリンピックに続いて、パラリンピックも昨日９月５日に閉幕いたしました。そ

の中で、パラリンピックの開会式イベントにおいて、「ＷＥ ＨＡＶＥ ＷＩＮＧ

Ｓ（我々には翼がある）」のコンセプトで、先天性の上肢下肢機能障がいを負いな

がらも主役を演じた１３歳の和合由依さんのすばらしい演技、また、パラリンピッ

ク競技、水泳女子背泳ぎ５０メートルと１００メートルに出場した、わずか１４歳

の山田美幸選手、生まれつき両腕がなく、長さも違うバランスの悪い両足でのキッ

クを頼りにみごと２つの金メダルを獲得、その競技後のインタビューにおいて、日

本選手団最年少のメダリストとなった山田選手は、自身の座右の銘「無欲は怠惰の

基である」と話され、大きな欲を持つ、欲と目標に向かう努力の大切さを強調され

ていました。さらに、今後は当面将来の大きな夢である外交官を目指して受験勉強

に専念したいとのことでありました。 

パラリンピックで大活躍をしたこの若い２人をはじめとする、重いハンディ

キャップを背負いながらも、アスリートとしてのたゆまぬ努力と心意気、周囲への

感謝の言葉などに触れて、大きな感動と学びを得た思いでした。もとより、健常者

として両の翼を持つ私たちも、怠惰な無欲ではなく大きな欲、大きな夢を持ちなが

ら、それぞれの立ち位置で共に努力を続けてまいりたいものです。 

それでは一般質問に入ります。 

１ 国立公園における開発行為等について 

(1) 自然の風景地に恵まれた本町は、平成２９年３月に「奄美群島国立公園」

区域に指定されている。最近、重要な景勝地の一つである船倉海岸沿いに

開発造成中と思われる事例が見受けられるが、自然保護のための法的規制

とこの開発行為等とのバランス、地域住民の意向等を含めて、今後の対応

等に係る基本的な考え方について伺いたい。 

２ 新型コロナウイルス感染症に係る新たな予防対策及び寄附金活用策について 

(1) 町内における新型コロナワクチン接種については、比較的順調に進捗し

ていると聞いているが、未だに散発的な感染者の発症が続いている。従来

の感染予防対策に加えて、新たな重点対策が求められていると考えるが、

町長の認識と新たな施策等について伺いたい。 

(2) 本町における最初のクラスター発生以来、島内外から相当額の寄附金が

寄せられているが、ほぼ全額が基金に積み立てられたままとなっている。

寄附された方々の思いに応えるためにも、その効果的な活用を急ぐ必要が
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あると考えるが、町長の現状認識と今後の具体的活用策について伺いたい。 

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） まず、国立公園の開発行為についてです。 

与論島は、島の東側、北側の海岸端を中心に海岸線の３分の２ほどが「奄美群島

国立公園」区域に指定されています。 

区域内は、「我が国を代表するに足りる傑出した自然の風景地」ということで環

境大臣が指定し、国が管理することとなっていて、地区内の行為等については、自

然公園法で規制がかけられています。 

御質問にありますように、開発中と思われる事例がありますが、本町としまして

は、島の自然を保護すると同時に、観光資源としての公園の利用増進も図っていか

なければならないと思っています。そのためには、町民に国立公園についてもっと

知っていただくことが大事だと思います。国・県と連携を取りながら公報等を通し

て、公園区域や公園内での各種行為についての規制、開発の手続きの進め方等も含

めて町民に周知をしてまいりたいと考えています。 

次に、コロナウイルス感染症に係る新たな予防対策です。 

本町における新型コロナウイルスワクチン接種の状況につきましては、町民の皆

様の御理解と医療関係者並びに関係各位の御協力により、８月３０日時点で、１回

目終了８０.９％、２回目終了６９.３％となっています。 

感染予防及び重症化予防に対する最も効果的な方策として、ワクチン接種の推進

が必要と思われますので、今後もワクチン接種を進めてまいりたいと考えます。 

しかしながら、全国的に感染拡大が止まらず、本町においても散発的に感染者が

確認され、鹿児島県においても感染拡大が続く中で、島外搬送もままならない状況

となるなど、医療体制の逼迫度合いが増しています。 

これまでも、随時、防災無線による感染予防対策の徹底を呼び掛けるとともに、

週報等による生活スタイルの見直しなど、意識の啓発を行ってきていますが、特に

冠婚葬祭を含めた会食の自粛並びに家族の中で島外からの帰島者がいる場合、１週

間程度の健康観察を行い、家庭内においてもマスクの着用・密接な接触を避けるな

ど、感染防止対策の徹底を呼び掛けてまいりたいと考えます。 

また、病院の収容限度を超えた場合、本町における宿泊療養施設の確保が非常に

厳しい中において、最低限の施設確保に努めており、前回のクラスターの際も百

合ヶ浜キャンプ場・コテージを宿泊療養施設として活用いたしました。 

今後、島外搬送も厳しい状況が想定されますので、必要となった場合は６棟（１

棟当たり２人収容可能）あるコテージを活用する予定です。 



 

（37） 

さらに、宿泊療養施設においても収容しきれなくなった場合、自宅待機も想定さ

れますが、現在、県の方からパルスオキシメーターが２０個と酸素濃縮器を１台、

町に対し貸出しされていますので、それらを活用しながら、県と連携して自宅待機

者への支援を行ってまいりたいと考えます。 

その他、感染拡大地域においては、テレワークや時間差出勤・時間差登校及び学

校の休校・学年閉鎖等の取り組みもありますが、まだ与論町はそのレベルではない

と思っています。 

次、コロナ感染症に対する寄附金の活用についてです。 

本町において昨年７月から今年３月まで開設した「与論町新型コロナウイルス感

染症対策寄附金」については、先の臨時議会において全国各地から賜った１５３９

万６６６７円の寄附金を基金に積み立てる予算を御承認いただいたところです。 

本町における感染症対応のための各種施策については、現在、地方創生臨時交付

金をはじめとする国庫補助事業を主に活用し実施しています。寄附金の活用につき

ましては、現時点において島外出産待機に係るコロナ追加支援及び感染者島外搬送

実施時の帰島旅費助成、感染隔離施設の運用に伴う二次感染対策などについて寄附

金の活用を検討しています。 

本町としましては、これらの事業以外においても今後のコロナ禍の情勢を注視し

島内の医療機関や民間事業者のニーズを把握しつつ、国・県の支援制度とあわせて

効果ある事業を展開するべく、全国から賜った寄附金を大切に活用してまいりたい

と考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） それでは、順を追って少し深入りしてみたいと思います。 

まず１番目の国立公園の開発行為についてですが、先ほど林敏治議員からも、国

立公園をしっかり活用してほしいという質問がありました。まさにそのとおりだと

思います。重なるところも若干ありますが、私は基本的な考え方をしっかり確認を

しながら進めて、質してまいりたいと思います。 

今、船倉で現場を見ていただいた方はおわかりになるかと思いますが、重機を

使って造成が途中までなされています。ちなみに、今、手をつけているところ、あ

るいは今後手をつける予定であろうと思われるような場所も含めて、面積的にはど

のぐらいになるのか確認をしたいのですけど、情報をお持ちの課長あたり、お答え

をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 朝岡環境課長。 

○環境課長（朝岡芳正君） 今、船倉の方である所有者の方の、島外の方なのですが、

大きな土地が開発されていますが、具体的な面積は何筆かにわたっておりまして出
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ておりませんが、サッカーコート１面ぐらいを考えていただけばいいかと思ってい

ます。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 面積の大きさによって、また規制の法律が変わったりするので

すが、かなり大きな面積であることは間違いないし、恐らく今後もまた拡大する可

能性もあるわけですよね。そういう意味ではしっかり行政として注視をしていただ

きたいし、必要であれば必要な規制をしっかりやっていただく。また、その開発行

為が与論の経済振興にとってプラスになるという考え方であれば、そのような形で

また進めていただきたいし、私はこれに反対したり、あるいは進めてほしいとかい

う意見は控えたいと思いますが、しっかりとリーダーの皆様が考えていただいて、

しっかりしたビジョンのもとに進めていただきたいということで質問させていただ

いています。 

ちなみに、町長のお答えの中では、自然法、公園法で規制がかけられていますと

いうことでしたが、ほかにも例えば森林法とか、木竹等の伐採を制限したりするよ

うな森林法というのもありますし、また、面積によっては、鹿児島県の土地利用対

策要綱、これは総務課の管轄ですが、これにもかかってくるかなと見ていますが、

とりあえず確認したいことは、答弁の中にはなかった森林法ではどうなっていくの

か、許認可関係、また考え方も含めて、所管課長は産業振興課長になるのですかね、

環境課でよろしいのでしょうか。お答えをお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） お答えいたします。 

林務サイドからいたしまして、今、御質問がありましたとおり、本町において森

林計画というのがなされています。今ございましたとおり森林法ということで、知

事が全国森林計画に則し、５年ごとに立てる１０年計画ということで、奄美大島森

林計画の中の民有林についても定めておりまして、計画期間が平成２９年度から平

成３９年度までの１０年間を１期としまして、本町においても森林計画を整備して

いるところです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 森林法でどんな制限があるというのは、具体的な答えがなかっ

たのですけど、ちょっと調べてみましたら、令和元年度の鹿児島県の林業統計とい

うのが行われていまして、それを見てみますと、与論の場合は、林野面積が８４ヘ

クタール、島全体の面積の４％、かなり小さいのですがそれでも８４ヘクタールと

いう面積があると、林野面積がですね。そのうち公有林、保安林とか公有林が２２

ヘクタール、私有林６２ヘクタール、島の林野全体の７４％を占めているのですが、
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こういったかなり大きな面積が、特に海沿いとか景色のきれいなところに残されて

いるということで、これはやはり大事にしていかなくちゃいけないし、町に対して

もまた森林環境譲与税でしたか、ああいった国からもまた剰余金もありますし、

しっかりビジョンを持って運用、規制、あるいは進めていただきたいなと思うわけ

です。 

船倉海岸の開発の件は、今回たまたま例を挙げて質問するのですが、今後もここ

だけではなくて、恐らくどこかにあちこちやはり今の時代の流れ、国立公園に指定

されたこと、あるいは世界自然遺産の周りの島々が指定されたこと、あるいは、与

論がしっかり世界的にも観光ＰＲ動画を打ち出していますので、それによって今後

コロナが収まれば、観光客もかなり増えてくるのではないかなと楽観的な観測がで

きるのですが、同時にこういった開発の問題というのも、非常に重要な選択を迫ら

れるケースがかなり出てくると思うのですよね。 

その過去の与論の観光政策の１つの負の遺産として今残っている、いろいろなリ

ゾート開発とかのホテルとか、そういったのをそのまま現場に負の遺産となって、

廃墟としてそのまま何十年も放置される、そういったことがあってはならないわけ

ですよね、景観上も政策上もですね。そういったことが心配されるのですが、心配

ばかりしてもまたしょうがありませんが、要はしっかりと町としてその開発行為に

対しては、町長の意見書も付けなくちゃいけません。与論町としては、この開発行

為に対してはこういうふうに考えます。よって、しっかりと規制すべきだというよ

うになるのか。あるいはまた、これは与論町の経済振興にとって非常にプラスにな

ると、未来に希望が持てるような計画であるので、しっかりと町も後押しをしてサ

ポートしてまいりたいという意見を付けるのか、そういった重要な選択があるわけ

ですよね。そういう意味では非常に大事な問題だと考えなくちゃいけないし、開発

行為は、失敗はリスクはゼロだということではなかなかないとは思うのですが、や

はりリスクを踏まえながらしっかりしたマネジメントができる業者なのか、そのあ

たりもしっかり見ながら、町との連携もしっかり取れるような会社なのか、そうい

うところを見ながらやっていただきたいなと思います。 

さはさりながら、本格的な少子高齢化、人口減少社会を日本全体が迎える中で、

また与論でもやはり人口減少という大きな課題を抱える中で、観光政策というのは、

国が言っているように地方創生の切り札でもあり、成長戦略の柱という位置付けに

なっています。今さらですが政府は、平成２８年３月に、「明日の日本を支える観

光ビジョン」という名において、国立公園を世界水準のナショナルパークとしてブ

ランド化していく方向性を示した「国立公園満喫プロジェクト」というのを進めて

います。商工観光課長は一番、環境課長も御存じだと思いますけど。ところが、や
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はり残念ながら昨年当初から始まった新型コロナウイルス感染症の影響で、国内外

の旅行者数は激減し、回復にはしばらく時間がかかると。しばらくというのは、後

でコロナのときに申し上げますけど、しばらく時間がかかるというよりもかなり時

間がかかると私は見ているのですが、このような状況の中で、自然や健康等への関

心の高まりによって、国立公園の価値が今、改めて見直されています。 

今、例えば、自然の中でアクティビティと呼ばれる体験学習とか、アウトドアス

ポーツとかいろいろな種類がありますが、こういったのに触れる。あるいは観光地

でテレワーク等によって、働きながら休暇を楽しむワーケーションなどが今注目を

されています。そういうことで、先ほど林敏治議員からも、国立公園をしっかり活

用しましょうよという提案があったのですが、私も全く同感で、しっかりとその島

内外の業者が開発行為をするときにはしっかりコントロールをしながら、与論の

しっかりしたビジョンのもとで、共に与論の経済発展のために頑張っていただきた

いなという気持ちです。 

御案内のように、周りはもう世界遺産になりました。与論と沖永良部、喜界島は

入っていませんが、与論の観光ＰＲ動画などが、商工観光課長、関係者の努力に

よって、世界的に大きなインパクトを発信している現在、まさに将来、未来を見据

えた開発行為等の規制と観光経済に連動する開発との両立、調整の考え方は極めて

重要です。町民の理解、同意をもとにした明解なビジョンが求められています。 

町長いかがでしょう、町長の考え方、また明解なビジョンの策定についてどう考

えていらっしゃるのか、お答えを求めます。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。船倉の開発については、私も見に行き

まして大変びっくりしているところです。今、御質問がありましたように、奄美は

世界自然遺産にも組み込まれましたので、本当に自然を大事にするという機運がま

すます高まってきているのではないかなと思っているところです。今、世の中は、

２０１５年のサミットの時に出ましたＳＤＧｓという考えが、非常に世界の目標に

なっておりまして、その中で、陸の豊かさを守ろうとかという目標も出てきている

ようです。そういうことから考えても、やはり自然を大事にしなきゃならないなと

思うことです。 

そういう点で、先ほどからありますように、森林法の１０条の８項目の中で、所

在地、そのいろいろな立ち木の伐採等をする場合には、所在地とか、あるいは面積

とか、それから方法とか、そういう伐採法の導入についてとかということで、町長

に届けるようになっていますので、そういうのが出てきたときには、またみんなで

本当に考えてまいりたいなと思いますが、基本的な私の考えとしましては、その点
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からいきますと、与論にふさわしい観光とはどういう観光なのかなと思うと、やは

り自然遺産と連動した観光ではないかなと思います。 

先ほど沖野議員が言われましたように、本当に与論島特有のアイデアを活かしな

がら、発地型の観光ではなくて着地型の観光、与論が創造するような、与論で計画

した与論の風土にあったような、そういう観光開発をしていかないと、また観光の

あり方でなければいけないということを考えています。今後、観光協会あるいは観

光業者とも話し合いをしながら、そういう自然を大事にした観光ということで、方

向を進められればと思っているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 私が、今、町長がお考えになっているようなことが実現するた

めには、やはり与論には１つの課として独立している立派な環境課、これはなかな

か独立してある課は、小さな役場の中で独立してあるところは少ないと私は見てい

るのですけど、観光課もそうです、こんな小さな市町村で観光課というのが独立し

てある、商工観光課ですけど、観光に特化したような課というのはなかなかないの

ですよね。 

そういう意味で今町長は、具体的なビジョンについては、もう少し欲しいなとい

うところはありましたけど、やはり商工観光課と環境課の連携というのは、私、非

常に重要だと思っているのです。それをもちろん調整するのがリーダーの役目であ

るし、例えば第６次総合振興計画、その中にしっかり連携を盛り込んで、リーダー

と心を一つにして、しっかり与論の未来を見ながらビジョンをつくっていただきた

い。またそれを具体的に積極的に進めていただきたい。与論がこの厳しい時代の中

で生き残るためには、後でコロナのところで申し上げたいと思いますけど、やはり

経済活動、観光を中心とした経済活動をしっかりとやって、外貨を稼いでいかない

と子育てができないのです、現実としてですね。そういう意味で、与論町のリー

ダーの方々は、やはり時の流れの中で、座して日和見をするということではなくて、

やはり座っていて日和見をするだけでは島の未来は見えてきませんので、しっかり

具体的に役場の中で言えば、商工観光課と環境課としっかり連携を取りながら、町

のビジョンをしっかり定めて、積極的に活動していただきたいなというのを希望す

るものです。 

そういう意味で、町長に今一度、この項目の確認をしたいと思いますが、しっか

りと町の総合振興計画の中のビジョンに盛り込みながら、商工観光課、環境課の連

携、そしてこの開発規制、あるいはしっかりした町の観光のビジョンと行動、そこ

をしっかり進めていただきたいと。そこをしっかり確認して、私の１番目の質問は

次に移りたいと思います。 
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○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。本当に与論らしい観光、与論の観光と

はどういうものかということ、役場としても、あるいは行政とも十分に意見をすり

合わせながら、６次計画には盛り込んでまいりたいと思いますし、本当に先ほどか

ら申し上げますように、せっかく祖先が残してくれた自然ですので、本当に大事に

してまいりたいと思います。でありながら、やはり観光業もまた守っていかなけれ

ばならないということを考えています。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） それでは、２番目の新型コロナウイルス感染症の関連について

お尋ねをします。 

新型コロナウイルス感染症については、先ほどトップバッターの南有隆議員が、

なかなか細かいところをよく突っ込んで質問されておられました。私も非常に参考

になりました。良い質疑の内容だったと思います。ただ、もう少し具体的にできな

かったところ、基本的なところを私確認しながらしたいと思います。私の質問の後

にまた林隆壽議員、大田英勝議員もコロナの質問があるようですので、そのあたり

でまた足りないところは補っていただければと思います。 

先ほど南議員のときに、コロナのワクチン接種の進捗率について紹介がありまし

た。私の答弁の中でも、現時点で、８月３０日時点で約７０％弱という報告でした。

これ確認したいのですけど、これからまた南有隆議員に対する答弁の中でも、９月

１８日で集団接種が終了すると。そして、そのときに全体で８０.８％になる予定

だという答弁がありました。この分母なのですけど、あくまでも分母はあれですか

ね、このパーセンテージというのは、現在対象となっている１２歳以上のワクチン

接種の対象となっている全町民という意味で、全町民というか、全町民ではなくて

１２歳以上の町民という分母になるのでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） これは担当しています保健センターに出してもらった

数字なのですが、そこは詳しく聞いてなかったので、すみません。１２歳以上と私

は把握しているつもりです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 担当課長はしっかりお願いしますよ。基本的なところは非常に

重要ですよ。データの数値というのは、分母の数によって、今、世界のいろいろな

情報の中でも、非常に、例えば、具体的なことは申し上げられませんけど、独裁国

家のようなところは、分母はどうにでも数値を改ざんしているようなのです。改ざ

んというか、分母の調整によってはいくらでもパーセンテージが違ってくるわけで
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すよね。そういうことで、行政の皆さんは、このパーセンテージというか、数字は

非常に重要ですので、この意味の一つ一つを理解しないと、正しい選択はできませ

んので、しっかりとやっていただきたいなと思います。 

基本的にはワクチン接種をしっかり進めていただくというのが基本ですね。それ

と町長の答弁でも南有隆議員に対してもありましたように、しっかりと基本的な事

項、町民が進めて、独裁国家ではありませんので、ロックダウンであるとか、いろ

いろな強制的なことはできませんが、その中で、民主主義国家を進めている中で、

どのような政策が進められるかというのが重要であるし、町民の理解ができないと

その対策はできないわけですよね。そういう意味でずっと当初から、コロナ対策を

国のやり方、町のまた進め方、そういったのをいろいろ見てくる中で、私は総括的

には、今の山町長を中心としたこのコロナ対策の進め方については、それなりに成

果を上げて、ほかの市町村に比べてもそれなりに私は先を走っているのではないか

なと、立派にされているという評価をしています。なのですが、残念ながら国の政

策をいろいろ自分なりに情報を集めて整理したりして考えてみると、どうも国・県

任せにしても、果たしてどうなのかなというのが非常に心配されるわけですよね。 

この前の南海日日新聞にも商工会関係の方々が新聞に載っていましたね、飲食店

組合ですかこれ。９月３日の与論町飲食店組合が、しっかりお互いの店舗の見回り

とか、感染防止を再啓発して、時短の徹底などを呼び掛けたということが南海日日

新聞に大きく載っていましたけど。この飲食店組合の見回りの中で、こういったコ

メントがあります。「各店を回ってみて、思った以上に客が入っていないのがわ

かった。あと１０日間耐えられるのか。あるいは、県の要請が延長となると耐えら

れない状況まで追い込まれそうな気がする。１２日までに再度見回りの機会を設け、

組合員の声を聞きながら何らかの対策を模索していきたい」と話しているというこ

とで、非常に切迫した状況が伝わってくるわけですよね。 

そういう中で、どうも国の政府の分科会というのがありますよね、よくマスコミ

に出てくる尾身先生のコメントがよく見られますが、東京オリンピックの前あたり

でもかなりありましたし、かなり過激な発言もありました。そういうので、私、政

府の分科会なるものがどういうのかよくわかりませんが、分科会でこういうことを

言っています。これは最新の９月３日夜の９時４６分に出ているニュースというか、

ＮＨＫの発信ニュースですが、この中に、私ショッキングなことがちょっとあるの

です。ショッキングというのはいくつもあるのだけど、こういうことを言ってます

よ、これ政府の分科会ですよ。「希望者の全員がワクチンを接種したとしても、感

染を制御して社会全体を守ることができる集団免疫の状態になるのは、当面無理だ

というのが我々のコンセンサスだ。シミュレーションでは、接種が進んでもある程
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度感染対策を持続しないといけないということを示された。後段についてはそうで

しょう。だけどこの感染を制御して社会全体を守ることができる、集団免疫の状態

になるのは当面無理だと言っているのですね。こんな大事な政府の分科会が。何か

初めの頃に言っていたのとは全く違って、最初の頃は、しっかり集団免疫を獲得す

るためにも、町民福祉課長が南議員のお答えの中でも言っていましたけど、最初は

町民の６割、７割が接種すればそれなりの効果が出てくる。ところが今は８割、９

割に上げるべきだという意見も出てきて、この分科会が言っているのは、完全に集

団免疫の状態になるのは無理だと言っているのですね。とんでもない発言で私もう

びっくりして、信用できないなと思って、なるほど菅総理も自分の行動力に自信が

無くなったんでしょうね、私はそう見ているのですけど。 

申し上げたいことは、さっき南有隆議員が非常に鋭い質問をされていました。要

するに、そのゼロコロナ政策を進めるのか、これから山町長は、ｗｉｔｈコロナの

作戦を進めていくのかというところを質問されました。でも町長は、そこに対して

明解な答えはされませんでした。当然といえば当然なのですけど、国・県の指導す

る指導のあり方、政策の進め方とちょっと外れたことをしたり、反発するようなこ

とはできないという立場にあるわけですよね。 

しかしながら、この世の中の流れを見ていると、非常に心配することがこのコロ

ナについては非常にあって、またほかにも紹介しますけど、例えば、こういうこと

を言っているのですよ、ノーベル医学生理学賞をもらっている山中教授、山中伸弥、

京都大学のですね。この方はやはり同じようなことを言われていて、アメリカでは、

アメリカはいつも日本の先を走っているわけですよ。そして大谷翔平の出てくる大

リーグを見ても観客はいっぱいいるのにマスクもしてない。しているのはほんの数

人、ｗｉｔｈコロナなのですねアメリカの政策は。そして、アメリカの医師会誌の

論文を見てみると、この山中教授の話ですよ、ワクチン接種と自然感染によって成

人の約８０％が新型コロナウイルスに対する抗体を有していると推定されている。

成人の約８０％がその新型コロナウイルスに対する抗体を持っているんだが、それ

でも感染者数はマスコミで報告されている数の２倍と推定しているとなっているの

ですね。 

言いたいことは、今、デルタ株が出て、またミュー株とか、何でしたっけ、そう

いう次々に変異株が出てきているのだが、それとの鬼ごっこになっているのですが、

一筋縄ではいかないというようなことを言われています。山中教授はですね。そし

てアメリカでは、そういうことで全くｗｉｔｈコロナでやっていると。ゼロコロナ

というのはなかなか難しいということをすでに言っているわけですよ。 

そして、今度最近オーストラリアで、外国の話で申しわけないのだけど、オース
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トラリアでも首相が、これまで例えば都市部をロックダウンしたりしてゼロコロナ

を目指していたのだが、これはとてもらちがあかないと、このままではキリがない

ということで、ゼロコロナというのを諦めてｗｉｔｈコロナという政策に転換して

います。これも最新の８月２３日のある参議院議員のある国会議員の公表している

あれに載っていますけど、そのオーストラリアの首相はこういう政策だそうです。

ワクチン接種率が７０％から８０％になったら、ロックダウンをできるだけしない

で、州と州の閉鎖も行わないという連邦政府の提案に対して、何度も話し合いをし

て、結局はそういうゼロコロナという政策はもう進めずに、ｗｉｔｈコロナで経済

政策をしっかり進めていくということに転換しています、方針をですね。というこ

とは、恐らく日本も分科会が最初に言っていたゼロコロナという政策は、初期の頃

だったらいいのだそうです、何とか効果はあるのだそうですが、今みたいに日本全

国まん延してしまうと、そんなことをしてももう間に合いませんよということです

よね。 

ですから、私はちょっとこの分科会の会長に対して非常にいろいろ調べてみると、

批判的な学者とかも結構いらっしゃいます。なるほどと思われることもおっしゃっ

ているし、残念ながら今の分科会ではあまりいい提言がなされていないし、これか

らもあまり期待できないなというのがショックを受けています。いっぱい紹介した

いコメントとかそういうのはいっぱいあるのですが、基本的には、我々はもちろん

集団免疫を確保できるように、できるだけ多くの方にワクチン接種をしていただい

て、さっき南議員は、インフルエンザの予防接種を打ったことないよということ

だったが、周りが全部ワクチンを打てば幾人かは打たなくてもそれは当然ウイルス

にはかからないわけですよね。しかし、日本にはどうしても、民主的国家において

は、２割程度とか、その程度はやはり接種しない人は必ず予想されるわけですよね。

ですから、結局こういったいろいろな学者の話とか、分科会のコメントとかを見て

いると、これはもう新型コロナウイルスを収束させていくのは、とてもこの短い近

未来ではなかなか難しいという結論を出さざるを得ないわけですよ。恐らく１０年

単位じゃないですかね。私は学者じゃありませんからわかりませんけど、少なくと

も５年とか、そういうような数年かかるという位置付けだと思うのですよね。いろ

いろ裏もあるようですが、そういう意味で、長い勝負になりますよということで、

与論町としては国・県の言うとおりだけではなくて、自己財源を使ってでもいいか

ら、やはり経済対策を行いながら、与論が沈まないように、与論の経済がまわって

いくように、しっかりと政策を打っていただきたいなというのが私の気持ちなので

す。 

それでいろいろ情報を取ってみましたが、情報を取れば取るほど今やっている国
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の政策とか、都道府県は国の政策に従っているわけですので、あまり、ちょっと残

念だなというのが非常に見えてきて、これからの次の総理に期待するのですが、こ

の諸外国と違って日本はなかなか死亡率も低いし、患者数はそこそこいるのですが、

欧米に比べても圧倒的に死亡者が少ないし、近い将来、普通のインフルエンザ並み

の扱いになってくると思うのですが、今のままでずるずると時間ばかりが過ぎて、

経済政策をしっかり打っていかないと、与論の例えば具体的には飲食店であるとか、

旅館、ホテル、あるいは水産業、魚の値段とか、要するに島外に出しているような

お金を出さないと買えないようなもの、そういったものはなかなかお金に結びつか

ないというような事態が、今後もしばらく続く、当面続くというように考えざるを

得ないわけですよね。そういう意味で、具体的な政策は、細かいところはいっぱい

これまでも基本的な事項を含めて、今、頑張っていらっしゃるのですが、それに対

しては敬意を表しますが、基本的なところで、リーダーの山町長に私、お願いした

いのは、しっかりこれからは経済対策に目を向けていただいて、与論の人たちが、

例えば自殺者が出たり、小さな業者が潰れたりすることはこれから予想されるので

すね。実際、日本全体でもそういうように予想されます。そういう意味で、厳しい

時代がこれからも当面続くと考えた方がいいようですので、そこをしっかりとカ

バーしていただきたい、リードしていただきたいというのが私の気持ちです。 

どうですか町長、私、今、支離滅裂に感情的に申し上げましたけど、時間の制限

もありますのでこういうことを申し上げましたが、しっかりと計画を持って対策を

進めて、経済対策を特に進めていただきたいというのが私のお聞きしたいところで

すので、お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。先ほど御指摘をいただきました本当に

与論の町民の皆さんが、自主的にそのコロナに対抗して、コロナを何とかしようと

いうようなことで努力されていることに対して大変嬉しく思います。特に私、感激

したものですから、新聞記事を読みながら、どういう方々がやっていらっしゃるの

かなとメモってみましたが、その店舗の見回りは、飲食店組合とか観光協会、商工

会それから商工観光課の皆さん方が、夜、店舗見回りをしたというようなことで、

本当にありがたいなと思いますし、また一方では、同じ日にコロナの収束祈願とい

うことで、商工会の女性部とかＪＡの女性部とか、生活改善研究グループとか女性

団体の代表とかが、地主神社に行って祈願をしたということで、町民が本当にこの

コロナに対して、自分たちでも一生懸命頑張っていくんだと、コロナに対してみん

なでまとまっていくんだというような機運ができていること、本当に与論の方々が

そういう機運を持っていることに対して、大変嬉しく思いますしありがたく思いま
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す。 

先ほど後段の方ですが、いろいろな団体から町長室に今の現状を訴えられて、い

ろいろな町としても支援をしてくれないかというようなことで来られています。こ

れからもまた予約を受けていますが、しっかり対応して、その方々と本当に島の産

業が成り立っていくように対応してまいりたいと思っています。具体的にどうこう

するとは申し上げられませんが、その方々の御意見も聞きながら、私たちの与論の

懐具合でできること、あるいは、県にお願いすること、国にお願いすることという

ようなことで、しっかり対応していけるように努力をしていきます。よろしくお願

いします。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

それでは、最後の基金の活用について、確認というかお尋ねなのですが、基金が

全国から１５００万円いただいたということで、今、その活用が少し始まっている

のですが、今度の補正予算にも具体的に出ていましたが、見てみますと、補正予算

で具体的に見えたのは４００万円ぐらいだったですかね、４００万円ちょっとでし

たね。保健衛生関係の緊急経済対策費、島外出産時の待機費用の支援ということで、

数字として私が見えたのは４００万円ちょっとあるのですが、ほかにも財源構成と

かされているとは思うのですが、一応目に見えているのはまだ少ないということで、

まだ具体的にあと１０００万円程度は今まだ眠っていて、今後の状況を見ながら活

用されるという方向性なんでしょうが、方向としては、答弁の中にありますように、

島内の医療機関、民間事業者のニーズ、そういったのをしっかり把握しながら、

国・県の支援とあわせて相乗効果を得るような、そういう使い方をしたいという答

弁でしたので、そのとおりやっていただければよろしいかと思います。 

ただ、やはりどうしても気になるのは、当面こういったコロナの状況というのは、

私は続くと見ざるを得ませんので、やはり寄附金をいただいた以上は、この寄附を

いただいた方々、あるいは町民の方々にもしっかり広報することも大事だし、やは

り、誰から聞かれても自信を持ってコロナ対策に使いましたと、このような成果が

ありましたというようなお答えができるように使っていただきたいなと思います。

低所得者層であるとか、先ほどから申し上げているようないろいろな飲食店を中心

とした、本当に生活を追い込まれているような方々が結構いらっしゃるかと思うの

ですね。 

そういう意味で、町長が今さっき紹介のありました、９月３日の南海日日新聞の

もう一つのところで、１面のところに、コロナ収束を祈願した祈願祭を、副町長を

中心にされたという記事が載っていました。これはこれで立派なことですし、神頼
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みも必要であるし、同時に、神頼みをするためには、いろいろな団体の方々が、関

係者の方々が集まりますので、そういう方々としっかり連携を取っていく、頑張り

ましょうねということで確認をする、そういう意味では非常に意義のあることだな

と私は評価しています。 

そういう意味で、是非全力を挙げて感染を防ぐための具体的な予防接種、それを

しっかりともっと徹底してやっていく方法、あるいは、ちょっとそこに工夫をして

いただきたいのですけど、自治体の中で、そういったほかのところと違った取り組

みをしているところは、ネットとかで見てみますと、例えば東京あたりでは、ワク

チン接種促進キャンペーン事業というのを進めていて、接種記録をアプリに登録し

て、買い物などに利用できるポイントの付与とか、割引特典が得られる制度を２０

代、３０代の若い人を対象にやっていると。どうしても若い人の接種率が低くなり

ますので、そういった方々を対象にポイントとか割引とかを、商品の買い物の割引

とかをそういう制度をやっているということ。 

例えば群馬県では、接種を完了した２０代、３０代の県民に対して、自動車とか

あるいは旅行券を抽選でプレゼントしたり、そういうあの手この手を使って接種率

を高める努力をしています。 

先に、ちょうどこのときだったですかね、日本商工会議所のトップの方が、接種

者にはイベント参加を可能にしたり、感染対策が確実に行われている飲食店に対し

ては、営業時間の延長とか酒類の提供とかを認めていくという方向が必要ではない

かと申されていますね。当然だと思います。 

ですから今鹿児島県では、例えば、まん延防止対策をしっかりやりましょうとい

う宣言がなされて、今その期間に入っているのですが、しっかり、いや与論は今出

ていませんから、しっかり押さえ込んでいますから、ここはこうしましょうという

ようにしっかり町長がリーダーシップを取っていただいて、やっていただきたいと

いうのがあります。 

また、町独自の方策もやっていただきたいし、そういう意味でこの質問をしたの

ですが、時間的につい追われてしまってあれなのですが、さっきの分科会の話を

ちょっと時間がありますのでさせてください。分科会の中で、目新しいことを言わ

れています。こういうことを言っていますね。６０代以上でワクチン接種が９０％、

４０代から５０代で８０％、２０代から３０代で７５％が接種した場合は、マスク

の着用、三密を避けるなどの基本的な対策をすることで、緊急事態宣言を出す必要

がなくなる可能性があるとしましたということなんだけど、これ日本でかなりの都

市部とか、与論ではもしかすると可能かもしれませんが、果たしてできるのかなと

いう、この目標が高すぎてですね。そうしながら集団免疫は確保はとても無理です
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よというようなことを言っている。ちょっと矛盾した言い方もしながら、非常に疑

問がわくのですが、その中で、おお、なかなか良いことも言っているなというよう

に気がついたのは、海外ではワクチンパスポートという言葉を使っていますよね。

ワクチン接種を受けた人とか、接種を受けた証明とか、あるいはＰＣＲ検査とか抗

原検査で陰性である場合は、その証明を出してもらって、それによってパスポート

としていろいろなことに使っていくというのが、今、世界では特に欧米を中心に

やっているようですけど、この分科会が言っているのは、ワクチンパスポートとい

う言葉はまずいので、まずいというか、非常に使うべきではないということで、ワ

クチン検査パッケージという言葉を使っていますね。ワクチン検査パッケージとい

うものをつくってルール化していく。そしてワクチンを打った方々、検査で陰性の

方々に、ある程度優先的な措置がなされていくような、そういう方向に進めていく

べきだということも言っていますね、この分科会で。それはなるほどですし、与論

でもしっかり場合によっては、そこまで踏み込む必要があるかどうかはまたケース

バイケースだと思うのですが、しっかりそういったこともあわせて、しっかりワク

チンを接種するためのインセンティブ、誘引になるような政策を進めていただきた

いなという気持ちです。 

それは、ワクチンを接種した人が全員、ほぼ１００％に近ければそれが理想なの

ですが、そこまではかなり、難しいというのが現実じゃないでしょうかというのは

感じるのですが、時間も迫ってまいりましたので、しっかりと町長、副町長を中心

にワクチン接種の普及、それから、引き続き町民の意識の高揚、啓発、そういった

のを進めていただきたいと思います。みんなの気持ちが一つにならないと、国の政

策、県の政策にも私自身も情報を取ると非常に不安がわいてくるのですが、町は町

で独自の経済対策を打ちながら生き残り策を考えていかないと、ただ流れに任せて

いたのでは沈んでいくと思います。そういう意味で、あえて町長は先ほどお聞きし

ましたので、副町長から取り組みの覚悟についてお伺いしたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） あまりにも質問が長かったものですから、どのポイントなの

かなというのを考えているのですが、今、コロナから町民を守ることが一番我々行

政に課せられた課題です。与論は本当に限られた医療機関の中で、よくぞ持ちこた

えたなと思っているのですが、島外からこのコロナの菌を持ち込みさえしなければ、

絶対流行らないんだという自負もしています。与論独自で与論に入っている航空会

社、与論の現状はこうですということで、タラップから降りられる前にもう一度機

内放送もお願いもしています。 

船舶につきましても与論の現状を、乗船のときにはもちろん全体の方々にお願い
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をしますが、下船のときに与論の現状ももう一度確認の意味で放送をお願いします

ということで、両運送店を通じて、鹿児島の本社にもそういったお願いもしながら、

対策を講じているつもりです。 

一番コロナの感染を防ぐためには、絶対に人に会わないことです。結論はわかっ

ているわけです。しかし、それが３回のクラスターから緩みというのが出てきて、

やはり、どうしても人間ですので同じようなことを何回も何回も繰り返して、注意

を促していく方法しかないのかなと思ってはいます。でも、新しい情報も次々に出

ていますが、そういったことも対策に入れながら、何とか与論独自のコロナ対策と

いうのは、これはつくり上げることは不可能だと思いますが、町民全員が同じ目標、

やはり危機感を感じて対策をしていくことが最大の防御にもなりますので、みんな

でまた取り組んでまいりたいなと思います。答えになりませんでしたが、すみませ

ん。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） はい。時間がまいりました。ありがとうございました。是非頑

張ってください。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君の一般質問は終わりました。 

ここで、昼食のため暫時休憩を入れたいと思います。昼は１３時３０分から会議

を再開したいと思いますので、定刻までに御参集をお願いいたしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時００分 

再開 午後１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 少し定刻より早いですが、全員お揃いですので、引き続きまし

て一般質問をお願いいたしたいと思います。 

次は、５番、喜山康三君の発言を許します。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 一般質問をします。皆さん、今日の昼御飯の勝負御飯は何でし

たか。私はウナギを食ってきました。ばっちり頑張りたいと思いますのでよろしく

お願いします。早速、一般質問に入ります。 

１ 与論町の海浜事業の進め方と自然保護について 

(1) 与論町南海岸防災基本計画は、１、与論港供利地区、２、マンマ・ハキ

ビナ地区、３、前浜海岸・麦屋地区の三地区で進められている。事業着手

前に地元や関係者に事業内容についてどのような説明を行ったか。 

 また、海浜事業は干潟や周辺海浜の形成に大きな影響を与えることは経
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験的にも港湾工学上からも指摘されているが、供利マンマ海岸、ハキビナ

リーフ、前浜リーフに消波ブロック設置計画がある。貴重な景観破壊だけ

でなく別の災害誘発原因にならないかなど地域住民や関係機関等と十分に

検討、調査を行い進めているか伺いたい。 

(2) 百合ヶ浜減少問題について、どのような取り組みを行ってきたか、今後

どのような対策等を行っていくつもりか。 

２ 町道、農道及び県道の整備・舗装について 

(1) 町道、農道及び県道をはじめ道路整備舗装において路面の凸凹が激しい

ところや、波打っている所や窪んでいる所もある。消火栓、水道施設のマ

ンホール蓋や道路横断排水溝と路面に段差が大きい所もある。交通安全や

救急車走行に悪影響がある。計画に即して施工等は進められているか、完

成引き渡し、維持管理のあり方はどのようになっているか。 

(2) 朝戸から東区十字路までの県道路の現状は道路としての体をなしていな

いと考える。特に、東区十字路周辺は交通安全からも危惧されることから

早急な対策事業が必要と考える。見解を伺いたい。 

(3) 空港トンネルの道路面の凹凸が激しく冠水後には水たまりができ、観光

客の徒歩、バイク、自転車通行に支障が出ている。改善に取り組むつもり

はないか。 

３ 新学習指導要領への取り組みについて 

(3) 平成２９年度に告知された新学習指導要領は戦後教育において空前の大

改訂と言われ、与論高校では取り組みを始めているとの報道がある。幼児

教育から始まり、義務教育、高校、特別支援学校が一貫して新学習指導要

領に取り組むことが求められている。新学習指導要領への取り組みについ

て伺いたい。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、まず最初の質問、海浜事業の進め方と自然保護につ

いてお答え申し上げます。なお、その前に新しくお配りいたしましたが、後の方に

３行ほど喜山議員の質問に答えるために付け加えてございますので、よろしくお願

いいたします。 

では、お答えいたします。 

本町においては、これまでたび重なる台風等の自然災害により島の南海岸線の至

るところで、高波による家屋、墓地への被害や、農地の浸食、道路の崩壊など甚大

な被害を受けています。このようなことから地元地権者や海岸線関係者などで防災
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対策に向けてワーキング委員会を開催し、平成２５年度末に与論町南海岸防災基本

計画を策定し、優先的に整備する必要があるハキビナ地区及び前浜地区について、

護岸のかさ上げ工事等を行い、荒廃地の保全整備を進めているところです。 

前浜地区は、事業着手前の地元説明会は行っておりませんが、ハキビナ地区につ

いては、県が事業主体となり事業に着手しており、平成２６年６月と平成２８年１

２月に地元説明会を開催し、事業内容の説明のもと整備を進めています。 

与論町南海岸防災基本計画の策定においては、ワーキング委員会や策定委員会に

おいてさまざまな御意見をいただき、施工方法についても専門家を交えた検討を

行っています。最終的に基本計画には、離岸堤の設置が明記されていますが、委員

会の中で施工方法は、各事業の実施段階で再検討することが説明されています。事

業実施計画に当たっては、地元から特に要望が強かった墓地や財産の保全及び緊急

性を優先事項とし、関係機関と施工方法や経済性等を検討した事業計画としていま

す。 

なお、御指摘にあります供利マンマ海岸、ハキビナリーフ、前原リーフでの消波

ブロック設置につきましては、現段階において設置の計画はございません。以上で

す。 

次、百合ヶ浜の減少問題について。 

百合ヶ浜は、町誌にも載っているとおり大金久海岸のリーフの内側に干潮時に浮

かび上がる砂浜で、潮流や季節風、台風等の影響を受け、年間を通して形も大きさ

も場所も変化しています。 

御質問の対策等についてですが、この地区は国立公園内の海域公園地区に入って

いて基本的に海中、砂浜に人工的に手は加えられません。今後とも、環境省等専門

的な機関とも連携しながら、潮流や台風等の影響により百合ヶ浜の形状にどのよう

な変化があるのか、ドローンなどの機器も活用し数年かけて調査してまいりたいと

考えています。 

次、路面の凸凹についてです。道路整備につきましては、道路の機能効果や維持

を保持しながら修繕、改良を行うほか、道路を適切に管理するため占用許可などの

業務を行っており、県土木工事共通仕様書及び県土木工事施工管理基準に準じて維

持管理を行っています。 

これまで整備された多くの道路が老朽化の時期を迎え、修繕等が計画に対して追

いつかない状況です。このことから、消防署など関係機関等から聞き取りを行い優

先度の高い路線箇所から順次修繕を行っています。また、主要道路において老朽化

した路線については、交付金事業等を活用しながら舗装の改修を行ってまいりたい

と考えています。 
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次に、朝戸から東区十字路周辺にかけての対策です。 

本路線は、児童生徒の通学路であり周辺には葬儀場や観光施設等が整備され、店

舗などへの交通量も多く重要な路線となっています。昨今、全国の通学路等で登下

校中の列に自動車が突っ込む痛ましい事故が相次いでおり、これにより安全対策等

が図られるよう通学路の危険箇所について、毎年合同点検を行うこととなっていま

す。 

本地区は、町における通学路緊急合同点検でも危険箇所として挙げられ、交通安

全の面からも早期に安全対策の整備が求められているところであり、これまで本路

線の道路拡張整備について地権者からの同意書を添え、県に対して要望活動を行っ

てまいりました。しかしながら事業費に対する用地補償費率が高く、事業着手が困

難な状況にあることから、現在路線の延長や路線変更など県と協議を進めており、

早期の事業着手に向けて取り組んでいるところです。 

次に、空港トンネルの道路面の凹凸の改善についてです。空港トンネル内の道路

面の補修につきましては、これまで部分的に補修を行ってまいりましたが、御指摘

のとおり救急搬送や通行車両等に支障を来している状況にあります。 

本路線のボックスカルバートにつきましては県の施設であることから、これまで

改修方法について県と協議を進めてきたところです。御指摘の路線は重要不可欠な

路線であることから、早期改修に向けて取り組んでまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、新学習指導要領の取り組みについてです。 

２０３０年の社会と子供たちの未来を見据え、平成２９年から平成３１年に改訂

された学習指導要領は、小学校では令和２年度から、中学校では令和３年度から全

面実施され、高等学校では令和４年度から年次進行で実施されます。 

そして、新しい学習指導要領において、これからの学校には、一人一人の児童生

徒が、自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在と

して尊重し、多様な人々と協働しながらさまざまな社会的変化を乗り越え、豊かな

人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが求

められています。 

そのために、各学校は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

や「カリキュラム・マネジメント」の確立を図りながら、「社会に開かれた教育課

程」を目指していくことになっていますが、与論町の学校では、特に、地域と連

携・協働する海洋教育を各学校で一層充実することで「社会に開かれた教育課程」

を実現していきます。また、今年度配備された１人１台端末も効果的に用いながら、

各教室において個別最適な学びと協働的な学びを一体的に推進してまいります。 
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○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 質問で、ちょっとマンマの場所を勘違いしまして、私が以前、

南海岸防災計画についての図面の中で、今の旧供利港、今は通称（ギョコウ）と言

われるところですね。そこの北側にいわゆるテトラポットとか消波ブロックを置く

計画と、ハキビナ及び前浜にある消波ブロックの設置図面を見たことがありまして、

そのことについて確認を取りたいのですが、当初から計画はなかったのか。でも計

画はあったけどそれはもう無しにしたのか。そして、計画はあってもそれはしない

ということか、その辺きちんと確認をお願いしたいのですけど、いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） ありがとうございます。ただいまの御質問ですが、平成１

６年、そしてまた平成１９年度と大きな台風が与論町に襲来しまして、南海岸一帯

が被害を受けていたところです。さらに、それに輪をかけて平成２４年、平成２５

年度と連続でまた大きな台風が来まして、特にハキビナ地区につきましては、想定

を上回るような大きな高波が起きまして、勾配地の墓地とか、また前浜の墓地に大

変な被害が起きた状況です。 

その中で、これは大変ということで、平成２４年度からまた再度与論町の南海岸

一帯の防災基本計画を策定しないといけないということで、各地区の地元からたく

さんの方々が参集いただいて、ワーキング委員会を開催し、与論町南海岸防災基本

計画というのを策定しています。その中で、いろいろなワーキング委員会の中で、

離岸堤、そして消波ブロック等を設置してほしいという要望もいろいろたくさんあ

りました。でございましたが、その中でも、どうしても早く農地の保全とか、墓地

の保全、道路の保全をなるべく早くしてほしいということでございましたので、こ

の防災基本計画の中には、離岸堤とかの設置、また消波ブロック等は書いてござい

ませんが、意見の中では設置をしてほしいといういろいろな声や要望がありました

が、基本計画の中にはそういうように一応設置要件とするということで掲げられて

います。 

ただ、ハキビナ地区につきましては、県の事業主体でございまして、先ほども述

べましたように２回ほど開催してございますが、そこの中では、消波ブロックの設

置検討というのは、一応検討はなされていないようです。そういうことから、ハキ

ビナに関しましては、護岸のかさ上げと後ろの農地の防災のための林務の整備とか

というようなことになっています。 

前浜地につきましては、一応リーフの沖に消波ブロックとか離岸堤を設置すると

いうような感じで、いろいろな委員会の中ではそこもありましたが、早めに荒廃地

の後ろの墓地をとか、道路を守るためには早急な事業が実施できるような護岸のか
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さ上げ、また道路のかさ上げをしてほしいという要望がありましたので、そこを優

先的に整備しておりまして、また町としては、一応消波ブロックの設置につきまし

ては、景観、あるいはまた環境面からいろいろな影響が及ぶのではないかというこ

とで、現段階においてはそういう設置の検討はしてございません。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私が当初見た図面においては、その離岸堤あるいは消波ブロッ

クの設置図面があったので、その確認を取りたかったのですが、課長がそうおっ

しゃって、これの計画は明記されているが現在はやらないし、やる計画もないとい

うことでよろしいですか、課長、御確認。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） おっしゃるとおり、現段階におきましては、消波ブロック

の設置については検討しておりません。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 議長、これに関する資料を議会に提出していただきますよう、

図面、計画図面をお願いしたいのですけど、よろしくお願いします。 

それから、ハキビナでも前浜でも確かに被害を受けているのですけど、これ必ず

しも台風だけのせいなのか。その被害を誘発するようなやり方はやっていませんか。

前浜はリーフを掘削して、なおかつ沖の方に向かって船上げ場をつくって、波が

入ってくればどうぞ中に入ってくださいみたいなね、そういう設計になっています

よね。それは以前からずっとこれはおかしいと、何らかの対策をすべきだというこ

とで要求していたわけで、必ずしも護岸堤や離岸堤をつくることだけでもなく、そ

れをそういう災害を誘発するような事業をね、いろいろな形で今までやってきてい

るのではないかと。それを是正するなり、何らかの形で軽減するようなそういう事

業も検討してしかるべきではないかと思いますけど、町長いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 御指摘をいただきましたが、前のことですし、今後本当に自然

に対する驚異というのでしょうかね、自然に対する考え方といたしまして、私は、

とにかく慎重にしなきゃならないというように思います。こうだったからすぐまた

こう手を打つ、こうだったから次はこうするというのではなくて、よくよく考えて

いかなきゃならないと、そのためには地域の方々の御意見も伺いながら、そして、

私の政治信条です全部の町民の英知を集めてというようなことですので、何とかそ

の付近はそういうように、皆さん方の御意見を参考にしながら、ゆっくり慎重に慎

重に対応してまいりたいというように思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 
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○５番（喜山康三君） 本当にありがとうございます。是非、もちろん私は事業をやる

なと言っているわけではないですよね。それに今、町長が言われたように慎重に、

またいろいろな面から多面的な形でその問題点を捉えて事業を行うべきだと。また、

今まで反省すべき事業箇所もあったんではないかと。皆田海岸の防波堤、あれも何

十年ほったらかしていますか。あの状況も今まで誰も指摘していませんよね。 

それで私が言うのは、やりっ放し、その事業の後どうなったかということもやは

り検証した形で、そういう検証する事業も必要だし、それを是正する事業も必要だ

と、それを是非御検討いただきたい。 

先ほどの午前中の一般質問の中で、沖野議員や林議員からの中でも、やはり、も

ちろん南議員の質問の中で、そこで一貫して串刺しして考えると、やはり与論島が

持続性のある発展をどうするのが一番いいかと。持続性ある発展のためには、やは

り守るべきものは守ろうではないかと、そういう考えで私、言われたと思うのです

よ。これもね、先般の南海日日新聞です。これは見られましたか。町長、これ持続

可能な観光へ連携とありますよね、これについて町長もいろいろ考えられていると

思うのですよ。こういうことを是非実践するためにも、私たちが今大事にすべきも

のは何か、もう少し配慮をお願いしたいと思いますけど、これについて副町長、お

考えをお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） はい、全くそのとおりだと思います。ただ、台風のときに特

に私は地元ということで前浜に行きますが、向こうの漁港の口を割ったおかげさま

で、向こうの上の方の溜まった雨水が前浜全体に流れるのではなくて、その口の方

からまた一気に流れて、赤土が流れていきます。ほかへの陸からの影響を考えたら、

あれもまたたまには良いところがあるんだなというように見るときもあります。た

だ、向こうの口を割ったがために利用できない、潮干狩りとかいろいろ連鎖してで

きないところもあるのですが、最近はまたウインドサーフィンという、若者が結構

ここを利用しています。ここのリーフをもとの形につないで、向こうで高波が出る

ような形ができれば、また新たな観光資源というのがまたできるのかなと。どちら

がいいのかなというのは、今後やはりそれぞれの関係者ともまた協議をしながら、

向こうの場合は陸も近いし、ちょうど利用しやすい場所でもありますので、いろい

ろな方向からまた検討もしてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ありがとうございます。 

では次に進みますね。百合ヶ浜の減少問題ですが、百合ヶ浜というのは、海の中

の潮の流れの中の砂のことですので、海の中の話をしているのではなくて、海浜に



 

（57） 

防波堤つくったり防潮堤つくったり、テトラを置いたりすることによって、潮流変

化によって、そこの海浜も海中の中の砂の漂砂も全然変化が起きてくるわけです。

この辺についても総合的な配慮の中において、この海浜土木工事も、海浜では、一

見海浜に見えますけど、これの影響がそういう百合ヶ浜の形成にも大きな影響を及

ぼしていると。今までの公共工事の影響があれだけあったら、今の百合ヶ浜にも大

きな影響が出始めていると。客観的に大体わかります時間軸で考えれば、そういう

意味で、この辺についても配慮した形で是非お願いします。 

次、移ります。町道のことについてですが、これにいろいろ御苦労はわかります

が、年次年次の工事の舗装でね、がたがた舗装もあればきれいに舗装しているとこ

ろもあってね、一体あれ誰が検査しているのですかと。あれ検査しているのは誰が

通しているのかと逆に言いたくなるわけ。もちろん言葉ではどうでも言いますけど

ね、道を歩いたらわかる、今の役場の前を通ってください、でこぼこでしょう。そ

れで穴掘った後に山盛りをつくって、だんご山をつくって、あれがまともなら本当

の形の道路の補修の仕方ですか。いずれすぐに壊して舗装するから適当にやっとけ

やという感じに見えるのですけど。だから、いいかげんだと言っているのですよ。

これは指導機関である課長ね、担当課がきちんと業者を指導してね、事業をさせて

いないのではないかと。業者でなくて、行政に対して不信感が出てくるわけですよ。

これについてはどうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） まさしく今おっしゃっているそのとおりです。ありがとう

ございます。そのとおりでございまして、私ども与論町の道路整備につきましては、

町道につきましては、現在２１４路線、そして総延長１４４キロほどを管理してご

ざいまして、何ぶんたくさんの路線がございます。その中で新しい道路もあれば古

い道路もありまして、劣化してでこぼこになっている道路もございます。その中で

またいろいろな道路占用許可とかいうような基準をもとに整備してございますけど、

その中で、地下埋設水道とか畑かん、いろいろな電線溝も入れたり、また横断側溝

も入れたりございます。その一応共通仕様書に基づいて、いろいろな指導工表に基

づいて、道路の舗装もちゃんとして復旧工事を行ってくださいということで、一応

指導しているところですが、なかなか現状においての整備が、おっしゃるとおりい

ろいろな形ででこぼこになったりしてございますので、こちらの面につきましては、

気をつけて指導してまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 課長ね、あんたばっかりにがんがん言ってすまんなと思ってい

るんだけど、やはりあんたがやった道路じゃないけど、ひとつもう少しね、やはり
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ある程度はきちんと納得できる範囲の中だったらあれですけど、あまりにもそれが

多すぎるから指摘しているのですが。 

それから、路面表示ですよ、例えば、車道外側線、あの白い線、今まで町道を全

部見ていてほとんど消えかかっているわけですよね。やはり交通安全対策からも、

これはかなり重要視されていますよね。あれがないばっかりに、そのまま突っ込ん

でいったとかね、そういう話もたまに聞くのですけど、特に夜間の場合ね。この特

に車道外側線、中央線はともかくとして、これは交通安全施設という位置付けと

なっていますね。だから、是非予算の都合とかいろいろあると思いますけど、与論

町の場合が町道も県道も似たようなものですね。少ししっかりした表示をやってい

ただきたいと。県にも強く要望してください。これ私は沖永良部にも行っても、沖

永良部も似たような感じなのですよ。国や県の予算の付け方の問題かなという感じ

はするのですけど、是非その辺も留意してお願いします。 

それから、２番の朝戸東区十字路の件は、これ伺うにかけては、結局そこの建物

の補償費が高すぎてやれないという話ですよね、端的な話が。だったら逆にいつに

なってもこれができなくなるということで、この建物が崩れて無くなったときしか、

この事業はできないという話にもなりかねないですよね。これについて一番新しい

ので、地権者とかその関係者と話し合ったのはいつですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） ただいま東区十字路につきましては、ずっと前から危険箇

所ということで安全対策を求められてございます。現状のままでは、そこだけの東

区十字路付近の整備につきましては、たくさん建物がございまして、どうしても安

全を確保するためには歩道整備と拡張整備をしないといけないということがござい

ますので、用地補償とかをしなければならないということで、事業費よりも用地補

償が高く、そこだけの周辺の拡張整備は難しいということで県から承っておりまし

た。それではなかなか次に整備が進めないということで、現在その延長、そこも含

めて先にまた葬儀場もできていますので、もっと先の方まで道路拡張整備をして事

業費を上げるとか。 

それからまた現在、中学校から野口石油までは、まだ歩道の整備がしてございま

せん。そういった観点から、通学路の観点から歩道整備を要望して行いまして、そ

こも含めて絡めて、百合ヶ浜入り口まで一帯整備事業をあげて、何とか東区十字路

の交差点改良事業はできないかということで、今、県とも相談、協議をしながらし

ています。それで今現在、その延伸の、延長の地権者の方々とも今お話をしながら

大体の方の同意をいただいていますので、中には島外にいたりとかしてございます

ので、約８割、９割の方とは同意をもらっていますので、今後またいろいろ進めて、
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早期事業に向けて今頑張っているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 建設課長が一番御苦労されているなとよくわかっていますので、

是非忍耐強く交渉して、早く実現するように地元は望んでいますので、よろしくお

願いします。 

それから、空港トンネルの件ですが、これは６年、７年位前から今まで課長は何

回代わったかわかりませんけど、その都度口頭で全部お願いしていたのですけど、

それでもなかなからちがあかないために、一応一般質問で取り上げたのですけど、

ひとつよろしくお願いします。町本課長なら大丈夫だろう。是非お願いします。 

それでは、新学習指導要領についてお聞きしたいと思います。 

学校では成績が悪かった私が、こういう教育のことを質問するのもちょっとおこ

がましいのですけど、門外漢の者が教育のことに質問するのは気が引けますが、少

し前回の６月議会で給食関係の問題等がありまして、それとまた７月に与論高校の

中間試験とか期末試験はなくなるという報道があったために、これは私たちが中学

校や高校に行っていた時代とは、とんでもない変わった時代に入り始めたなと。あ

る意味私みたいな不真面目な者にとってはいい時代だなと思っていたのですけど、

この新学習指導要領は、大体質問にしたように、どういう考え方に基づいて行って

いるか。そして、与論の教育長がこれについてどのような取り組みをしているのだ

ろうかという、少し不安とは言いませんけど、お聞きしたいなと思って出したので

すが、ひとつ教育長のお考えをお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。学習指導要領について皆さんにお伝

えできるというのも、私としてもありがたいと思っています。おっしゃられるよう

に、どういう考え方について、まずこの新しい学習指導要領がやってきたかという

ことですが、あまり細かくてわかりにくいので、少し私なりに簡潔にしたつもりで

お話を申し上げます。 

これからの時代が、先ほど言ったようにとにかくＩＣＴなんかが開発されてきま

す。簡単に言うとＳｏｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５.０というのはお聞きになった

ことがありますでしょうか。社会が５段階目に今入りますよという、基本的な２０

３０年度を目指した社会を想定して、どういう教育をすればいいかということなの

です。 

こういうことは、今まで社会が狩猟社会、農耕社会、工業社会というように進ん

できて、これから情報社会がやってきて、そのときに情報、いわゆる架空と現実と

の間を結んで、今、テレビで宣伝をしているようなものですね。現実の社会の中に
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描かれた社会の２つの映像でつくっていくという社会にやってくると。非常に変化

が激しく、こういう社会が今から到来してくるときに、じゃあその時代の変化に対

応して、粘り強く生きていくためにどんな子供たちを育成していけばよいかという

ことから、この学習指導要領がつくられたという意味ですね。学習指導要領は１０

年に１回ずつ基本的に改訂されていきます。それで、生きる力をということで前の

指導要領がいったのですが、今度の新しい学習指導要領の中では、新しい時代に必

要となる資質能力の育成と学習評価、さっき高校が変わってきたという、学習評価

を変えていく。学びを社会や人生に活かそうとする学びに向かう人間性を育ててい

かなければならない。そのために生きて働く知識・技能、未知の状況にも対応でき

る思考力・判断力・表現力の育成、何ができるようになるか、こういったものを新

しく子供たちに求めていかなければいけない時代だ。 

じゃあ、そういう子供たちを育てるにはと続くのですが、一旦ここで切りましょ

うね、多いですので、いいですか。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私も今回この与論高校の記事、これの中で非常に、いわゆる与

論高、知識偏重の評価脱却よということで、結局これは簡単な話が、答えは１つの

ものさえ覚えりゃいいという話だったわけですけど、今からは１つの物ごとに対し

てたくさんの答えがありますよという、ある意味でマルチ人間みたいなのを求めて

いるなという感じを受けたのですけど、少し教育委員会に行きまして、委員会の会

議録なんかも少しずっと目を通させていただいて、チェックさせてもらったのです

が、これは教育委員会の仕事は大変な仕事だなと。学力のことはもちろん、学校の

生徒の生活環境、社会環境、またそれぞれの面で多面にわたって難儀や考えること

が多いなとつくづく思ったのですが、今回この新学習指導要領の中でいつも言われ

ていたのが、主体的な学び、対話的な学び、深い学びですね。さっき南議員からも

このことは出てきましたが、結局、今のＩＴ社会で対応できる人間をどう育てるか

という形もあるかもしれませんけど、必ずしも人間が成功するいい職場に就くこと

だけが成功じゃないよと。ある意味ではさまざまな答えがあるよというのがこの一

貫した教えではないかな、こういうことを考えて進む事業の形態にしなくてはなら

ないなという感じを受けたのですが。 

町長は、校長もされたわけで一番詳しいかと思いますけど、私も新学習指導要領

がどんなものかということは、平成２９年度から気になっていてちょこちょこは見

ていたのですが、ユーチューブを見ると、独立行政法人教員支援機構とかというそ

ういう方々の先生がね、学校の先生方向けのユーチューブがいっぱいあるわけです

よ。私もそれを２、３個全部目を通しました。 
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私が教育長にお願いしたいのは、お聞きしたいのは、中高一貫教育と言いながら、

高校だけが先んじてこういう知識偏重とは脱却した形でのそういう教育の形に入っ

たわけですよね、今回。これに対して小学校、中学校は、教育長はそれに対してど

ういう対応をされたのか。現場の学校の先生方に対して、これについてどういう対

応とか、どういうものの指導とか、それを行ったのかそれをお聞きしたいですよ。

いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございます。今、途中まで話をしましたが、新し

いその学習指導要領の先ほどの根底を言いました。もちろんＩＣＴだけじゃない、

次のことに書かれてある海洋教育という例を申し上げると話しやすいかなと思って

述べたのですが、要はこれからもっともっと不確実な問題や社会が訪れるので、子

供同士、先生ともですが、多様な情報を活用しながら、お互いが協力し合って社会

を生き抜くために働くというようなことの事業改善をしていくために、先ほど申し

上げました主体的で、対話的で、深い学びというのはそういう意味です。 

まず１点は、身の回りにあるものをしっかりと疑問を自分で考えて、疑問に向

かっていこうとする心を授業の中でもつくらないといけないと。次は、その問題に

対して、共に学びながら、一緒に情報提供し合いながら、できればＩＣＴも活用し

ながら、共に協働して解決していこうとする子供たちをつくらないといけないです

よということです。さらに、そういったものを通しながら、より良い社会づくりの

ために深く学ぶ力をつけなきゃいかんということで、さあ教育長は何をしたのかと

いうことですが、そういう新しい学習の中にプログラミング教育、外国語教育も

入ってきました。それから道徳の教育化も入りました。小学校では、このために英

語科を、外国語を必修といたしました。というようにさまざまな形でその主体的、

対話的で深い学びを構築するための授業、教科のあり方を、教職員がまず研修をす

るということを、校内でも研究授業をしたり、学校での地区の指定を受けた勉強に

なったりとか、そういう形を学校にはずっと指導要領が出る前からこういったこと

の取り組みを行っています。 

例えば、外国語教育もそうですが、プログラミング教育についても講師を呼んだ

り、それから、最近では中央研修と言いますが、そこにこの新しい学習指導要領に

対して、地域に開かれた教育課程とか、カリキュラム・マネジメントとありますが、

これは地域とともに学校をどのような地域の課題に向かって、みんなで協力し合っ

て学校をつくっていくかという考え方なのです。ですから、今後はますます地域と

一体となって、地域の人材を学校と取り上げながらやっていく社会になります。そ

ういうことを具体的に学校の職員が理解するような会合をなるべく出したり、学校
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の中で検討するようにということで話をしています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 私はね、教育長がいろいろなことを言われていますが、主体的

な学びとは、子供が自身から学びたいという意識が出ない限りは、主体的な学びに

はならないわけですよね。だから、対話的な学びとか深い学びとかのときに、ここ

の中の３つの中に共通するというものは、その子供のいろいろなやる気、頑張りた

い、やってみたいというその個々の資質のことですよね。個々の資質をどう引き出

してあげるか。その辺をちょっとどうなっているかなということが心配でお聞きし

たのですけど、令和元年度の第５回の会議録にもね、教育長からアクティブラーニ

ングね、教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、児童・生徒が能動的な学

習方法やダイヤモンドサイクル学習方法、これね、検索かけてもなかなか出てこな

くて、やっと鹿児島大学の教授のものがヒットしたのですけど、それとか、今言わ

れたプログラミングのこととか出てきているのですけど。やはり、今、門外漢の私

の素人から見てね、大人がいくらどんな理屈をつけたとしても、やはり子供自身が

やる気が出て頑張りたい、おもしろい、楽しいというものがないと何もならないよ

うな感じがしてですよ。だったらそうするためには、子供が本当に自発的にこれを

取り組むためにはね、何が必要なのかと。じゃあ一体何が欠けていたのかなという

ことがあると思うのですよ。 

そんなに時間もないですので、私も考え方を述べさせてもらいますが、やはりね、

三つ子の魂百までといいますがね、やはり小さい頃、幼児の頃のとき、あるいは小

学校低学年の時代に、親から、周囲から、家族からね、愛されて育ってきた子供と

いうのは、ある意味自発的に何でもやる子ではないかなと思うのですよ。虐待され

た子というものは大きくなっても人を虐待するとかとよく言われますよね。それと

同じように、今、幼保教育がありますよね、幼保の中で与論の場合が、幼保連携と

いうのは形になっているかわかりませんけど、知名町を調べてみたら、やはり全部

幼保連携の学校になっていまして、こども園になっていまして、全部町営が２カ所

やっていますけど、与論町もね、その辺の幼児教育についてもっと少し考えていく

べきではないかと。ややもすると任せっきりになっちゃうのではないかなと、それ

をつくづく考えたのですけど、ここにせっかくね、園長さんもいらしていますから

ね、一言だけ感想だけでいいですからお願いできればなと思いますけど、すみませ

ん。 

○議長（髙田豊繁君） 富茶花こども園長。 

○茶花こども園長（富 千加代君） ありがとうございます。私から、ちょっと今その

新しい教育要領、幼稚園指導要領について、感じていることやっていることを簡単
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にお話しさせてください。 

喜山議員さんがおっしゃったとおりで、やはり子供たちは、自分たちが楽しんで

やらないと身についていかないというところが大きいです。私がときどき島から出

て勉強会に参加させていただくと、明治大学、早稲田大学、あとは手元に今、国立

教育政策研究所の西野真由美先生の資料が手元にあります。このような先生方のお

話を聞かせていただくと、今の大学を卒業した者また大学生たちが机上で学んだこ

とが、一歩社会に出たときに現場でつながっていかない。あと人間同士がつながら

ない。楽しいことはわぁっと群れてできるのだが、いざちょっと難しい問題になる

と、そこに立ち向かってその場所にもいることさえも難しい子供たちが増えてきた

と。 

そのような結果を受けて、これからの人生を、先ほど教育長先生がおっしゃった

ように、いろいろな人たちと協働して、これまで学んできたものがつながるように

していって、生きる力をつけていってほしいというところを、あちこちで先生方が

おっしゃいます。 

私たち園長職に対しては、これからの人たちがなかなか仕事場に定着しないと。

その若い先生たちを育ててほしいと。そのようなことを学会の先生方がよくおっ

しゃいます。とにかく忍耐力もなくなり、そのようなところが育っていないという

問題があって、学力的には高いお子さんでもいざ社会に出るとつながらない。学力

というのは認知能力、そのつながるという力、それは非認知能力であると。その非

認知能力の中には、ここにやり抜く力、自分を信じる力、自己肯定感、そして物ご

とへの学習意欲、やる気、そして忍耐力、粘り強く頑張る力、そして自制心、自分

のセルフコントロールをする力、精神力ですね、そしてメタ認知、客観的思考力・

判断力・行動力、そして社会的能力、リーダーシップ協調性、思いやり、そして対

応力、応用力、楽観性、失敗から学ぶ力、そしてクリエイティビティ、想像力、工

夫をする力といった、このような非認知能力は、この幼児期から学童期に一番伸び

るんだそうです。その時期に子供たちがいかに楽しんで、自分たちでいろいろなこ

とを活動していくかということが、そういった力につながっていくと言われて、今、

とにかく子供たちが自発的にいろいろなことを見つけて、わくわくするようなこと

を見つけられるようにと、職員と一緒に工夫をしているところです。 

ただ、やはりまず第一段階としては声を出させる。声を出すことで、やはり恐怖

心だったり恥ずかしさだったりがなくなるような気がしているので、私はうちの園

では、３つの子供たちとの約束をあげて実施しているところです。その新教育要領

に向けての一番簡単な３つの方法として、元気な挨拶をしよう、そして、早寝早起

き、朝御飯を守ろう。そして時間を守ろう、この３つの中の意味も子供たちにとっ
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てわかりやすいように説明をしながら、そこを通してまた人と関わりながらやって

いけたらなと思っているところです。まず、非認知能力を豊に育てることが、その

学力も上がっていくというように言われていますので、そこを目指してまいりたい

と思っています。以上です。また何かあったら、ドキドキしました。ありがとうご

ざいます。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） どうもありがとうございます。社会というか子供たちがね、

もっといろいろな意味で社会の方と関わりする場とか、いろいろなチャンスが必要

だなということをつくづく感じましたので、いろいろ議会にも提言してください。 

私、今言われたことは、子供が生き抜く力とか、頑張る度、くじけない度という

のは全てね、ある意味先般の週報にもありましたけどね、９月１０日から１６日は

自殺予防週間です。３月は自殺対策強化月間です。やはり、こういう教育のあり方

というのが、ある意味こういうものにも深い関わりがあるのではないかと、是非こ

の辺も私たち自身が、ここにもありますけどね、当事者意識がないのではないかと。 

ちょうどね、今日、朝来たら議会からこういう本が配られまして、その中にね、

今あったので読ませていただきます。今、我が国社会は大きな岐路に立っている。

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の時代にあっては、当事者意識なき縦

割り自前主義の発想が、成長の致命的な桎梏（しっこく）となっている。桎梏（し

こく）という意味がわからなくてパソコンで調べたら、足かせだよね、足に絡みつ

いて思うようにできないわけですけど、やはり、こういうここに学校教育において

は、当事者意識を育むことはできるのかとなっているのですよ。やはりね、こうい

うことが積み重なって、現実に社会に起きているいろいろなさまざまな問題という

のは噴出しているんではないかと。これは学校だけじゃなく家庭の問題、夫婦の問

題とかいろいろあると思いますけど、是非この辺をもう一回改めて見直して、学校

教育がどうあるべきかは、議会の皆さんもあまり関心はないと思いますけど、やは

り私も今回これで認識を新たにしたのですけど、是非、今後教育行政、もっと深く

いろいろ勉強して頑張りたいと思いますので、また教育長もよろしくお願いします。 

これで私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君の一般質問を終わります。 

続きまして、４番、林隆壽君の発言を許します。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ただいまの喜山議員のすばらしい一般質問の後に、何か気の抜

けたようなそういう質問をしてはいけないなと思って、私もしっかり良い質問して

みたいと思います。 
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未だコロナ禍の収束の見通しがない中、与論町では断続的に新規感染者、クラス

ターまで発生しており、感染拡大の長期化が懸念される状況が続いています。本町

において医療体制及び物資等には限界があり、医療体制が逼迫し、今やレベル５に

達していると聞き及んでいます。与論独自の緊急事態が懸念される中で、島外への

不要不急の移動自粛や島外からの来島自粛の要請など、コロナ対策に対応されてい

る職員の皆様方及び医療関係者に対し、深く感謝申し上げます。くれぐれも健康に

留意され、対策に従事していただきますようお願いし、早期のコロナ禍の収束を祈

念いたしまして、ただいまから一般質問を行います。 

１ コロナ禍における安心安全な町づくりについて 

(1) 現在、鹿児島県独自の緊急事態宣言がなされており、新たに、１７日に

はまん延防止等重点措置が適用されましたが、離島は対象としないとのこ

とである。しかし、本町においては、クラスターや感染者が断続的に発生

している現状にある。安心・安全な経済活動を継続するため島への入出の

際、ＰＣＲ検査済みやワクチン接種済みの証明書提示等の対策を講じるこ

とにより、沖縄県で実施されている「ブルーパワーリストバンド」活用の

ような、島民や来島者が共に安心して暮らし、観光が楽しめるシステムの

構築を図ることはできないか。 

(2) 全町民対象のワクチン接種率は何％で、終了見込みはいつか。また、

ニュースなどで騒がれているデルタ株に対するワクチン接種はあるのか。 

２ 農業振興対策について 

(1) 敷料化ラブセンターの作業効率を向上し、有効活用の促進を図り、畜産

農家へ十分な敷料の材料を提供することにより、健康管理並びに事故防止

対策を講じ所得向上を図る考えはないか。 

(2) 現在、サトウキビと生産牛の耕畜連携実証グループによる実証活動が行

われている。今後の与論農業の振興に必要不可欠な農業政策と思われるが、

これらの活動に対し、どのように普及活動を展開し、どのように定着を

図っていく考えか。 

４つお伺いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それではお答えを申し上げます。 

まず最初に、コロナ禍における安心安全なまちづくりで、システム構築をどのよ

うにしていくかというようなことです。 

今回、鹿児島県独自の緊急事態宣言が発令され、まん延防止等重点措置区域が設

置されましたが、離島は対象になりませんでした。 
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本町は医療体制が脆弱であることから、島外からの新型コロナウイルスの持ち込

みを防ぐため、空港や港での検温などにより水際対策を実施しています。さらにリ

スク軽減を図る取り組みとして、沖縄で実施されている「ブルーパワーリストバン

ド」のようなシステムを導入できないか、観光協会とともに検討を行っているとこ

ろです。 

次に、ワクチン接種率はいくらか、そしてデルタ株に対するワクチン接種はどう

なっているかというようなことです。 

新型コロナワクチンの接種状況は８月３０日時点で、６５歳以上が１回目終了８

５.３％、２回目終了８３.４％であり、１２歳以上６４歳以下が１回目終了７７.

５％、２回目終了５８.７％であり、全体で１回目終了８０.９％、２回目終了６９.

３％となっています。 

集団接種予約者が全員終了した場合、９月中旬を予定していますが、その後は病

院での個別接種がありますが、それは含みません。それで、６５歳以上が１回目終

了で８５.４％、２回目終了が８５.３％、１２歳以上６４歳以下が１回目終了７７.

７％、２回目終了７７.２％、１２歳以上の全体で１回目終了が８１.１％、２回目

終了が８０.８％の見込みとなっています。 

町としては、ひとまず９月１８日で集団接種を終了する予定ですが、集団接種終

了後は、与論徳洲会病院にて個別接種を継続していく予定です。ここまでは前の質

問と同じです。 

現在、全国的に従来のウイルスがほぼデルタ株に置き換わっていると思われ、急

激な感染拡大により猛威を振るっています。このデルタ株は従来のウイルスに比べ、

約２倍の感染力を持ち、死亡リスクが２.３２倍であるとの研究発表もあります。 

現在のところ、ファイザー製ワクチンの発症予防効果がアルファ株で９３.７％、

デルタ株で８８％あると言われ、入院を予防する効果も９６％あると言われており、

２回接種でも予防効果があるものと理解しています。確かに外国では３回目のブー

スター接種が始まっているところもあり、菅総理の記者会見の中でも、来年３回目

の接種分として必要なワクチンの確保もされていると話されていますが、今のとこ

ろ、特に町に対して３回目の接種スケジュールの指示は来ておりません。 

次に、ラブセンターについてです。 

敷料活用の効果については、畜舎環境の改善とそれに伴う子牛の商品価値の向上

等が期待されています。現在の敷料化ラブセンターにおける敷料の生産能力には限

りがあり、農家の需要に対し十分な供給が行えていない状況であるため、敷料の生

産性向上は喫緊の課題であると考えています。 

現在、敷料生産強化を図るため、導入機器の選定等事業採択に向けた準備を行っ
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ているところです。計画では、自走式破砕機やふるい機等を導入し、敷料生産速度

の加速化や畜産農家のニーズに合った敷料の生産をすることにより、畜舎内の環境

改善や事故防止対策等の効果が期待でき、農家の所得向上が図られると考えていま

す。 

次に、耕畜連携についてです。 

現在、ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業を活用し、指導農業士や農

業自営者クラブを中心に構成された与論町耕畜連携実証グループと実証業務委託契

約を締結し、サトウキビ農家と畜産農家による耕畜連携の実証を進めているところ

です。 

今回の実証では、労働力補完効果やコスト削減による生産性の向上等の効果が期

待できると考えています。実証で得られた効果や成功事例については、各種研修会

で紹介するなどして普及を図る具体的な取り組みを行い、定着を図ってまいりたい

と考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ありがとうございました。御回答はおおむね私の質問に少しお

答えしていただいたということですが、少し切り込んでいってみたいと思います。 

まず、コロナ禍における安心安全の１番目ですが、今、ＷＨＯ世界保健機構の専

門家によると、新型コロナ感染症の初期症状が現れる時期の前後にウイルスの感染

力が最も強いことが示されており、感染拡大の抑制を困難にしている一因と指摘を

してございます。コロナ症状が発症する前後は、至るところでコロナウイルスをば

らまき、危険な環境をつくっているということになろうかと思います。空港や港に

おいて行っている体温計則は、厳密に言えば体温が３７.５以上の現行犯だけを

チェックするだけで、ウイルス保有者はスルーしており、見逃していることになり、

現実にクラスターや断続的に発生する陽性者が続いている要因であると言えるので

はないかなと思います。 

今、来島される方々に対する与論島民が疑心暗鬼の状態で生活をしている、この

現状を町長、副町長は御認識いただいていますでしょうか。お聞きいたしたいと思

います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 今、御指摘のとおりでございまして、本当に症状が出ないとい

う方々が入ってきたおかげで、与論で感染者が爆発的に出たというような、今まで

そういう事例でございましたが、本当にこれを防ぐにはどうするのかなと、いろい

ろ考えて何とか対策できないかというようなことで、副町長を中心にして飛行機会

社にお願いし、船舶会社にお願いをして、何とか食い止めたいというような放送を
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していただいているわけですが、これ以上どうすればいいのか、本当に大変悩んで

いるところです。 

今、御指摘のように、私は２回接種したよ、私は大丈夫だよという証明書を発行

していただいて、それがなければ入れないよというような強い姿勢が取れればいい

のですが、なかなかそこまでもいかないなと思ったり、とにかくクラスターを発生

させないというところに、全力を尽くして取り組んでいかなければならないのでは

ないかなというような気持ちでいるところです。 

○議長（髙田豊繁君） 久留副町長。 

○副町長（久留満博君） 先ほどから何人かの方々にも御答弁をさせていただきました

が、やはり与論の医療体制を考えていたときに、今、町長からも御答弁ありました

が、クラスターをいかに防ぐかによって、確実に島内で治療ができるというような

体制を取っていくというのが大事ではないかなというように考えています。 

やはり、このコロナの問題は、だんだんだんだんその性質が明かされてきて、町

内で検査ができる体制、あるいは予防接種がいつでも受けられる体制、そして希望

者を隔離できる体制、あるいは、病院で適切な治療が受けられるような体制、こう

いったのを確実に整えながら、予防策というのをやっていく必要があるのではない

かというように考えます。これはクラスターさえ何とか防げれば、島内で１人なり

２人なりの感染は、観光地としてはやむを得ないのではないかなというようにも私

は考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ありがとうございます。これは大変難しいことですよね。与論

町は観光立町でございまして、観光客に来るな、あるいはまた出張客にも来るな、

お盆休みにも来るなと、なかなかまた強くは言えないところですが、であるならば、

私たちの与論町で何とかその対策を講じなければいけないということで、今回私な

りにひとつ御提案をさせていただきたいということで、御質問をいたしています。 

と言いますのも、実は、このことについて６０人余りからの私個人に陳情書が来

ています。町長、議長にではなくて私になのです。これは、この私どもはコロナ禍

を乗り切る抜本的方策として、ワクチン接種済みの方のみ来島者を受け入れる特典

付き識別のためのリストバンド、今、沖縄でやっていますリストバンドの進呈等の

与論島独自の条例制定に向け、議員各位の協議をお願い申し上げますと来ています。

議員で協議するよりも、町長に直接言ったほうがいいんではないかなということで、

今回、私は一般質問をしたわけです。 

そこで、答弁書には、この私の質問に対して、観光協会とともに検討していくと

ございます。長期化が懸念される中で、早急に対策を講じなければならない問題で
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あると考えていますので、これは何をさて置いても検討して、早く結論を出してい

ただきたいなというように思います。 

実際、町民の方から、宿泊客の状況、ワクチン接種者、ＰＣＲ検査で陰性の方、

そして何もされていない方等については、施設側はそこで受け入れますので、聞き

取りはしますのでわかります。施設側ではわかるのですが、一般の町民からは、誰

が陰性者かワクチン接種者かわからない状況です。そこで、誰が見てもわかるよう

な対策を講じてくれというこの強い要望が来ておるわけです。 

沖縄で行われているブルーパワーリストバンドというのは、お金もかかるし大々

的に、あれは県全体ですので、与論町には向かないなというように思います。そこ

で、与論独自の簡単で、しかも安くてできるようなものはないかなということで考

えたところが、皆さん方が首から掛けているその名刺入れ、それにワクチンを接種

したワクチン証明書がございます。ＰＣＲ検査で陰性になった方のは、今、スマホ

に取り込んでできるようになっていますので、それを宿泊施設の方々に申請をして、

私は、これで大丈夫ですよというそういう証明書をつくってもらって、そこで各施

設ごとに回ってこれを見せていくと、大変わかりやすくて、お互いに安心するんで

はないかなということで、それを、昨日一昨日された方がおられまして、その感想

として観光客も大変おどおどしないで入れた。また、受け入れる店側も安心してい

ろいろ対応できたといういい返事が来ていますので、やはり、こういう与論島でも

できるようなそういう対策を早急に考えていただいて、じゃあ自分たちでやればい

いではないかと、そういうことではなくして、これ町でこういうことをしましょう

と、みんなと一緒にしましょうということで、与論島民もいろいろなそういう店に

行くときにでも、やはり私たちは大丈夫であるということは口では言えるが、証明

するものがなければ疑われますので、やはり、そういうちょっとした心掛けで持っ

ていて、私は検査を受けているよ、あるいはＰＣＲをしたよという、そういう目で

見えるその簡単な証明などもやっていければ一番いいのかなと思って、これは実際

そういうお客様が来られたときに、どういう対応をすればいいのかということで、

大変迷っているそうです。町民の方は６５歳以上の人というのはみんなわかってい

ますから、ワクチンを打ったというのはわかっていますので安心するのですけど、

中には観光客や出張客や、いろいろなそういう用事で来られる方等がまたお土産屋

に行ったり、あるいはいろいろなところで接客するところでは、やはり疑心暗鬼に

なるということでございましたので、是非これは早期に検討していただいて、具現

化していただきたいというように思います。 

町長、それと商工観光課長にも一言お願い申し上げます。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 
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○町長（山 元宗君） 大変すばらしい提案だなと思いながら聞いておりましたが、あ

とちょっと待てよと思うことがありましたので、一言申し上げます。 

２回ワクチン接種をした方は、堂々とそれを付けて出歩くことができますが、都

合によってワクチン接種をしなかった人、自分の身体が悪くてできなかった人たち

は、その人はうちに引っ込めというようにも取れないかなというような気持ちがふ

と途中で湧いてきたわけです。 

旅行者も２回接種した、あるいは検査が良かった人は堂々と歩けるが、できな

かった人は、旅行に来たが何もできなかったというようなこともあるようですので、

これについては、本当にもっと議論が必要かなと。できましたら議会でも共通理解

を図っていただきたいというように思います。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいま町長がおっしゃいましたとおり、観光協会と

も相談をしましたらそういう意見がありまして、なかなか意見がまだまだまとまら

ない状況ですが、また林議員の提案とかも持って帰りながら、また相談してまいり

たいと思います。ありがとうございます。 

○議長（髙田豊繁君） ４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） 町長がおっしゃるのは差別化の問題ですよね。違うのですよ、

これは差別化ではなくて区別をするのですよ。区別をして対応するのですよ。そう

いうことをしないといつまでも何もできませんよ。やはりよく考えて対応しないと。

これだから、反対があるから、これがいろいろなことを言われるから、じゃあいい

よ、やめましょうねじゃ前に進みませんよ。これは差別化ではなくて区別です。区

別をしてちゃんと対応ができるように、対応がしやすいようにという配慮をすると

いう考えでやらないと、これはいつまでもできないと思いますので、是非お願いを

いたしたいと思います。 

続きまして、もういいです。そういう差別化じゃなく区別ということの認識にお

いてやってください。あくまでも差別するんじゃないよということで。 

それでは、続きまして、全町民対象のワクチンのことについてですが、このこと

については、今、変異株やワクチン接種の有効性などに対し、さまざまな情報が錯

綜しています。また、ワクチン接種が終わった人でも再感染のブレイクスルー感染

が広がってきている。このような状況のときにこそ、些細な情報であろうと的確に

情報伝達を町民に知らせて、少しでも安心できるように細やかな対応をお願いした

いということで、質問をさせていただいています。やはり、こういうテレビを観て

も何を見ても言う人によって全然違うというそういう状況にありますので、やはり

町の方で確実な情報を取っていただいて、やはり町民に流していただくというのが
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一番確実ではないかなというように思います。 

午前中の質問の中で、南有隆議員から、コロナハラスメントという問題が出てき

ていますが、このワクチンを接種する人しない人、それぞれ自己責任での対応であ

り、これはもう仕方がございませんので、ハラスメントが起こらないようにという

ことで、心をくだいていただきたいというように思います。 

また、ワクチンを接種された方々も引き続き３密、マスク、消毒の徹底はもちろ

んのこと、不要不急の外出も心掛けていくということで、決して油断をしないよう

徹底していただくように御要望してまいりたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。これは、答弁は結構です。 

続きまして、農業振興対策について。農業振興対策の敷料化ラブセンターについ

て、さかのぼっていろいろなこのラブセンターの経緯というものを調べてみました

のでちょっと述べてみたいと思いますが、県の畜産技術技士のトウヤカオル先生と

いう方が、２０１１年に与論島における肉用牛の飼料衛生環境改善への取り組みと

題して実証試験を行い、県単独補助事業を導入し、今のラブセンターの整備をなさ

れたというように認識しています。その報告書の考察とまとめの中で、乾燥してい

る敷料の有効性が認められ、牛の身体に付着する糞が少なくなり、衛生であると認

められ、起立時のスリップの減少や牛が座っている牛床というのですか、が衛生的

に保たれ、下痢や肺炎、関節炎等が減少傾向にあり、子牛の育成に大きな貢献をし

ていると報告されています。 

近年、飼養農家の減少に反して、飼養頭数が増えています。これは多頭飼育農家、

１件が飼う頭数が増えているということでありまして、数字としては顕著です。子

牛生産においては、子牛の出産率向上や健康管理並びに事故防止への対策による所

得向上は、畜産内の十分な敷料確保によって可能となると考えます。これも常識と

なっていますが、したがって、敷料化ラブセンターの機能向上は必須条件であると

考えますので、是非有効な対策を早急にお願いしたいということで、回答にも是非

やりますということですので、大変期待をしています。 

その中で、やはりそういう規模を大きくしたときに、今度はまた材料、その資材

が足りなくなったらどうしようかということですので、やはり、現在のようにその

材料の区分けをするのではなくて、ある程度は全部とって、みんなそれを敷料化に

できるようなそういう技術確立をしていただきたい。そうしないと与論町は小さな

島で、これが確立してきたときに今度は材料が足りなくなると、そういう問題が出

てくるかと思いますので、是非これは私ども、私個人も結構周りの木を切ったりし

て持っていくのですが、これはいいのかな、これはいかんのかなと迷ったりして、

なかなかそういう状況がありますので、やはり、全くこれは駄目ですよというそう
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いう材質、あるいはそういう植物であれば別ですが、ある程度のものは全部受け入

れてできるような、許容範囲の大きいそういうシステムをつくっていただきたいと

いうように思います。いかがですか、町長。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 同じような懸念を私もいたしまして、産業振興課長と話をした

ところでございまして、その中で課長は、農作業の後の道端の草とか、その水土里

サークルでやるその作業後の伐採したものとか、それから今おっしゃったように家

庭でやる伐採したもの、それから工事の後の材料とか、そういうものの中から使え

るものは何とか、何でもかんでもできるだけ運び込んでやってまいりたいという話

をされましたので、ああなるほどなと思いながら納得をしたところです。とにかく

作業効率が上がりますと、やはり原料が不足するんではないかなという懸念はあり

ますので、そういうところはまたみんなで話し合いながら解決してまいりたいとい

うように思います。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） お答えいたします。 

先ほど林議員からも申されましたとおりに、敷料の効果に関しましては、以前こ

ちらにおられました先生がまとめて林議員が報告したとおりです。効果的ではござ

いますが、現在、３００頭近くぐらいの牛が与論で死んでいます。やはり畜舎内の

環境がまず第一に考えられるのですが、死亡牛の大きな要因としましても、親牛は、

牛舎の下がコンクリートということで、滑りやすくなっています。そこで、股さき

とかそういった原因とか、あと子牛が湿地帯というか、環境が悪いせいで親牛から

飲んだときの乳の量で、下痢とか風邪とか、そういったもので結構死んでいる関係

上、こちらも先ほど町長の答弁もありましたように、敷料に関しては喫緊の課題だ

と検討しています。 

現在、担当とも話しているところですが、いくつかの機器があるということで、

視察研修はその種類というか、機種検討を行うために予定はしておりましたが、こ

のコロナ禍が終わり次第、落ち着き次第、機種に関しては早急に対応してまいりた

いと、視察研修して機種選定に向けてまいりたいと思います。 

また、先ほどから材料につきましても町長の御答弁にもありましたように、今、

考えているのが今やっている個人宅、個人からの伐採木や、あと建設課サイドでい

ろいろ掃除されたときに、結構持ち込めなくて場所に山積みしていますので、こち

らも有効使用しないと環境への負荷も出てきますのでそういったもの、あとは県道

から出る雑木とか、先ほどもありましたように農地水の活動、そういった集落から

協力して出てくる雑木とか、そういったものを今まで負の材料だったものを、付加
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価値を付けることによって畜舎に使って、資源リサイクル、循環型農業とか、そう

いったものに取り組んでまいりたいと思いますので、こちらの方は喫緊の課題とい

うことですので、次年度以降、申し上げましたとおり計画をしているところです。

以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ありがとうございます。この敷料化ラブセンターの役目という

のは大きいものがあるのですよ。これは大変効率的な運用をすれば、牛の死亡率も

低くなるし、農家の所得も多くなるし税金も多く取れるということで、町の財政も

少しは潤うと。それとまたいろいろな意味で、たくさん敷料をすることによって、

し尿が外に出さなくてもいいという、そういう環境整備もできると私は思っていま

す。全部それを吸ってですね。そして、外に出すときにはまとめて肥料として使う

ということであれば、地下水汚染についても大分役に立つという、大きな役目を

持っているということですので、今の状況で言いますともったいない、確かにあの

施設はもったいないです。もっとあれを金をかけて大きな能率を上げてやれば、島

中に恩恵があるというように私は見ていますので、農業だけではなくていろいろ与

論町民の役に立つということが、私は一番すばらしいラブセンターの役目であると

いうように思っていますので、是非お願いをしたいと思います。これは至急です。

大至急お願いします。再来年、５、６年後といったら何の意味もないですからね。 

それでは、続きまして、耕畜連携について、サトウキビと生産牛の耕畜連携実証

が現在なされていることに対し、若い農業後継者の与論農業に対する前向きな考え

に大変頼もしさを覚えているところです。以前にも、耕畜連携に対する取り組みが

なされましたが、そのときは、取り組みが現状の必要性に合致しておらず、継続さ

れずに尻すぼみになっていたと記憶をしています。与論の有効耕地面積である１,

０００町歩の狭い耕地面積での各種の農畜産物生産を営む上で、土壌条件に対し必

ず無理がくると考えられます。それと労働力等々に大変有効であるかというように

考えます。 

今度は耕畜連携事業について、拡大定着が必ずできるように取り組みに万全を期

していただいて、是非これが全農家が耕畜連携ができるような、そういうあくまで

もサトウキビと畜産だけじゃなくて、サトウキビとほかの園芸、あるいは畜産と園

芸、そういう形の耕畜連携に発展していって、与論町のこの小さな島、耕地面積の

狭いところでも永久に永遠に農業ができる、またすばらしい農業ができるようなそ

ういう土壌をつくっていただきたいというように切に希望いたします。 

最後にもう一回、また山下課長の意気込みをお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 
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○産業振興課長（山下秀光君） ありがとうございます。今、話がありました耕畜連携

ですが、今現在９人の方々、サトウキビが４人、畜産が５人ということで、９人の

方々によってやっているところです。そもそも耕畜連携の始まりと申しますと、生

産牛の増加に伴い、家畜糞尿の余剰堆肥の有効活用や自給飼料の確保が課題になっ

てきたということと、あとサトウキビについては、特に大規模経営農家の堆肥の施

肥量が少なく、土づくりとか夏植えまでの間、特にハーベスタを乗られている方々

が、次の春植えができませんので、夏植えまでどうしても置いておくということで、

その期間畑が荒れ放題になって、なかなか作業労働力の確保ができないという、そ

もそもそういった形が出てきておりまして、そういった形を解消しようということ

で、サトウキビへの新たな堆肥供給を構築し、より一層の堆肥活用に取り組むこと

で、余剰堆肥、先ほどから申しましたとおり、余剰堆肥があることによって、環境

とかまだいろいろな問題がありますが、そういった余剰堆肥の体力確保とか、そう

いうことによって牛舎周辺の環境改善対策、堆肥の活用による土づくりで、サトウ

キビの生産向上というのですか、反収向上を取り組もうという計画、また、サトウ

キビにおいてもサトウキビ収穫後に飼料作物を作付けし、今まで遊休だったほ場を

有効活用することによって、畜産農家におかれましても粗飼料確保ということで、

作物間の競合もなくなりますし、軽減もされます労働力の確保もできるということ

で、そういった取り組みで、今のところは主にサトウキビ農家と畜産農家で始めて

いるのですが、今後、林議員からの話もありましたように、こういったものをいろ

いろ実証とか、そういった中で取り組んで、いい事例として、ほかの農家さんにも

広がっていけるような感じで取り組んでいければなというように思っていますので、

こういった優良事例をもとに、一段の定着とか紹介ができたらなというように思っ

ているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ありがとうございます。少子高齢化というその時代に、段々

じゃない、もうすでに少子高齢化ですので、やはりこういう新しい取り組みという

ことを率先してやっていただきたいというように思います。 

それから、最初に質問いたしましたこの差別化と区別、あれを、すみませんが舌

足らずでなかなか納得しておられないようですので。そこで、この証明書を持って

いって差別をしなさいということじゃないのですよ。直接お客様に触れるそういう

職種、あるいはお客様と対話する職種というのは、やはりドキドキしながら対話し

ているのです。その中で、お客様が帰った後のその処理というのも全然違うのです。

わからない方が帰っていった後は、徹底して掃除をしないといけないのです。消毒

しないといけないのです。だけど証明を持ってきた人は、ただ汚れたところだけを
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拭いて対応できる、そういう後の接客の差が出てくるのですね。特に宿泊施設なん

かだったら膨大な差が出てくるのです。大きな差が出てくるのです。 

宿泊施設では、何もわからないこの方はという方については、トイレに行ったら

トイレの後で追いかけていって消毒をして掃除をして、その部屋から出ていかれた

らそこを徹底して消毒をすると。消毒をしなさいというそういう国からの命令です

からね、そういうのも徹底しなければいけない。しかし、そういう証明があって私

は安全ですよという方がおられたら、その方たちは普通の対応でできるわけですの

で、時間的にもコスト的にも大きな違いが出てくるのです。そういうことも兼ね

あって、やはり差別化でなくて区別をして対応ができるような、そういうシステム

を構築していったほうが、やはりクラスターの発生率も少ないのではないかなと、

私は思って言ったところですので、是非御理解をしていただいて御検討いただきた

いと思います。この６０人余りの方の要望は、そういう切実な悩みで訴えられてき

ているわけですので、是非お願いをしたいと思います。 

ちょっとさかのぼって、またして大変申しわけありませんでしたが、これで一応

私の質問は終わります。 

最後に、冒頭で申しましたように、一日も早いコロナ禍の収束に向けた皆様方の

懸命なる対応並びに御努力に対し、厚く御礼申し上げ、質問をいたしました項目に

ついて、今後の取り組みに、絶大な取り組みに御期待を申し上げ、一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） これで４番、林隆壽君の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩したいと思います。３時２５分まで休憩したいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時１１分 

再開 午後３時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

７番、大田英勝君の発言を許します。 

７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 皆さんこんにちは。ひととき比較的収まっているかのようだっ

た新型コロナウイルスの感染状況が、デルタ株の出現により状況が一変し、全国で

は1日の感染者が２万５０００人を超える日まであり、４度目の緊急事態宣言が発

出され、予断を許さない状況が続いています。鹿児島県でも鹿児島市、霧島市、姶

良市にまん延防止等重点措置が適用され、感染者が２００人を超すような日が続く

など、逼迫した状況となっています。一方、本町においても７月に３度目のクラス
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ターが発生して以来、散発的に感染者の発生が続き、緊迫した状況は変わっており

ません。改めて町民一人一人に基本的な感染防止への取り組みが求められています。 

それでは、令和３年第３回定例会に当たり、先に通告した件について質問をさせ

ていただきます。 

１ 「生理の貧困」への対策について 

(1) 新型コロナウイルス禍等による経済的な困窮から、生理用品を買えない

「生理の貧困」を訴える女性の声が全国的に広がっていると聞く。児童・

生徒や学生に多い「生理の貧困」が本町においてはどういう状況なのか調

査を行い、対策を講じる必要があると考えるが教育長の見解を伺いたい。 

２ コロナウイルス感染対策としてのトイレの洋式化について 

(1) 本町の学校を含めた公共施設及び公衆トイレの便器の総数は何基か。ま

た、そのうち洋式は何基となっているのか。洋式はふたを閉めて流せるの

で、和式より飛沫飛散のリスクが低いとされる。県も感染対策として、７

つの文化施設及び体育施設のトイレの洋式化の予算を計上し、洋式の割合

を４７％から７２％まで引き上げるという。本町でも感染対策及び高齢者

対策として、学校や公共施設トイレの洋式化を推進する考えはないか。 

３ 防災無線の自局放送方法の改善について 

(1) 防災無線が新しくなり、防災への備えが強化されたことは誠に喜ばしい

ことである。しかしながら、以前は自治公民館内で自局放送ができたが現

在のシステムでは外の拡張器の下でしか放送ができない仕組みとなってい

る。しかも、機器が３メートル程の高い位置にあるため、放送は脚立の上

で行う必要があり、とても危険である。ついては、これまでのように自治

公民館の中で放送ができるようシステムの改善を図る考えはないか伺いた

い。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは、生理の貧困の対策についてお答えいたします。 

御指摘の「生理の貧困」については、現在社会問題となっていることは理解して

います。内閣府共同参画局の第２回調査概要によりますと、鹿児島県の取り組み自

治体は２％であり、低い状況です。与論町教育委員会においても、学校での児童生

徒対象の調査は行っていません。また、学校においても、そのような件に関する相

談等を受ける事例もないようです。この問題は、貧困問題も含め、ジェンダー平等

の問題にも関わり、さらに、なかなか声には出しづらい問題であるとも思われます。 

女性が生活しやすい社会づくりに関係する大切な問題だと認識していますので、
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関係課・機関と連携し、この問題の啓発、相談窓口の設置、困っている方への支援

を含め検討したいと考えます。 

今後、まず学校においては、児童生徒の実態把握を検討してまいりたいと考えて

おり、実態に基づいた対応策の検討を行いたいと考えます。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） それでは、トイレの洋式化についてお答えいたします。 

町内の学校を含めた公共施設及び公衆トイレの大便器の設置総数は３６５基あり、

そのうち洋式便器は１９０基となっています。小中学校及び社会教育施設を除いた

場合、大便器の設置総数は１８７基あり、そのうち洋式便器は１２３基となってお

り、洋便器率は６６％となっています。 

それぞれの施設において個別に検討する必要がありますが、町民が利用しやすい

よう、トイレ環境の改善に向けた検討をしてまいりたいと考えています。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） それでは続きまして、トイレの洋式化についてです。 

教育施設で申しますと、小中学校全体の便器設置総数は１１４基あり、そのうち

の２６基が洋式便器で洋便器率は２３％という状況です。 

今後、順次整備を進めていく計画としており、茶花小学校については、このたび

の９月補正でトイレの洋式化改修工事予算を計上しており、予算化され改修工事が

実施されますと２５基のうち１３基が洋式便器となり、洋便器率５４％となる予定

です。また社会体育施設の便器設置総数は７２基あり、うち４５基が洋式便器で、

洋式便器率６３％の整備率となっています。 

今後も、各施設のトイレ環境改善に向けたトイレの洋式化改修を計画的に進めて

まいります。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 続きまして、防災無線の改善についてです。 

令和元年度、令和２年度に整備いたしました新防災無線設備は、御指摘のとおり、

拡声子局装置の位置が地盤面から２メートルから３メートル高い位置に設置されて

います。新防災無線設備の整備計画において、消防庁資料から「無線設備の停電・

耐震対策のための指針」が発出されており、その中で基盤や蓄電池を含む拡声子局

装置は、水没回避の対策として高所に設置するよう示されています。このことから、

屋外拡声器鋼管柱の拡声子局装置の設置位置について設計を統一し、町内全３６カ

所について整備したところです。旧防災無線設備は、各自治公民館の中での放送を

可能しておりましたが、新システムにおいては、携帯電話や固定電話の番号を事前

登録することにより、町内外の各所からも放送可能としています。つきましては、
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各自治公民館に対して、使用マニュアルなどを作成し、利用方法について周知徹底

を図ってまいりたいと存じます。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） ３月に放送されましたＮＨＫの「おはよう日本」で、大学生の

５人に１人が生理用品の入手が困難となっているなどと、日本でも生理の貧困が広

がっているとの報道があり、その後「クローズアップ現代」でもこのことが取り上

げられ、生理の貧困が全国的に広がっていることが浮き彫りになりました。私はこ

の２つの番組は見ておりませんが、８月１１日の「生理の貧困救え」との南日本新

聞の記事を見て、初めてこういう問題があるんだということを知り、これは何とか

しなくてはならないと強く思いました。 

今年２月から３月にかけて、大学生などが行ったインターネットでのアンケ―ト

調査によると、「過去１年間に経済的な理由で生理用品を買うのに苦労したことが

ある」と答えた人が２０％、「買えなかったことがある」と答えた人が６％いまし

た。「生理用品を交換する頻度を減らしたことがある」と答えた人は３７％、トイ

レットペーパーなどで代用したことがある」と答えた人も２７％に上っており、こ

れは決して見過ごすことのできない問題だと思います。本町においてもこういう実

態があるのかどうかはわかりませんが、あるかもしれないという前提で対策を講じ

ていく必要があると思います。 

ところで、内閣府男女共同参画局の調査によりますと、「生理の貧困に関わる取

り組みを実施した」あるいは「実施を検討している」と回答した地方公共団体の数

は、５月１９日の時点での第１回調査では２５５団体でしたが、７月２０日時点で

の第２回調査では、倍以上に増え５８１団体となっています。残念ながら先ほどの

答弁にもあったとおり、鹿児島県は７月２０日時点での取り組み状況は、全国で最

下位となっており、その時点では４３市町村中、霧島市だけが検討を進めており、

７月下旬に生理用品の配布が始まりましたが、実施率はわずかに２％という結果で

ありました。そのほかにも各都道府県の場合ですが、１０％に満たないところが６

道県もありました。一方実施率が７０％以上のところもあり、広島県の７９％を筆

頭に、東京都が７６％、神奈川県が７４％、埼玉県が７２％、石川県が７０％と

なっています。鹿児島県は実施率で最下位ではありましたが、その後日置市では、

６月定例議会で支援のための補正予算を可決させ、県内自治体としてはいち早く、

９月から学校や公共施設で生理用品の配布を行う予定となっています。 

日置市では、国が５月に地方公共団体の取り組みを発表したことを受け、市内の

小中高校に聞き取り調査を行い、一部の児童生徒から希望する声があったので予算

化したとのことです。教育長がかつて勤務されたことのある日置市教育委員会です
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が、さすがの対応の早さに頭が下がります。本町でもこのような形で進めていただ

ければよろしいかと思いますが、教育長いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございました。大田議員からの質問がありまして、

早速学校と休みではございましたが語るところでしたが、実際養護教諭の部会の中

でも、まだこれは話題にも上らないということでしたので、この９月に入りまして

学校長を含めてどのような実態把握がいいのかということを含めながら、いずれに

しても今御指摘のあったように、必要な子供たちに届くような方向で検討してまい

りたいと、また実態も把握したいというふうに思っています。なかなか言葉に出せ

ない部分がありますので、これは学校のみでなく、女性の若い人たちの中にもそう

いう親に言えない、父子家庭であったり、家庭状況で旦那に相談できなくて、ほか

のこれを削ってでもというような状況もあるということを、ネットの中で私も見ま

して、何らかの形で声を出さなくてもそういうところに温かい手が届くような形を

養護部会等を中心に検討していこうと考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） ただいまもありましたとおり、この問題は答弁の中にもありま

すが、貧困問題を含め、ジェンダー平等の問題にも関わり、さらに、なかなか声に

は出しづらい問題であると書かれていますが、まさにそのとおりだと思います。で

すから、調査をしたからぱっと表に出てくるかどうかそれも含めて、もし調査して

ほとんどそういう困っているという状況が把握されなかった場合でも、ひょっとし

たら表に出ていないだけで実際はあるのかもしれないというところまで配慮をして

いただいて、対応をやっていっていただきたい。その辺をひとつ強くお願いしたい

と思いますが。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） 申し上げましたとおり、女性を含む関係の問題がありますか

ら、町民福祉課あるいは保健センター、そういった方々のところとも、正式な調査

でなくても、やはり聞き取っていくという、声を聞くという形の方法も検討しなが

ら、対応をしてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 長引く新型コロナウイルス感染症の影響等もあり、経済的困窮

から生理用品が買えない。生理の貧困というのが注目を集めるようになり、国や自

治体も支援に乗り出すようになりました。そのきっかけになった事例を１つ紹介し

てみたいと思います。紹介の後に町長と教育長から感想を一言ずついただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 
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これは今年３月にあった愛知県東郷町の子ども議会での提案でした。「どこのト

イレにもトイレットペーパーは常備されているのに、どうして生理用品はないの？

生理用品を学校の個室に常備していただければお金もかからないし、こまめに交換

できて、心も体も健康になると思います。」これは生理の貧困を知った当時小学６

年の、３月に６年生ですから今は中学１年ということになりますが、女子児童の素

朴な提案です。その後、この問いへの答えがさまざまな場所で聞こえてくるように

なりました。政府の方でも「生理の貧困にある女性や女子たちへの寄り添った相談

支援の推進は、今まさに取り組むべき施策だ。」と加藤官房長官が発言し、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大で顕在化した生理の貧困の対策に向けて、具体的な

調査を行うことが決まり、内閣府の地域女性活躍推進交付金が拡充され、使途に生

理用品の無料配布を加えることを決め、地域子供の未来応援交付金も拡充されまし

た。もちろんこれには国会における女性国会議員の後押しもありました。 

先の女子児童のけなげな提案から、わずか１カ月半。地域の大人たちがその声に

応えました。提案を知った東郷町の経済団体が、生理用品の購入費５０万円を寄附

し、中学校の保健室に段ボール箱２箱分の生理用品が届きました。担当の先生は

「保健室に受け取りに行くのではなく、トイレの個室で自由に取れるようにした。」

と言い、「本当に困っている子、声を挙げられない子もいると思うので、そういう

子供たちにとっては本当にありがたいと思う。」と話しています。 

このようにして、東郷町では町内全ての公立小学校・中学校のトイレに生理用品

が設置されました。しかし、寄附金頼みでは長くは続けられません。そこで東郷町

は新たな一歩を踏み出しました。「トイレットペーパーは常備品として設置してい

ますが、生理用品についても同様に常備備品として設置していく。」と井俣憲治町

長が宣言しました。そして、当たり前のものとして予算に組み込むことを決めまし

た。井俣憲治町長は、「今後は、ふるさと納税で集まったお金の用途としても加え

ていく方針であり、経済的な不安を取り除く大切さを考えたときに、小さな一歩か

もしれないが大きくこれが広がっていくと嬉しい。」と話したと言います。 

この愛知県東郷町でのエピソードについて、先ほども申し上げましたが、町長と

教育長から感想をいただきたいと思います。与論町でもそのようにしてまいりたい

という、踏み込んだ感想がいただければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 御提言ありがとうございます。まず学校に対する取り組みは、

女子便所、男子便所と違って変わっていますので、女子トイレに置けるというふう

な良さがあるのではないかなというふうに思いました。そういうところから取り組

めればありがたいなと、教育委員会とも話し合っていければと思っていますが、さ
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て一般のトイレはどうだろうかということになりますと、どうなのかなと、そこは

また考えていかなければならないと思います。とにかく男子トイレ、女子トイレの

区別があるところは、早急にできるのではないかなと思いますので、そのあたりに

ついては教育委員会と話し合ってまいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございました。一律全部常備するのかということ

も含めて、当然だと思いますが、公的に行うものが子供たちに、まずそういった本

当に困っている人たちが、自由に受け取れるということがわかるような説明の段階

も必要だろうということで考えますので、やはり困っている人に困ったことが行き

わたるように、周りの子供たちの配慮もしながら、丁寧に進めてまいりたいという

ふうに思っています。そのために日頃からその生理の貧困という言葉の問題でも、

学校で取り扱って自然と定着するような形に持っていきながら、配布も順次広げい

く形にしてまいりたいと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） できれば、公共トイレあたりの女子トイレの場合はいくらか備

わっていれば大変、先ほども申し上げましたように、感覚的にはトイレットペー

パーの感覚です。だけど男の場合はトイレットペーパーだけで事足りるのですが、

女性の場合はまたもう一つできればあったほうがいいというような感覚で、自然な

形で取り組んでいただければ、大変ありがたいと思います。 

一方、海外に目を向けてみますと、イギリスのスコットランドでは、全ての人に

生理用品を完全無償提供するという法案が、賛成１１２票、棄権１票、反対０票で

成立しています。またニュージーランドやフランスでは、全ての学校で生理用品の

無償提供をしており、アメリカのニューヨークでは、学校や避難所、刑務所で無償

提供をしています。またイギリスでは、一部の生理用品に対する税金を撤廃しまし

た。一方日本では、生理用品に消費税はもちろんかかっており、しかも軽減税率の

対象からも外されています。やはり外国と比べると周回遅れの感は否めません。残

念なことです。 

ところで、先ほどの国が行った調査によりますと、生理用品の調達元としては、

防災備蓄の活用が最も多く、次いで予備費を含む予算措置、そして企業や住民から

の寄附となっています。そこで、本町の防災備蓄の中には生理用品は備蓄されてい

るのか、いないのか。備蓄されているとしたらどれくらいの量なのか伺います。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 本町においての生理用品の備蓄については、現在のと

ころはございません。 
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○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） もしもそれがあるようであれば、それを手始めに各学校の女子

トイレとか公共施設の女子トイレにということで提案しようかなと思ったのですが、

備蓄がなければ残念です。今後は災害とかであれしたときには、そういったのも備

蓄の品として、全国的にもほとんど当たり前のように備蓄をされているようです。

それの配布の仕方についてもいろいろこれまでも問題があったり、男性の職員が

配ってみたりとか、１個ずつしか配らないので何回も何回も手を出すのが出しづら

かったとか、いろいろな問題もあるようですが、是非ともまた備蓄の方でも、その

辺も検討をしていただければと思います。 

国がした調査の中で、各都道府県の各市町村のこんな形で取り組みをしていると

いうようなのがまとめられたのがあったのですが、残念ながら、やはり生理用品設

置の取り組みを継続して続けているという自治体は意外と少なく、多くの自治体は

生理用品を一旦一定量準備して、配布はするのですが無くなり次第終了というよう

なのが多いのが実態のようです。これでは問題の抜本的解決には程遠いと言わざる

を得ません。生理の貧困の問題は、女性の尊厳にも関わる重大な問題です。誠の島

とも謳われている我が与論町にふさわしい心のこもった優しい対処方法を今後模索

していっていただきますよう、切に町長、教育長に要望したいと思います。よろし

くお願いいたします。もし、一声あれば。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 大変ありがたい提言でございました。トイレットペーパーと同

じように考えて扱うべきだというふうなお話でございましたが、本当になるほどな

というように改めて思うことでございました。まずは、どういうふうに設置できる

のかというようなことを、予算にもどうすればいいのかということを研究してまい

りたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 次に移りたいと思います。 

トイレの和式・洋式の率が先ほど答弁の中でありましたが、公共施設及び公衆ト

イレの大便器の設置総数が３６５、そしてその中で洋式が１９０、５２.１％の洋

式率となっています。できればこれを最低でも７０％以上、できれば８０％ぐらい

を目指して目標に頑張っていただければ大変ありがたいと思います。その中で、小

中学校が非常に率が悪いですよね。現在２３％しか洋式率がないということで、茶

花小が改善されても５４％、その他の学校はもっと低いということで、何とか７

０％、８０％を目指して頑張っていただければと思います。今ですと、通常のとき

よりはコロナの関係もありますので、自分の手出し、持ち出しは比較的少ないので
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はないかと予想されるのですが、このコロナ対策その他でもまた予算が浮いてくる

可能性がありますので、是非とも今の機会にそれを取り組んでいただきたいと思い

ます。 

これはコロナになる以前から高齢者への対策、障がいのある人への対策として、

和式から洋式へという話は以前に私もしたことがありますし、そういう流れはあり

ますので、是非ともこの機会に積極的に切り替えを頑張っていただきたいと思いま

す。一声だけよろしいでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。この公共トイレの洋式化の問題ですが、

大便器が１個あるところ、２個あるところあるいはそれ以上あるところを考えてみ

ますと、どうしても和式じゃなければという人も居ます。また洋式の方がしやすい

というところで、だんだんだんだん洋式率を上げていって、できるだけ前に進めて

まいりたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町岡教育長。 

○教育長（町岡光弘君） ありがとうございました。小学校、中学校はまた３小のバラ

ンスも考えながら、学校の使用率を考えて、例えば和式ばかり並んでいるところは

急いでそこの方からとか、老朽化の対応もありますので、なるべくそういうふうに

して率を高めていくように要望を聞きながら、順次整備を進めたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） ありがとうございます。そのように取り組んでいただきたいと

思います。ところで１点だけ聞くのを忘れたのですが、総合グラウンドのトイレは、

和式、洋式どういうバランスになっているのかわかりますでしょうか。 

○議長（髙田豊繁君） 川上生涯学習課長。 

○生涯学習課長（川上嘉久君） お答えいたします。 

総合運動場のトイレは、和式が２つ、洋式が２つになっています。総合運動場の

外のトイレですね。 

○７番（大田英勝君） そうです。 

○生涯学習課長（川上嘉久君） 外のトイレは今申し上げましたとおり、和式が男が１

つ、女が１つ。洋式が男性用が１つ、女性用が１つになっています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 以前、総合グラウンドのトイレについても、何か洋式化ができ

ないかというような要望をいただいたことがあって、もう膝が痛くてできないとい

うことで、そういう話を聞いたことがあったので、今思い出してでした。できるだ

けその辺のもうみんな次々私も含めて、やがてみんな膝が痛くなるような年代に入
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りますので、ひとつ自分のためにするのではなくて、今のお年寄りのためにして、

それを自分でも使うという気持ちでお願いしたいと思います。 

次に移りたいと思います。この防災無線の自局放送についてですが、何かすごく

すばらしい最新のような答えがあるのですが、これは具体的にはどのような形で放

送をするのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） 御質問の件は、例えば朝戸の公民館の何かをされると

きに、今までは各公民館のところで放送ができたけど、今新しい方になったときに、

高くなって危険であると、そういうことかと思いますが、今回もともと東日本大震

災で津波があって、そこで防災無線が倒壊してほとんどが使えなかったというとこ

ろから、消防庁の方からそういった自局放送とバッテリーの設置位置が決められて

います。当然与論町の南海トラフの津波想定からはみんな外れてはいますが、想定

外ということもありますので、与論町としては高い位置の拡声器も全て下の方がで

すね、地盤から２メートルに設置しています。高くなりますけど、そういった今ま

で自治公民館で可能としていたのですが、今回は、例えば携帯電話も公民館長の携

帯電話、それから自分の自宅の電話、それから基地局の方に電話がいって、その電

話がその拡声器を通して各集落、全体、個別とか特定の場所とか全域とかも可能と

なっておりまして、島内に限らず島外からも、例えば鹿児島出張した際でも、そこ

から登録さえしていれば放送は可能となっています。ですので、自治公民館に入っ

てやるということは、今のところはあまり必要ないのかなということで、それで対

応いただけたらと思います。自治公民館長にもそういうふうな使い方ができるとい

うお話をしてあったのですけど、ただ具体的にどうすればできるかとか、登録とか

がまだでしたので、その辺をまた自公連の方でまた説明もして進めてまいりたいと

思います。 

また、その館長だけではなくて、例えばその自主防災組織になっている担当の方

とか、多分放送を想定される方とかも全部登録をしておけば、どこからでも放送が

可能となりますので、そういうシステムになっています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） 何か夢のような話でびっくりしましたけど、私なんかは昔の頭

ですので従来のような感覚で、何とか公民館の中で放送させてくれということで、

安全のためにもまた地域のコミュニティの活性化のためにも、いろいろな形で放送

はすることが多いのですよね。地域活動が盛んになればなるほど、そういう放送の

機会というのはあるわけですので。昔なんかは子ども会の朝読み夕読みですとかそ

ういったのもありましたし、いろいろな団体からの自分の会員の皆さんへ、どんな
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行事をするから集まってくださいとか、そういう放送が頻繁に従来はあったわけな

のですけど、最近ちょっと減っているのかなと思ったりもしていたわけなのですが、

実際私も、たまたま今度老人クラブの会長になったものですから、何度か放送をし

たのですけど、脚立持って来て脚立の上から２段目ぐらいの上に立って、鍵をこじ

開けて、しかもボタンというかピンというか何か太いのではできないような、小さ

いボタンみたいのがあって、それを押したりしながら説明を前の会長から聞いて、

やっとこさで放送した覚えがあるのですけど。これは今のところ気をつけているか

ら大丈夫だけど、ふっと慣れてきて落ちたりしないかなと思って、ちょっと心配

だったものですからこういう質問をして、何とか公民館の中からできるような改善

ができないかということでお願いをしたいということだったのですが、そういう一

番最先端の機器であれば、またそういう具合に対応していくことができるのかなと、

それはそれで結構なことだと思います。ひとつまたそれをできるだけ早く、その周

知をしていただきまして、実際使ってみてうまくいった、これはすばらしいという

ことであれば、それはそれで結構なことだと思いますが、どうも使い勝手が悪いと

いう古い人間ばかりだったりすると、そのときはまた改めてお願いをしたいと思い

ます。 

そういうことで、以上で今日の一般質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君の一般質問を終わります。 

次は、２番、原栄徳君の発言を許します。 

２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） 最後です。通告した質問を行います。 

１ 与論町における介護保険サービスの利用状況と訪問介護への取り組みについ

て 

(1) 平成１２年度から介護保険制度が始まり、国民の義務として４０歳以上

は介護保険料を納めているが、与論町においての年間の納付金総額、現在

の介護保険サービスの利用率、利用状況について伺いたい。 

(2) 病気や障がいがあっても住み慣れた家で暮らしたい、人生の最後を自宅

で迎えたいと望む方々が増えていると聞いている。訪問介護の充実が求め

られているが与論町としての取り組み及び考え方を伺いたい 

(3) 進み行く高齢化社会への対応、障がいを抱える方々、訪問介護を望み必

要としている方々への最高のサービスを提供するため、地域に開かれた独

立した訪問介護ステーションの開設が急務だと思われるが、与論町として

現在の状況をどう考え、今後どのように対応していくのか伺いたい。 
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○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） お答えいたします。 

まず最初に、介護保険の納付総額それから介護保険サービスの利用状況について

です。 

本町の介護保険料は、所得段階の第５段階（基準額）が月額６,８００円で年額

８万１６００円に設定されており、令和２年度の本町の介護保険料現年度分につい

ては、１億１２３３万１９８０円の調定に対して、収納額が１億１１５２万８４０

円で、収納率９９.２８％となっています。 

滞納繰越分が、９２３万７０８０円の調定に対して、５９万６１１０円の収納で、

６.４５％の収納率です。 

現年度と過年度の合計が、１億２１５６万９０６０円の調定に対し、１億１２１

１万６９５０円の収納で、９２.２２％の収納率となっています。 

また、６５歳以上の第１号被保険者数が１,８３４人、要介護認定を受けている

方が３１７人で、認定率１７.２８％となっています。 

令和２年度のサービス別受給者数は居宅介護１,１５３人、地域密着２１１人、

施設介護が１,６６１人となっており、その保険給付費として居宅介護６４８５万

８０００円、地域密着が５３５３万９０００円、施設介護が３億９９５３万３００

０円となっています。いずれも令和２年度の実績です。 

なお、直近のデータによるサービスの利用率につきましては、第１号被保険者数

が１,８４６人、要介護認定者数が３２２人、そのうち何らかのサービスを利用さ

れている方が２５１人で、内訳が居宅介護１０３人、地域密着型の介護が１８人、

施設の介護が１３０人となっています。これは令和３年７月の調査です。 

次に２番目、訪問介護の充実についてです。 

令和元年度事業で実施した日常生活圏域ニーズ調査・高齢者実態調査によると、

将来希望する生活場所として現在の住居にずっと住み続けたいと思う人が、若年者

で６４.１％、一般高齢者で７８.２％となっており、やはり、住み慣れた自宅に住

み続けたい方が非常に多い結果となっています。 

現在、訪問介護事業所としては、与論病院の１カ所のみであり、介護福祉士３人

の従業員で利用者１３人ほどの訪問介護を行っていますが、全てのニーズに応えき

れていない状況です。 

本町は、施設サービス利用者が多い現状にありますが、高齢者実態調査において

は多くの方々が在宅介護を希望しており、通所系・訪問系サービスの充実が重要で

あると考えています。今後、町として、在宅での介護サービスの充実を図り、高齢

者が住み慣れた家で、いつまでも元気で働き続けることができ、介護状態になった
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場合にも住み慣れた家で家族と共に過ごせるような介護環境を整備できるよう、人

材育成等も進めてまいります。 

次に、介護ステーションの開設についてです。 

本町の６５歳以上高齢化率は３６.４％に達しており、今後も右肩上がりで高齢

化率が上昇する見込みです。 

与論町にとって、在宅介護サービスが少ないことが大きな課題となっていること

から、今年度より、将来的に訪問看護ステーション開設を見据えた在宅支援人材育

成事業もスタートしています。 

コロナの感染拡大で、思うような進捗が図られない部分もありますが、今後、さ

まざまな関係機関と連携して、訪問看護ステーションの立ち上げを支援してまいり

たいと考えます。 

また、現在社会福祉協議会において、今年中の立ち上げを目標に障がい者及び高

齢者向けの訪問介護事業所開設の準備を行っています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございます。関連した質問を何点かしたいと思いま

す。 

まず初めに、町長にお答えをいただきたいと思います。この与論町は、町内の高

齢者の方々にこの島でどういうふうに暮らしてほしいのか。どういうふうに生活し

ていただきたいのか。そこをお答えいただきたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） 自分も含めて考えてみますと、本当に自分が生まれたところで、

気兼ねない老後を過ごせればと思います。そのために、できれば子や孫に囲まれて

過ごせればいいなと思うのですが、なかなかそういうこともできませんので、何と

か最期まで夫婦で過ごせればいいなと思いますし、ほかのお年寄りの方々にも、本

当にそういうふうに過ごしていただければと思います。特に男性は１人で残ります

と、本当にああ、大変だなと思うこともありますので、そういうことを考えますと、

大いにグラウンドゴルフもゲートボールもしながら、元気で夫婦で過ごせればいい

なと。お年寄りの方にも、そういうふうに暮らしていければありがたいなというよ

うに思っているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございました。４０を過ぎると納付が始まるわけで

す。やはり今町長がおっしゃったように、本当に我々島に住んでいる高齢者は同じ

ような気持ちだと思います。そこで、それに関連した質問をしてまいりたいと思い

ます。 
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まず初めに、月額６,８００円を一人６,８００円、死ぬまで払うわけですよね。

夫婦だと２人払うわけ。そこで、この６,８００円、４０歳以上は支払いをしてい

るから、ほとんどの方はおわかりだと思います。しかし、４０歳以下は、どれぐら

い払ってどういうサービスを受けているかということは御存じないと思います。そ

こで、その６,８００円、現在与論町では、第１号からは強制的に年金から天引き

をして徴収していると。第２号の４０歳以上６４歳以下は、健康保険に加算して強

制的に徴収をしていると。これは納める義務、与論町の収納率を見ると、ほぼ１０

０％納めているという状況です。これは義務だから納めなければいけない。また、

受ける側も受ける権利があるわけです。その辺についてもあわせて質問したいと思

います。この６,８００円、これは鹿児島県の現在の市町村、４３ぐらいあります

けど、その４３市町村の中で、上から多く納めている順から、この与論町は何番目

に当たるか。町民福祉課長お答えください。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） すみません、今日ちょっと資料を持ってきていなかっ

たものですから、何番目ぐらいかというのはちょっとわからないのですが、高めの

部分はあるかなとは思っているのですが、これは一応その運営委員会の中で、みん

なで意見を交換いたしまして、実は何年か前に有料老人ホームを建設するというこ

とで、それに向けての保険料を計算した上で６,８００円というのを立てたわけな

のですが、実は、それがちょっといろいろと運営する会社の方の建設に向けての準

備の段階でいろいろと支障が出まして、建築上のコストの問題であったとかいろい

ろありまして、それがずっと延びておりまして、それで実際建設主が、その企業が

今度変わりまして、今度は徳洲会病院の本部の方で建設していただける運びとなっ

ておりまして、それをまた実際もうつくる準備をされています。そういったことで、

結局、その点でちょっと高めに設定した金額の上で、ちょっと黒字で基金に大きく、

現在は貯蓄されている状況ではあるのですが、運営委員会の中で、やはり将来的に

は非常に高齢化が伸びてくる、そしてまたその有料老人ホームも実際建設されると

いう予定であれば、一旦下げてからまた急に上げるのはちょっと大変ではないかと

いう御意見が大勢を占めたものですから、それでやはりそのまま維持しようという

ことで６,８００円ということで維持してございます。ですので、まだはっきりし

た事は言えませんが、令和５年ぐらいからその新しい有料老人ホームがスタートで

きると思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） この６,８００円というのは、上から５番目なのですよ。鹿児

島県で一番多いところは南さつま市の７,４００円、その次が鹿児島市と和泊町が
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７,２００円、その次が瀬戸内町で６,９００円、その次の５番目の我が町は６,８

００円なのです。各市町村ごとその３年ごとの見直しかな、毎年見直ししているの

かな、それで与論町は保留になっています。あとまた利用状況などによって加算さ

れるところもあるし、また今納めている金額より低くなっているところもあります。

この先ほども有料施設ができるということで、６,８００円は高いだろうが保留を

していただいているということを聞きましたが、じゃあその有料老人ホームができ

たときに、この６,８００円というのは上がらないわけですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 新しくできても６,８００円のままでいけると思って

います。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございます。そこで、介護サービスの体系として、

在宅、居宅サービス、訪問サービスの部分と、あと地域密着型のサービス、それと

施設型、今ここに３つのサービスがあるわけです。一番費用を必要としているのは、

この施設型なのですよね。ここはもう４億円、あと地域密着型、グループホームゆ

んぬだとかケアホームヨロンとか、あとは秀和苑ですかね。そういう関係が５４０

０万円。あとこの居宅介護、訪問介護とデイサービスですよね、今ほとんどお金を

使っているのは。これが６５００万円ぐらいという形になっています。この介護型

がもう１件増えると、私は相当な負担がこれは出ると思うのです。どうですか、そ

の辺は。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 今、秀和苑とかケアホームヨロンのお話が出たのです

が、そちらは障害の方に入りますので、この介護の方には含まれておりません。有

料老人ホームができることによって、確かに保険料が増えるであろうと見込まれた

点から、この６,８００円に以前の６,２００円から上げたわけなのですけど、これ

は一応９段階ございまして、その生活保護であったり住民税のかかっている非課税

とか、または所得によって段階が違いますので、全部が全部同じではないのですが、

確かに結構な負担であるという方も結構いらっしゃいますので、できれば保険料を

納めたらまた自由にサービスが受けられるような体制にしてまいりたいとは思って

いるのですが、ちょっとどうしても施設に入ろうとしてもやはり待機しなければい

けなかったり、あるいはまた自宅の方にいらっしゃりながら、サービスを受けたく

てもそれがなかなかできないという非常に厳しいところがあって、今後これを改善

していかなければいけないなと思っているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 
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○２番（原 栄徳君） では、グループホームゆんぬだけが、今介護保険の対応になっ

ているのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 地域密着型の５３５３万円についてはグループホーム

だけです。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） わかりました。そこで今課長から答弁もありましたが、その与

論にずっと住み続けたいという人が若者でも６４％いる。あと一般高齢者でも７

８％、８０％、ほぼ入院をされているとかを除けば、ほとんどだろうと思います。

そのためには、今有料ホームができたとしても、収容人数というのはもう限られて

くるわけですよね。限られた人数で多額の介護報酬を払うわけですよ。一番、その

島で欠けているのは、その答弁の中でも言うように、今人材育成もして介護ステー

ションも立ち上げる準備をしているということで、御回答はいただいたのですが、

その辺はっきり例えばいつ頃からどういった形でスタートできるとか、そういう目

途は付いているのですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 有料老人ホームについては２９床なものですから、そ

して自己負担も結構高いと思っておりまして、どうしても年金が高い人じゃないと

なかなか入れないような部分もあるのかなと思っているのですが、そういったとこ

ろで、できればその施設をつくる段階において、できればデイサービスができるよ

うな形にしてもらえるように、こちらとしてもお願いをしてまいりたいと思ってい

ます。 

訪問看護ステーションとか訪問介護事業所の開設の準備の件ですが、社会福祉協

議会の方で、現在特に障害者の方も家庭の方へ来て介護をしてもらいたいという

ニーズが結構高くなっておりまして、その面まずは社会福祉協議会の方で障がい者

を中心にまず始めて、そして与論病院で今やっているホームヘルパーについても、

全部が全部ニーズに応えきれていない部分がありますので、そちらもまた高齢者の

受け入れができるような形で準備を今進めておりまして、今年中には何とか、社会

福祉協議会としては以前もやっていた事業なのですが、改めましてまた県に指定認

定を受けてからスタートしようということでやっています。 

あとは看護ステーションにつきましては、まだ具体的なあれはできていないので

すが、一応関係者についてお話をしながら進めておりまして、やりたいというふう

に御意向のある方もいらっしゃいますので、これもまた再来年あたりにはできてい

くのではないかなと思っています。 
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○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございます。居宅サービスの方も介護の部分、これ

だけが非常に今サービスがほとんどできていない。与論病院においても、今１２人

はしていますよと言うのだが、与論病院に聞かれるともう人手不足だから全くでき

ないと、ほとんどやっていない状況なのです。それで一番町民が望んでいるこの訪

問介護支援、そういったことが一番与論町は欠如している。私たちは毎月６,８０

０円払っているのですよ。それも市町村から前もっての金まで徴収されているので

すよ、先ほどの回答だとね。まだ施設もないのに、そういう施設ができるから高め

に取っているよって、そういうのもおかしいんではないかと。できた時点でこうこ

うこうだから、現状はこう上げますよって。そしたら今サービスを受けられる環境

でもない、そういう体制もないのに、お金だけ先取りしているのですか。それは今

流行りの何とかグループの何とか集団みたいなもので、金だけ集めてサービスはで

きる状態じゃない。僕はその辺はちょっとおかしいと思いますが、どうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） この保険料につきましては、３年に１度見直しをする

ことになっておりまして、それで第７期の見直しをする段階で、有料老人ホームが

できるということの情報が入りまして、そうした場合にはその３年の間にできる分

を計算した上で、第７期の時に、一番第７期の一番最後の年にできるであろうとい

うことを見越して、その１年分を加算してその設定をしたわけなのですが、その計

画がちょっと計画倒れになってしまって、結局延びてしまったということでありま

して、大変残念な結果になってしまったのですが、その後、またその事業を引き継

いでいただいたのが、与論徳洲会の本部ということで、今計画を進めているところ

です。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） またその居宅サービスの分に入りますが、今訪問介護、与論病

院で今１２人程度を受け入れてやっているということになっています。与論町も第

８期介護保険事業計画、与論町のホームページに載っています。８３ページにわ

たって、延々とすばらしいことを書き上げて、やっている、やっていないは別とし

て載っていますが、そこの６８ページ、ネットのある方はすぐ開いてみてください。

そこに居宅サービス、その訪問介護の部分で、もう見込みとして令和３年１５人、

令和２２年度も１５人と、見込みですよ。これは何にもしないということではない

のですか。令和３年から令和２２年度まで同じようなことをするのですか。 

それと次、訪問入浴介護、介護等予防訪問入浴介護。これは令和３年から令和２

２年度まで、これは２０人と同じ年、同じサービスですよ、毎年２０人。老人は増
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えるのですよ、高齢者が。 

それと次、訪問看護介護、介護予防訪問看護、介護の方ね。これもゼロ、ゼロと

なっていてやらないということよね、令和３年、今年もやらない。令和２２年度ま

でやらない。 

訪問リハビリ、介護訪問のリハビリ部分もゼロ。令和３年度から何もしない、令

和２２年度までしない。居宅療養管理指導、非常に訪問介護にとっては必要な部分

だと思う。これもゼロ。 

あとはもう今、手をかけている福祉センターがやっているデイサービス、通所介

護ね。デイサービスはそれなりに毎年７、８人か１８人ぐらいずつは加算して、令

和３年は６９人、令和２２年度になると１１３人に見込みとしてなりますよという

ことになっているが、２０年間の間にこんな進捗状況じゃ話にならないのではない

か。どれだけお金を徴収するんだ。私たちは全然サービスを受けられない、もう死

んでしまう。だからその辺もちゃんと見直しをして、目を通してみてくださいよ、

６３ページ。みんなパソコンを開いて見てください。だからそういう状況では困り

ますよという話をしている。私たちは、介護保険制度が何のためにできたのか。町

民福祉課長、何のためにできたのかちょっと答えてみてください。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） これはやはりだんだん高齢化が進んできて、家庭の中

で介護をすることによって、家族が大変介護疲れをして仕事がなかなかできなく

なったりとかすることがあるものですから、やはり家族がちゃんと仕事に出られる

ようにするためでもあり、またやはりそういった介護施設等をちゃんと充実させる

ことによって、社会のそういった産業おこしにもつながるわけですので、大事なこ

とだと思っておりまして、ただこちらに上げていますのは、一応３期までの短期見

込みということで、ただやはりやるにおいても、その利用人数を増やせば増やすほ

ど、またそこのスタッフも増やさなければいけないことがございまして、そのス

タッフ自体の確保が非常に今苦労しておりまして、そのスタッフの養成にも、結局

ただ普通にしか来られない方をするわけにもいかずに、やはりその資格をちゃんと

取ってもらわなければいけない。そうなると、こういう離島の場合は、資格を取る

場合結構時間と金とそういったことがかかるということで、なかなかその人員確保

にも苦労しているところではあるのですが、そこである程度島外に出ていくための

旅費の補助とかもさせていただいているのですが、なかなかその辺人員不足といっ

たものがネックになっている部分もございます。 

ですので、今後ともいろいろな面で努力をしていきながら、人材育成とまたそう

いったサービス育成の充実を図っていけるようにしてまいりたいと思っています。 
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○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） 人材不足というのがネックだということですよね。何でその人

材を確保するための努力をしないのですか。資格を取るための支援をしてあげる、

今旅費がかかるから行く人がいない、やる人がいない。それを解決するのが行政

じゃないの。それはいつまで経っていつまでできるのですか、これは来年から考え

ていますって、今年度中の立ち上げを目標に障がい者及び何とかって書いてある。

これ、できるのですか。たった1人しか今看護師が来ていないでしょう。あれは民

間から来ているのか、それとも県の看護師協会から来ているのか。その辺の教育は

できるわけでしょう、人材を確保して資格は与論で取ってもらう。民間でもそれは

やっているのですよ、それは課長も御存じでしょう。一部の方が来てみんな集めて

やっているのですよ、無料で。何でそれが行政にできないの。金がかかる話ではな

いではないがね、かかっても仕方がないこれだけ保険料を集めているのですよ。そ

ういうことを真剣に考えて、人材が不足しているからできないと、それは言い訳に

ならない。ちゃんと人材を確保するためのいろいろ工夫をするべきだと僕は思うん

だけど。その辺はどうですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 今、その人材育成につきましても、社会福祉協議会で、

まず町内で人を集めて研修会をもつようなこともやっているわけなのですが、その

人数が少ないとまた開けない部分もあって、それが集まらないとできないというこ

ともあるのですが、また今年から島外にケアマネとかそういった資格を取るために、

行くための旅費を予算化いたしまして、その要項をつくりまして今年からそれを始

めているのですが、やはりそういった少しずつでも前進していけるような形でやっ

ていければと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） 是非そういうふうに進めていただきたい。これは人材が足りな

かったら人材を確保するのが、人材育成のために看護師さんを呼んだのではないの

ですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 大変スキルの高い方で、鹿児島県でもなかなかおられ

ない看護師なのですが、今回その方をお招きいたしまして、こうして実施している

ところでございまして、それは介護とはまた別に看護ステーションという形で介護

と看護とは別物なのですが、看護することによって介護と連携しながら在宅のサー

ビスができるのではないかということで、今与論病院にも相談しながら、またＯＢ

の方にも相談しながら準備を進めているところでございまして、ただまたいかんせ
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ん、このコロナのクラスターが起きたりしますと、またそこでどうしてもその看護

師の方もそれだけスキルの高い方なものですから、ついついこのクラスターへの対

応に県の方から依頼されてしまって、そちらの方にちょっとまた手を取られてしま

うということも生じているのですが、でも御本人大変努力をされておられまして、

着々と進めているものと思っています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） 僕も看護と介護ぐらいは、ちょっと勉強したからわかります。

看護師さんという仕事というのはもう多岐にわたるわけよね。いろいろな今地域包

括支援センターに看護師が1人、社会福祉士が1人いる。あれではとてもじゃないけ

ど島の看護状況を把握して、全部にサービスが行き届いて、全部に指導することは

まず不可能じゃないの。包括支援センター自体がもう四苦八苦していると思うのよ。

看護師は医療機関との連携もしないといけない、そして地域の相談にも乗らないと

いけない。各施設の相談も乗らないといけない、ありとあらゆる種類の包括的、本

当に何というのかな、全部が全部抱えているというね、僕はそういう状況ではない

かと思うのです。だから、もう少しその包括支援センターの人員も増加して、ちゃ

んとした町民に対してのサービスができるように体制もちゃんと整えるべきだと思

うのですが、そこはどうですか。包括支援センターは間に合っているのですか、社

会福祉士と看護師だけで。僕は、相当四苦八苦していると思うのですけどね。今は

もうコロナ期でコロナ対応が大変だろうけど、だから今肝心な部分はもうそっちの

けではないかと思いますよ。だからその辺の充実、本当に大変な部署だと思うのだ

が、なんせ人だからね、人が必要なのよ、人なりだから、何しようと。人材確保、

人材育成、これが一番なのですよ。ただ、このお金をかけて呼んできても、その方

はしばらくしたらいなくなるのではないの。その看護師さんというのは何年契約な

のですか。 

○議長（髙田豊繁君） 田畑町民福祉課長。 

○町民福祉課長（田畑文成君） 包括支援センターにおきましても、その現在、看護師

と社会福祉士２人と会計年度任用職員としてケアマネが２人いるのですが、それで

またできれば作業療法士等が必要ではないかということで、募集をかけてもなかな

か応募がなくて、確保できていないのですけど、また現在おられる認定看護師の方

は一応２年間を予定しておりまして、一応契約そのものは１年１年で更新という形

ではあるのですが、２年間の間にその看護ステーションを立ち上げてまいりたいと

いうことでお願いをしているところでありまして、看護ステーションを立ち上げる

だけではなくて、また与論にいらっしゃる看護師の方々のスキルアップの講習とか

そういったことも目的にしておりまして、最終目的としては、訪問看護ステーショ
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ンを立ち上げることを目標には望んでいるところです。本当にその方がおられるこ

とによって、このクラスターにつきましても大変助かっておりまして、いろいろな

面で支援していただいています。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君。 

○２番（原 栄徳君） ありがとうございます。令和７年になると高齢化率も４２％ぐ

らいになるわけですよね。是非、本当に人材確保は大変でしょうが、人材を育成し

ながら、あと５年、１０年の話じゃないよ。もう早急にやらないと、これこそ払い

損ですよ、これは。健康だったらいいよ、健康でぽっくりいけばね、問題はない。

必ずどこかね、あちこち痛くなるだろうし。今の施設では、もうまるっきり絶対足

りないわけですよ。やはり今の訪問介護の部分をね、徹底的に充実していかないと。

まだ我々は元気だからね、そこまで何も不自由を感じていないが、もうすぐ感じる

ときが来るのですよ。だから是非、訪問介護の部分を徹底して、これはもう絶対や

らないといけないのです。施設だけに頼っているともう大変なことになるのですよ。

どれだけ介護保険料を支払わなければいけないのか。そういう面もよく考えていた

だいて、訪問介護の分野を、一番今欠けている分野を充実していただきたい。そし

て先ほど町長が言われたように、本当にこの島に生まれて良かったと、生まれて良

かったという島をつくるのが我々の役目ではないかと。町長はことあるごとに言わ

れています。本当にこの島に生まれて良かったんだという島をつくりたいと。みん

なで協力して、もう目の前に来ているのですよ、我々は。だから是非命がけで、町

民福祉課長大変でしょうが頑張っていただきたいと思っています。みんなで本当に

この島は良かったと、死に際に思えるように島をつくりましょうよ。我々も協力し

ます。是非よろしくお願いいたします。 

早いようですけど、今日は以上で終わります。 

○議長（髙田豊繁君） ２番、原栄徳君の一般質問を終わります。 

これで本日の一般質問を全て終わりたいと思います。 

なお、この後議案審議が控えていますが、本日の定刻５時では議案審議が終了す

ることはできません。あらかじめ時間を延長したいと思いますので、御了承をお願

いいたしたいと思います。 

５分間だけ休憩したいと思いますので、よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後４時５２分 

再開 午後４時５７分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第４１号 与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第５、議案第４１号「与論町手数料徴収条例の一部を改正

する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４１号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例に

ついて提案理由を申し上げます。 

この改正は、平成３０年４月から、介護保険制度における保険者の機能強化を目

的に、居宅介護支援事業所の指定権限等が都道府県から市町村へ移行されたことに

伴い、指定や指定更新に係る手数料についても市町村の条例で定めることとなった

ことに伴う改正です。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４１号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４１号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例を採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４１号、与論町手数料徴収条例の一部を改正する条例は、原
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案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４２号 与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改

正する条例 

○議長（髙田豊繁君） 日程第６、議案第４２号「与論町国民健康保険条例の一部を改

正する条例の一部を改正する条例」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４２号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例について提案理由を申し上げます。 

この改正は、新型コロナウイルス感染症に感染した被用者等に対する傷病手当金

の支給について、支給対象期間を令和３年１２月３１日へ改めるものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４２号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号、与論町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一
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部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第４３号 令和３年度与論町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第７、議案第４３号「令和３年度与論町一般会計補正予算

（第５号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４３号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第５号）

について提案理由を申し上げます。 

歳入の主なものとしまして、普通交付税４億６３４４万円、障害者自立支援給付

費５６４７万円などを追加しています。 

次に歳出の主なものとしまして、障害者福祉費７５８２万６０００円、介護保険

事業費７４２８万９０００円、塵芥処理費１４４７万円などを追加しています。 

歳入歳出予算にそれぞれ２億５６８０万９０００円を追加し、一般会計予算総額

５０億３５４０万７０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

８番、野口靖夫君。 

○８番（野口靖夫君） １９ページを開けてください。産業振興課長、ここに５５０万

円の水産業支援特別対策事業ということで、水産物輸送コンテナが載っていますね。

これは本当にありがとうございます。というのは、私ども環境経済建設常任委員会

で８月２３日に４時から漁協の理事と意見交換会をいたしまして、どうしても輸送

コンテナが不足しておりまして、大変困っているという切実なお話を聞きまして、

これはやはり何とかしなければならないと、こう考えて町長にも、副町長にも、産

業振興課長にも申し上げてきたわけなのですが、ここに早速補正予算を組んでいた

だいて、今のこのコロナ禍で鹿児島に魚を送っても、魚価の値段が値崩れしてひど

い目に遭っていると。そういう中で、こういう困っているところに対策を立てて

やっていただいたことを本当にありがとうございます。 

もう２件だけ、是非ひとつこれも考えて検討しておられるという話でしたが、製

氷機。製氷機が今大島支庁と一生懸命交渉中だというお話を聞きました。これも町

長からお聞きしました。是非ひとつこれはものにしなければなりませんので、この

製氷機は漁民の命なのですよね。氷がないと本当に大変なのはわかりますから、お
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互いにわかっているわけだから、これは全力を挙げて是非やっていただきたい。お

願いします。 

それからもう１点は、国・県の支援で水産加工センター、施設、ここを整備して

いただいたと。そしてその中で稼働すれば稼働ほどコストがかかると。だから今累

積赤字が９００万円あると。この９００万円ある中で本当に体力が持たない。だか

ら、何とかこれもひとつ考えていただきたい。例えば、来年あたりから地域協力隊

あたりを水産振興のために充てるとか、あるいはまたある程度の援助金を年間計画

で出していただいて、足腰の強い水産振興をしていただくと、そのようなことをし

て考えていくべきだということが、非常に切実な訴えがありましたので、是非ここ

ら辺は御理解をいただいて、今度極力全力を挙げてやっていただきたいと思うので

すがいかがですか。まず課長から意見を聞きたいと思います。 

○議長（髙田豊繁君） 山下産業振興課長。 

○産業振興課長（山下秀光君） ありがとうございます。 

今野口議員がおっしゃったとおり、先般漁協さんの方から切なる願いということ

で緊急対策ということで、どうしても輸送関係に関してコンテナが不足していると

いうことで、なかなか獲った魚を送れない状況とかもいろいろありましたので、こ

ういったことを整備することによりまして、漁民の出漁意欲といいますか、そう

いったのを整備することによって生産向上を図るということで、今回漁協さんから

要望のありましたコンテナ、今まであったのよりちょっと補強型ということになっ

ていますので、補強型の５基を整備しているということで、今回の補正予算に提出

させていただいているところです。 

続きまして、製氷機に関してですが、こちらも総務の財政課と相談いたしまして、

是非これも早急にできるように今話を進めているところですので、こちらも引き続

き関係課とも協議しながら、早急にできるような対応を図ってまいりたいというよ

うに思っています。 

続きまして、加工関係なのですが、こちらも実際に漁協さんからの要望でどう

いった方々が必要なのか、どういった人材が必要なのか、今後そういった魚を確保

してどういった販路というか、そういったさまざまな対応ができるかといういろい

ろ要望を聞きまして、総務企画課長とも話をしまして、こちらもいろいろ対策を

練っていますので、引き続きこの２点に関しては、継続で取り組んでいるところで

すので、御理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ８番、野口靖夫君。 

○８番（野口靖夫君） 町長、大変しつこいようで大変恐縮ですが、今月の９日に、金

子代議士と県議の２人が与論に来られるのですよ。何を言いたいかと言いますと、
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せっかく来られるわけですので、今水産振興のことなのです。その中で、是非私も

口はばったいようで大変恐縮なのですけど、いつも言っているとおり、輸送コスト

支援事業、これは奄振の一括交付金ですよね。だからそれの交付金が、今、行きだ

けの運賃を見ているわけでしょう。だから、今度は帰りの空っぽのコンテナ、これ

は自己負担になるわけなのですね。そうなったら非常に漁民の方々の負担が大きい

と。だからこれはどうしても奄振のこの輸送コスト支援事業の枠を広げていただけ

るように、これは与論だけの問題じゃないと思うのです。沖永良部、徳之島、奄美、

もちろん与論島が一番状況不利地域ですから、与論は特別なのですが、与論の町長

からこういうせっかくの機会に、こういうことはあらゆる角度から要請していくこ

とができるではないかと私は思いまして。是非ひとつ来られたら、それを是非町長

の口から、要請していただけませんか。いかがですか。 

○議長（髙田豊繁君） 町長。 

○町長（山 元宗君） ありがとうございます。要請いたします。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） １点だけ、すみません。次の２１ページの目の中ほど、商工観

光等緊急経済対策事業費、右側の１８の負担金、補助及び交付金のところでその他

負担金、新型コロナウイルス感染症対策時短要請協力金市町村負担金７６９万７０

００円というのがあります。これは特定財源のところに数字が上がっていないので

すが、まずは町単で時短要請の協力金をお配りするという、支援するという意味で

しょうか。後で財源更生して国・県からの助成金に切り替えるという形なんでしょ

うか。ちょっと気になるのは、今鹿児島県は先ほども出たように、まん延防止等重

点地区になっているわけですが、離島は対象外となっているのですが、このあたり

との関係もちょっと含めて、わかるような説明を課長お願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

先月の２６日に、県の方から新型コロナウイルス感染症対策に係る飲食店の時短

要請の協力についてということで依頼がありまして、８月２０日から９月１２日ま

で２４日間お願いしますということで来たのですが、前の日に連絡が来まして、す

ぐに次の日に与論の飲食店の方にお願いしたところです。それで、協力金の方はた

だいまのとおり要請があったのですが、これはまた総務課と相談しておりまして、

臨時交付金の方に切り替えするというように私は考えているところです。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） 総務企画課長から補足説明を願います。 
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○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） これは国と県と市町村で、国が８割、県が１割、与論

町は１割ということで、与論町は一般財源で措置しています。後でその何かに財源

更生ではなくて、一般財源での措置と考えています。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） とりあえず一般財源で全部措置をしておいて、後で国・県から

何らかの形、例えばいろいろな形があるかと思うのですが、特別交付税であったり

あるいはまたほかの交付金であったりで、充当されるという意味ですよね。 

○議長（髙田豊繁君） 沖島総務企画課長。 

○総務企画課長（沖島範幸君） ちょっと違いまして、国は、別にこの協力金というの

が１３８億５２６４万円が協力金、うち国費が８割、県が１割、そして１割が市町

村ということで、その４３市町村のうちの与論町分が７６９万７０００円というこ

とで、これとは全く別で鹿児島県全体の協力金があって、ここにはちょっと国とか

県を含んだ形での財源構成にはなっていないのですけど、ちょっとわかりづらいで

すが、与論町分の負担金だけ一般財源で計上しているところです。 

○議長（髙田豊繁君） ９番、沖野一雄君。 

○９番（沖野一雄君） ごめんなさい、ちょっと長くなってしまいましたが、要はじゃ

あ県が吸い上げていく、国が一旦吸い上げて、今の重点地区となっている県本土の

向こうとかに回っていくお金になってしまうわけですね。与論町で独自に、与論町

で茶花のそういう飲食店とかに、そういうようなお金に直接回るわけではないわけ

ですね。了解しました。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） ちょっとだけ気になるのですが、２２ページ、ホワイトロード

舗装というのが１２０万円ありますけど、それをちょっとだけ説明をお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 町本建設課長。 

○建設課長（町本和義君） お答えします。 

こちらにつきましては、ホワイトロード舗装というふうに記載されていますが、

ホワイトロード補修でございまして、すみません。補修で現在宇勝・城線、空港の

ホワイトロード、コーラル舗装してございますが、そこのでこぼこ道等の補修工事

で計上させていただいています。 

○議長（髙田豊繁君） ７番、大田英勝君。 

○７番（大田英勝君） わかりました。観光客に人気のあるそこを舗装するのかと。 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 
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お諮りします。議案第４３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４３号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第５号）を採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第５号）は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第４４号 令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第８、議案第４４号「令和３年度与論町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４４号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、県支出金県補助金７６万５０００円を追加しています。 

歳出の補正としまして、総務費一般管理費３６万５０００円、保健事業費健康づ

くり推進事業費４０万円を追加しています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 
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お諮りします。議案第４４号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４４号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号、令和３年度与論町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第４５号 令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第９、議案第４５号「令和３年度与論町介護保険特別会計

補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４５号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算

（第１号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、国庫補助金２３万９０００円、支払基金交付金６万２０

００円、県補助金７万５０００円、一般会計繰入金７４２８万９０００円、繰越金

２９９９万９０００円を追加し、介護保険料７６５８万５０００円を減額計上して

います。 

歳出の補正としまして、総務管理費２７万１０００円、地域支援事業費一般介護

予防事業費６０万５０００円、諸支出金償還金及び還付加算金２７２０万３０００

円を追加しています。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８０７万９０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億６９５３万４０００円となっています。 
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御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４５号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４５号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号、令和３年度与論町介護保険特別会計補正予算（第１

号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第４６号 令和３年度与論町と畜場特別会計補正予算（第２号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１０、議案第４６号「令和３年度与論町と畜場特別会計

補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４６号、令和３年度与論町と畜場特別会計補正予算（第

２号）について提案理由を申し上げます。 

歳入の補正としまして、一般会計繰入金８万円を追加しています。 

次に、歳出の補正としまして、業務委託料８万円を追加しています。 

衛生管理上で作業台が必要なため特注し、業務委託料として計上するものです。 
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御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４６号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４６号、令和３年度与論町と畜場特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号、令和３年度与論町と畜場特別会計補正予算（第２号）

は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第４７号 令和２年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の処分

について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１１、議案第４７号「令和２年度与論町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４７号、令和２年度与論町水道事業会計未処分利益剰余

金の処分について提案理由を申し上げます。 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定による未処

分利益剰余金の処分です。 
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御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４７号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号については、委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４７号、令和２年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の処

分についてを採決します。 

お諮りします。本件は可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号、令和２年度与論町水道事業会計未処分利益剰余金の

処分については、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 認定第１号 令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１３ 認定第２号 令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入

歳出決算認定について 

日程第１４ 認定第３号 令和２年度と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 認定第４号 令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第１６ 認定第５号 令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程第１７ 認定第６号 令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について 
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日程第１８ 認定第７号 令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１２から日程第１８までの議案については、委員会付託

の予定ですので、提案理由の説明の後、総括的・大綱的な質疑にとどめます。 

日程第１２、認定第１号「令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について」

を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第１号、令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１３、認定第２号「令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第２号、令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘

定）歳入歳出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１４、認定第３号「令和元２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定
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について」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第３号、令和２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認

定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１５、認定第４号「令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算認定について」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第４号、令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１６、認定第５号「令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第５号、令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算
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認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１７、認定第６号「令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第６号、令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項

の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

るものです。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

日程第１８、認定第７号「令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定につ

いて」を議題とします。 

本件について提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 認定第７号、令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定

について提案理由を申し上げます。 

本案につきましては、地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第

４項の規定により、令和２年度の決算を別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に

付するものです。 
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御審議の上、認定していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提出者の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 特別委員会設置及び委員の選任について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１９「特別委員会設置及び委員の選任について」を議題

とします。 

お諮りします。認定第１号から認定第７号については、南有隆君、原栄徳君、林

敏治君、林隆壽君、喜山康三君、福地元一郎君、大田英勝君、野口靖夫君の８人の

委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにした

いと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第７号については、南有隆君、原栄徳君、林敏

治君、林隆壽君、喜山康三君、福地元一郎君、大田英勝君、野口靖夫君の８人の委

員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定し

ました。 

これから委員長及び副委員長を互選していただきます。 

暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後５時４２分 

再開 午後５時４２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

特別委員会の委員長及び副委員長が、次のとおり決定した旨通知を受けましたの

でお知らせいたします。 

委員長に林隆壽君、副委員長に野口靖夫君、以上のとおりですので報告を終わり

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（元
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井勝彦） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２０、諮問第１号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて提案理由を申し上げます。 

人権擁護委員法第９条により令和３年１２月３１日をもって、人権擁護委員の任

期が満了となります。これに伴い人格識見高く、広く社会の実情に通じ、これまで

人権擁護委員として町民の人権問題に携わってこられた元井勝彦氏を引き続き推薦

したいので、議会の意見を求めます。 

御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。諮問第１号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第１号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを

採決します。 

お諮りします。本件は、適任と認めることについて御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

は、適任と認めることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２１ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（松

山陽右） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２１、諮問第２号「人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて」を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて提案理由を申し上げます。 

人権擁護委員法第９条により令和３年１２月３１日をもって、人権擁護委員の任

期が満了となります。これに伴い人格識見高く、広く社会の実情に通じ、これまで

人権擁護委員として町民の人権問題に携わってこられた松山陽右氏を引き続き推薦

したいので、議会の意見を求めます。 

御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。諮問第２号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第２号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを

採決します。 

お諮りします。本件は、適任と認めることについて御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

は、適任と認めることに決定しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

明日は、午前９時から令和２年度事業個所調査そして決算審査特別委員会と続き

ます。 

なお、次回の本会議は９月１４日、午後３時に繰り下げて開くことにします。定

刻まで御参集願います。 

本日は、これで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後５時４８分 
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令和３年第３回与論町議会定例会会議録 

令和３年９月１４日（火曜日）午後３時００分開議 

 

１ 議事日程（第２号） 

  開議の宣告 

第１ 議案第４８号 令和３年度与論町一般会計補正予算（第６号） 

第２ 認定第 １号 令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

第３ 認定第 ２号 令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算認定について 

第４ 認定第 ３号 令和２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

第５ 認定第 ４号 令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

第６ 認定第 ５号 令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

第７ 認定第 ６号 令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

第８ 認定第 ７号 令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

第９ 陳情第 ９号 島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の健全

育成に努めること 

第10 陳情第１１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を

求める意見書の提出について（総務厚生文教常任委員長報

告） 

第11 陳情第１２号 飲食店及び酒類販売事業者への支援拡充について 

第12 発議第 ３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を

求める意見書の提出について（林隆壽議員ほか２人提出） 

第13 閉会中の継続審査・調査について 

総務厚生文教常任委員会、環境経済建設常任委員会、広報常任委員会、議会

運営委員会 

 

２ 出席議員（１０人） 

  １番 南   有 隆 君      ２番 原   栄 徳 君 

  ３番 林   敏 治 君      ４番 林   隆 壽 君 

  ５番 喜 山 康 三 君      ６番 福 地 元一郎 君 

  ７番 大 田 英 勝 君      ８番 野 口 靖 夫 君 
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  ９番 沖 野 一 雄 君     １０番 髙 田 豊 繁 君 

 

３ 欠席議員（０人）      欠員（０人） 

 

４ 地方自治法第１２１条による出席者（１８人） 

町    長 山   元 宗 君  副 町 長 久 留 満 博 君 

教 育 長 町 岡 光 弘 君  総務企画課長 沖 島 範 幸 君 

会計管理者兼会計課長 大 角 周 治 君  税 務 課 長 武 東 真奈美 君 

町民福祉課長 田 畑 文 成 君  環 境 課 長 朝 岡 芳 正 君 

農業委員会事務局長 久 野 泰 司 君  産業振興課長 山 下 秀 光 君 

商工観光課長 松 村 靖 志 君  建 設 課 長 町 本 和 義 君 

教育委員会事務局長 田 畑 博 徳 君  教育委員会生涯学習課長 川 上 嘉 久 君 

水 道 課 長 仁  和 男 君  与論こども園長 富士川 智恵美 君 

茶花こども園長 富   千加代 君  児童発達支援センター長 龍 野 勝 志 君 

 

５ 議会事務局職員出席者（２人） 

事 務 局 長 町   健司郎 君  書    記 池 田 レ ミ 君 
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開議 午後３時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 議案第４８号 令和３年度与論町一般会計補正予算（第６号） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１、議案第４８号「令和３年度与論町一般会計補正予算

（第６号）」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山 元宗君） 議案第４８号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第６号）

について提案理由を申し上げます。 

歳入に、財政調整基金繰入金２２４１万８０００円を計上しています。 

次に歳出としまして、商工費商工観光等緊急経済対策事業費２２４１万８０００

円を計上しています。 

歳入歳出予算にそれぞれ２２４１万８０００円を追加し、一般会計予算総額５０

億５７８２万５０００円となっています。 

御審議され、議決していただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といた

します。 

○議長（髙田豊繁君） 提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 負担金、補助及び交付金で６５０万円、貸付金で１５００万円

ということになっていますけど、これについて御説明をお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

町単独補助金の与論町事業継続緊急支援金につきましては、今回の鹿児島県の時

短営業ということで、飲食店また酒類の提供を行う事業者に、去年その前の３０％

以上売上げが減ったところに交付するという計画です。 

続きまして貸付金になりますが、貸付金は１事業所当たり５０万円を上限とし、

範囲内で貸付けを行います。貸付期間は４カ月間というふうに計画しています。以

上です。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） この交付金というか支給支援金の場合は、県の支援を与論町が

取りあえず肩代わりをして、早めに支援を行うということだと理解をしていますが、
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それでよろしいですか。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） はい、そのとおりです。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） 次の貸付金ですが、５０万円を上限で４カ月以内ということな

のですが、これはこの貸付けについては、大体人数的には業者さんは決まっている

のか。それとまた４カ月後の返済ですか。これは返済はいつになるのですか。緊急

貸付金ですから、この５０万円を借りていつまでに返すことになりますか。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ４カ月以内というふうになっています。 

○議長（髙田豊繁君） ５番、喜山康三君。 

○５番（喜山康三君） ５０万円を借りて、４カ月以内にまた返すということですよね。

これ今困っているのに、今５０万円借りて、例えば今日議決されて、じゃあ明日か

ら貸しましょうとしてもね、来年の３月ぐらいだけど、今年中か年末には返さなく

てはいけないような状況になるのですが、これは業者の支援になるのですかね。も

う少しこの貸付期間を延ばすこととか、そういういろいろなことは考えていらっ

しゃいませんか。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） こちらは、鹿児島県の時短の補助事業が最短の申込み

で２週間かかるということです。その間に、こちらの与論町の貸付金をお貸しして

つないでいただきまして、その県の６０万円なのですが、そちらが入ってから与論

町に返金していただくというように計画しています。 

○議長（髙田豊繁君） ８番、野口靖夫君。 

○８番（野口靖夫君） あのね、課長ね、今理解できるように説明しないと、私もそこ

で聞いていてびっくりしましたよ。本当に４カ月でまた払戻しをしないといかん。

そうなってきた場合には、最初のあなたの説明ですよ。聞いていたら本当これは大

変なことをしているなと、そうしか受け取れませんよ。だから、町長がびっくりし

てあなたの方を振り向いたりしておられたが、そこのところをしっかりはっきり

言っておかないと、もしも言わなければ暫時休憩でもお願いして、そうしないと誤

解を招いて。僕らは逆に誤解して、変な方向にいってしまう可能性がありますよ。

そういうことを気をつけて考えないと、僕もびっくりしました。 

○５番（喜山康三君） 議長、ちょっと暫時休憩して。 

○議長（髙田豊繁君） それでは暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 



 

（119） 

休憩 午後３時０７分 

再開 午後３時０８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   町長。 

○町長（山 元宗君） 先日、飲食店組合の会長さんやら商工会長さんが見えて、県か

ら時短に対する補償が出るんだが、それが出るのがひと月ぐらいかかるというよう

なことで、その間どうしても食いつなぎたいと緊急で金が要るんだというふうなこ

とで、その間何とか町から貸してくれないかと、そのつなぎをしてくれないかとい

うことで、県から補償が出たらそれで返すからその間のつなぎをというふうなこと

で、一応上限５０万円で組んでいます。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） １番、南有隆君。 

○１番（南 有隆君） これはですね、補助金、支援金というのは、やはり飲食店に

なってばかりでいますけど、ほかの業種にも手厚い支援というのをまずはお願いし

たいと思います。最近ようやく、観光客の方も入ってきてちょっとは上がってきて

いますが、やはりまだ１、２年前の状況に戻っていませんので、できればまた去年

か何かは、県の方がいろいろな業種を広げて支援をしていただきましたが、できれ

ばまた与論町からも、またもう一回幅広い業種に、観光関係のところはものすごく

多いです、宿泊業とかお土産屋さんだとか運送業とかいっぱいあります。それに対

して、できればまた支援をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（髙田豊繁君） 松村商工観光課長。 

○商工観光課長（松村靖志君） ありがとうございます。ただいま各事業所への支援事

業が国、県、町で１８の支援事業がありまして、そちらを有効利用しましてサポー

トしていければというふうに考えています。以上です。 

○議長（髙田豊繁君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。議案第４８号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員

会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号については、委員会付託を省略することに決定いたし

ました。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第４８号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第６号）を採決

します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号、令和３年度与論町一般会計補正予算（第６号）は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 認定第１号 令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第３ 認定第２号 令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳

出決算認定について 

日程第４ 認定第３号 令和２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 

日程第５ 認定第４号 令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第６ 認定第５号 令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

日程第７ 認定第６号 令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第８ 認定第７号 令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第２、認定第１号「令和２年度与論町一般会計歳入歳出決

算認定について」から日程第８、認定第７号「令和２年度与論町水道事業会計収入

支出決算認定について」までの７件を一括議題とします。 

決算審査特別委員会の審査の結果は、お手元にお配りいたしました委員会審査報

告書のとおりです。 

これから、認定第１号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第１号、令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定についてを

採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 
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認定第１号、令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算認定については、委員長の

報告のとおり、認定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（髙田豊繁君） 起立多数です。 

したがって、令和２年度与論町一般会計歳入歳出決算については、認定すること

に決定しました。 

次に、認定第２号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第２号、令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳

入歳出決算認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第２号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

については、認定することに決定しました。 

次に、認定第３号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第３号、令和２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第３号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町と畜場特別会計歳入歳出決算については、認定す

ることに決定しました。 

次に、認定第４号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第４号、令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
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算認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第４号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について

は、認定することに決定しました。 

次に、認定第５号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第５号、令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第５号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町介護保険特別会計歳入歳出決算については、認定

することに決定しました。 

次に、認定第６号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第６号、令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定についてを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第６号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算については、

認定することに決定しました。 

次に、認定第７号について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、認定第７号、令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算認定につい

てを採決します。 

この決算に対する委員長の報告は、「認定」とするものです。 

お諮りします。認定第７号は、委員長の報告のとおり、認定することに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和２年度与論町水道事業会計収入支出決算については、認定する

ことに決定しました。 

ここで、決算審査特別委員長の発言を許します。 

４番、林隆壽君。 

○議長（髙田豊繁君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時２０分 

再開 午後３時２２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） 決算審査の結果、次のことを意見として集約しましたので、議

長から執行機関の長に申し入れてくださるようお願いします。 

意見１ 地域おこし協力隊を活用した漁業振興や支援をしてはどうか、指定寄附を

活用した役場職員の研修を進めてはどうか、定住促進のための空き教員住宅

の活用ができるよう関係機関と調整を進めてみてはどうかの要望をいたしま

す。 

２ 税金の徴収で生活困窮者については手厚く支援できるように、縦横の連携

を取り、分納や生活保護など福祉の面からのサポートを行いつつ、コロナ禍

の生活に配慮した徴収活動を行っていくことを望む。 

３ 税は公平公正でなければならないので、不納欠損時効にならないように気

をつけること。一人一人の滞納者の実情を把握し、十分に気をつけて業務を

進めること。 

４ カーボンニュートラルについては、さまざまな方面から考えていかなけれ

ばならない。本町においては牛畜産のし尿処理問題の解決とあわせて、さま

ざまな脱炭素への取り組みが必要である。リサイクルセンターの福岡へのご
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み処理量について、値段交渉等をしてみること。 

５ 水道事業の徴収について、時効ということのないよう計画的徴収を心がけ

ること。水道水の水質検査の委託先、選出方法や飲料水ペットボトル販売量

など、いろいろな調査検討をすること。 

６ 住宅（空き教員住宅）の活用については、他の課と連携、情報を交換し、

住宅問題の解決に取り組んでいくこと。ウプインジュは更なる対策が必要と

思われるので、関係課と対策を進めていくこと。道路の幅員はのり面の構造

を工夫し、広くとって施工するよう検討すること。 

７ 家畜排せつ物の対策は生活用水等に直結するので、今後更なる対策は不可

欠であり、そのために何ができるかを考え、対策を進めていかなければなら

ない。有害鳥獣は増えてからでは後手に回るので対策をすること。試験栽培

の作物が、新たな特産品、加工品となるよう努力をすること。 

８ 観光地としての整備がなされた場所が、いつまでも観光地として魅力的な

景観であるよう関係機関と連携すること。デジタルマーケティングを活用し

た誘客、また、世界自然遺産登録に伴う沖縄全域からの誘客にも力を入れる

こと。 

９ 体育施設のアフターコロナの活用について、関係機関と連携し誘客のイベ

ント創出などヨロン島観光協会、商工観光課、スポーツ団体と連携し、施設

の活用をお願いする。また、教職員も与論の海を体験し、児童生徒へ魅力を

伝えることが郷土教育でもあり大切であるので、是非海と触れ合い、学べる

機会をこれからも企画すること。行事の統廃合について町民から意見が出て

いるので、検討をお願いする。 

以上。 

○議長（髙田豊繁君） ただいま決算審査特別委員長から申し入れのあった決算審査特

別委員会の委員会審査報告書に付されている意見は、本議会の意見として執行機関

の長に申し入れることにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、決算審査特別委員会の委員会審査報告書に付されている意見は、本

議会の意見として、執行機関の長に申し入れることを決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９  陳情第 ９号 島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の

健全育成に努めること 
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日程第１０ 陳情第１１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充

実を求める意見書の提出について（総務厚生文教常任委

員長報告） 

○議長（髙田豊繁君） 日程第９、陳情第９号及び日程第１０、陳情第１１号について

一括で議題とします。 

日程第９、陳情第９号「島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の

健全育成に努めること」及び日程第１０、陳情第１１号「コロナ禍による厳しい財

政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について」を議題とします。 

総務厚生文教常任委員長の報告を求めます。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） ただいま議題となり、当委員会に付託されました「陳情第９号、

島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の健全育成に努めること」

「陳情第１１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め

る意見書の提出について（お願い）」の２件について審査の経過と結果を御報告い

たします。 

当委員会は、９月８日水曜日午後２時３０分から全委員出席のもと、役場庁舎２

階会議室で審査いたしました。 

はじめに、陳情第９号について、審査の経過と結果を申し上げます。 

本陳情は、学校給食法にも定められた、第８条、学校給食実施基準に則り、島の

宝・全児童生徒の健全育成のため、他児童生徒同様アレルギー対応食、減塩対応食

等の特別食が状況の変化で断続することなく、確実に実施するように努めることを

求めているものです。 

このことについては、学校給食実施基準の策定に当たって、令和２年１２月に策

定に関する調査研究協力者会議の報告の中において、国民を取り巻く社会生活環境

の変化は子供たちの心身の健康にも大きな影響を与えており、さまざまな課題が顕

在化している。生涯にわたって健康な生活を送るため、子供たちに健全な食習慣を

身につけさせることが重要と報告されている。 

令和３年２月１２日に、学校給食実施基準の一部改正があり、「学校給食の食事

内容の充実について、食物アレルギー等のある児童生徒に対しては、校内において

校長、学級担任、栄養教諭、学校栄養職員、養護教諭、学校医等による指導体制を

整備し、保護者や主治医との連携を図りつつ、可能な限り個々の児童生徒の状況に

応じた対応に努めること」と明記されていることから、アレルギー対応食、減塩対

応食等の特別食への町当局の学校給食行政に対して、児童はもとより保護者等が不

安感や不信感を抱くことのないよう、また状況の変化によって断続することのない
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よう、給食センターにおける作業現場の状況把握並びに管理指導の徹底のため、制

度構築がなされるべきであるとの結論に至り、全会一致で採択するものと決定いた

しました。 

次に、陳情第１１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書の提出について（お願い）について、審査の経過と結果について申

し上げます。 

本陳情は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し、

地方財源の確保を求める意見書の提出の陳情であり、本町も例外ではなく、来年度

においても財源不足が避けられない厳しい状況に直面しているため、意見書の提出

を行い、地方財政の充実を強く国に求めていくことが不可欠であるとの結論に達し、

全会一致で採択することと決定しました。 

以上で、当委員会に付託された陳情の審査の経過と結果についての報告を終わり

ます。 

○議長（髙田豊繁君） 総務厚生文教常任委員長の報告を終わります。 

総務厚生文教常任委員長に対する質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 質疑なしと認めます。これで総務厚生文教常任委員長に対する

質疑を終わります。 

これから、陳情第９号、島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の

健全育成に努めることについて討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、陳情第９号、島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身の

健全育成に努めることについてを採決します。 

この陳情に対する委員長報告は、「採択」です。 

お諮りします。この陳情は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第９号、島の宝・全児童生徒へ適切な学校給食を提供し、心身

の健全育成に努めることについては、採択することに決定しました。 

次に、陳情第１１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書の提出について討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、陳情第１１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書の提出についてを採決します。 

この陳情に対する委員長報告は、「採択」です。 

お諮りします。この陳情は、委員長の報告のとおり採択することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１１号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見書の提出については、採択することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 陳情第１２号 飲食店及び酒類販売事業者への支援拡充について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１１、陳情第１２号「飲食店及び酒類販売事業者への支

援拡充について」を議題とします。 

本案は、本会議で審査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

ここで、配布資料を御審査いただきたいと思います。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

お諮りします。陳情第１２号、飲食店及び酒類販売事業者への支援拡充について

は、採択することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第１２号については、採択することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の拡充

を求める意見書の提出について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１２、発議第３号「コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の拡充を求める意見書の提出について」を議題とします。 

本案について趣旨説明を求めます。 

４番、林隆壽君。 

○４番（林 隆壽君） 発議第３号。提出者、与論町議会議員、林隆壽。賛成者、与論
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町議会議員、野口靖夫、賛成者、与論町議会議員、大田英勝。 

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の拡充を求める意見書」上

記の議案を、別紙のとおり与論町議会会議規則第１４条の規定により提出します。 

提案理由。 

新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、社会的・経済的影響

は甚大なものがあり、本町においても町民の多くが終わりの見えない状況に不安を

抱えています。今後の町財政においても、地方税・地方交付税など、大幅な減少等

になりかねない厳しい状況に直面しています。 

このような状況において、町民の不安を払拭するためにも安定的な町行政のサー

ビスが必要であり、地方税・地方交付税の安定的な支援が必要であり、そのため一

般財源総額の確保・充実を強く国に求めていくことが不可欠です。 

このため、地方自治法第９９条の規定により、国会及び関係行政庁に意見書を提

出しようとするものです。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（髙田豊繁君） 趣旨説明を終わります。 

これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。発議第３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第３号については、委員会付託を省略することに決定しました。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 討論なしと認めます。 

これから、発議第３号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の拡

充を求める意見書の提出についてを採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第３号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

拡充を求める意見書の提出については、原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 閉会中の継続審査・調査について 

○議長（髙田豊繁君） 日程第１３、閉会中の継続審査・調査についてを議題とします。 

総務厚生文教・環境経済建設・広報常任委員会、議会運営委員会の各委員長から、

お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査・調査の申出があります。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすること

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（髙田豊繁君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査・調査とすることに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（髙田豊繁君） これで、本日の日程は、全部終了いたしました。 

会議を閉じます。 

令和３年第３回与論町議会定例会を閉会します。 

ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後３時４２分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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